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アナザー・プロローグ




　わたしは、敵に慈悲を施したことがない。

　怯おびえても威い喝かつし、逃げても捕え、隠れても探り出し、容赦なく爪そう牙がを突き立ててきた。

　すべての時間と空間に威を示すことが、わたしの在るべき姿なのだから。

　わたしの前では、すべてのものが焼け跡に散らばる黒塊とならねばならないのだから。

　わたしはわたしであらねばならないのだから。

　燼じん滅めつこそ、賤いやしい種が唯い々い諾だく々だくとうけ入れるべき道なのだから。

　そう信じていた。否、信じる必要さえなかった。どのような生物であれ、わたしの存在を脅かすことなどできなかったのだから。

　それなのに、大切なものを奪われてしまった。

　ない。もう、どこにもない。

　独りになった。

　嫌。独りは嫌だ。血が滴り落ちていくかのようなこの感覚は、好きじゃない。

　孤独を癒いやすため、喪うしなったものをとり戻そう。

　すべてを滅することになろうとも。





プロローグ




　小こ鳥とり居い史し生おは、深く息を吸い込んだ。さらりとした潮の香かが、微妙にしめっぽくなった胸の中にひろがっていく。

　青せい蘭らん島の港にはいま、仲間たちの顔がならんでいる。

　稲いな森もり百南もなみ。紫し雲うん寺じ羽う留る。Miss.クロエ。そして、エヴァノラ・ワイズと彼女のマネージャーであるウーピー。その後ろには、歌姫エヴアノラのボディーガードがふたり、スーツに包んだ逞たくましい身体からだで一般客との間に厚い壁をつくっている。

　史生は笑顔を心がけつつ、エヴァノラとむかい合った。

　幼おさな馴な染じみである鳳ほう来らい天あ雨めとのブルーミングバトルに勝利した翌日、エヴァノラが青蘭島を発たつことになった。

　急な報告に驚いた史生たちとは逆に、そのことを伝えにきたエヴァノラの笑みはわずかも曇らなかった。あらかじめわかっていたことだという。

　世界的に有名なプログレスだけの少女バンド『パラレル・フォー』のボーカルには、休暇と呼ばれる期間はほとんどないらしい。

　午前中の授業を休み、他ほかの生徒にバレないようこっそりと見送りにきた史生たちに、エヴァノラが輝かんばかりの笑みをむけた。

「あれほど貴重な経験バトルさせてもらったら、もうじっとなんかしてられないわ。これまで以上に特訓がんばらなきゃ。もちろん仕事もね。スケジュールの調整とか、他にもいろいろウーピーに迷惑かけたし」

　エヴァノラの影のように立っていたウーピーの目もとが、微かすかにほころびた。が、その唇はわずかも動かない。

「オレも、がんばるよ」

　史生に続いて、

「あ、あたしも、エヴァに追いつけるよう、がんばるから！」

「追い越すぞ！」

「ワタシも、あなたに追いツキ、追い越せるように努めマス」

　百南が、羽留が、クロエが、いっせいに口を開いた。

　エヴァノラが、自信に満ちた笑みをその透明な頬ほおに貼はりつける。

「そう簡単に追いつかせやしないわよ。わたしはわたしで、倒したい相手が見つかったんだから、いますっごく燃えてるの。突っ走るわよ！」

　倒したい相手。

　きのう闘った幼馴染みの顔が、脳裏に浮かびあがってきた。

　四対一の変則バトルではあったが、かろうじて勝利をつかむことができた。

　バトルに勝てば、『史し生おと百南もなみを青せい蘭らん学園から追い出したい理由』を教えてもらえるはずだった。それなのに……。

　天あ雨めは、『バスター・フォー』のメンバーとともに姿を消した。

『シオっ！　モナっ！　わたしは、絶対にあんたたちを特別カリキュラムに巻き込みたくないの！　わたしのことは忘れて、急いで島から逃げて！　どうか、お願い！』

　天雨の言葉が、いまも耳の奥に残っている。悲しげに、そして苦しげに叫んでいた。

「エヴァ、あと五分です」

　ウーピーが、エヴァノラの耳もとでささやいた。

　彼女が、ウーピーに、その後ろにいるふたりのボディーガードたちに、そして船へと続いているタラップに視線を投げたあと、再び史生たちへ顔を戻した。

「三ヶ月もすれば、また戻ってこられると思うわ。そのときに、互いの成長を確かめ合いましょ」

　エヴァノラの言葉に、百南が、羽う留るが、クロエが、そろってうなずいた。[image: ]もちろん[image: ]と三人の表情が言っている。

「あ、モナミ」

「？」

　エヴァノラから不意に名指しされ、百南が眉まゆをあげた。

「次、わたしが戻ってきたとき、宝箱が開いていることを期待しつつ、ちょっと言わせてもらうわね」

「宝箱？」

「あなたの潜在力は、たぶん他者の[image: ]能力コピー[image: ]か、あるいは[image: ]能力レンタル[image: ]よ。発動条件がいろいろ面倒かもしれないけど、自由自在に引き出せるよう、がんばって」

「あたしの、潜在力……」

　百南が、口の中でぼそぼそと言葉を転がした。まだピンときていないのだろう。

　天雨とのバトルでは、ギリギリまで追い詰められてからようやく発動させていた。無我夢中といった様子だったため、[image: ]こうすればつかえる[image: ]というコツがわからないのだ。

「モナミの潜在力って、たとえばカードゲームで、相手の手札を確かめたあと、山札から好きなカードを選んでつかえるようなものよ。これってうらやましいくらいの反則技よね」

「確かに反則だな」

　羽留が、百南を横目に見ながら眉まゆ根ねに小さなしわを刻んだ。が、その唇は笑みのかたちになっている。

「つかいこなせレバ、相手チームにとっては驚異以外の何物でもありませんネ」

　クロエが、大きな瞳ひとみをほんのわずかに明るくした。

「エヴァ、どうすれば、そのぅ、潜在力、引き出せるのかな？」

　唇を引きしめ、百南もなみがエヴァノラに強い視線を投げかける。

　それに対し、肩をすくめたエヴァノラが、

「わからないわ。力の引き出し方って、プログレスの数だけあるからね」

　至極もっともなこたえを口にしたあと、すぐに言葉をつけ加えた。

「ちなみにわたしは、これまでずっと情熱パツシヨンで引っ張り出してきたわよ」

『パッションで……』と感覚的なことを言われても、史し生おにはよくわからない。

　そんなこたえを予想していたのだろう。百南は気落ちした様子もなく、それどころか大きな瞳ひとみの奥に確かな光を宿した。

「うん。いろいろやってみるしか、ないよね……」

　幼おさな馴な染じみが、そう口の中でつぶやいたそのとき、

「よかった。間に合ったみたいですね」

　史生たちの後ろから、明るい声が聞こえてきた。

　薄紫のロングウェーブヘアをゆらしながら駆けてきたのは、制服姿のまろんだった。手に、薄い紙袋を提げている。

「まろんちゃん、どうしてここに？」

　百南が、驚きの声を出す。

「ワタシが連絡しまシタ。エヴァノラは、大勢での見送りは遠慮したいと仰おつしやっていまシタが、彼女は我々のメンバーも同然ですカラ」

　クロエの言葉に、

「その通り。まろんはわたしたちの大切なメンバーだ」

　羽う留るがうなずいた。

「他ほかの子が、ぞろぞろやってきたりしないでしょうね？」

　右の眉まゆをぴょこんとあげたエヴァノラの後ろで、ウーピーがほんのわずかに唇の両端をあげている。

「安心してくだサイ。これで全員デス」

「ごめんなさい。出てくるとき、ついつい[image: ]エヴァノラの見送り[image: ]だって口をすべらせたら、周りのみんなが[image: ]自分もいく[image: ]って言い出して……説得するのに時間がかかってしまいました。というわけで、あのぅ、きのうのバトルを観みて感動したという子たちが数人、ぜひとも直筆のサインがほしいと食い下がってきまして、断りきれず、え～、コレをお願いしたいと……」

　まろんが、紙袋の中から数枚の色紙をとり出し、申し訳なさそうにエヴァノラへ差し出した。

　キラッと瞳を輝かせたエヴァノラが、ウェイトレスがトレーを支えもつかのように、てのひらをサッと上にむけた。

　間を置くことなく、ウーピーがそこにキャップを外したサインペンをのせる。

　早業だった。

『数人』というには、色紙の枚数が少々多いように感じられた。おそらく一〇枚以上はあるだろう。だが、エヴァノラは嫌がる素振りなど微み塵じんも見せることなく、史し生おには読むことのできないダークネス・エンブレイスの文字でサインを書きはじめた。

　その最中、制服シャツの胸ポケットから生徒手帳を引き出した百南もなみが、ページをパラパラパラッとめくっていた。新品の手帳は、すべてのページに折り目もしわもない。

　全部の色紙にサインを入れ終えたエヴァノラが、そんな百南の手からひったくるように生徒手帳を奪うと、裏に猛烈な勢いでサインを書き込んだ。

　百南の顔が、パッと明るくなる。

「どこにエヴァのサインをもらおうかなって考えてたけど、そっか、裏に書いてもらえば目立つよね。ありがとう」

　ふ～っ、となんだか心地よさげな息をついたエヴァノラに、今度はクロエがそっと生徒手帳を差し出した。

「ワタシにも……」

　クロエの生徒手帳にも、圧倒的なスピードでサインが書かれた。

「あ、そ、それじゃ、わたしも……」

　急いで生徒手帳をとり出した羽う留るが、裏をむけてエヴァノラに近づけるなり、またまたサインペンが乱舞した。

　ミミズと毛虫と蛇が激闘を演じているような、きっとダークネス・エンブレイスの出身者にも読めないであろう文字が、生徒手帳の裏に、そしてそれを支えもっていた羽留の指やてのひらに刻まれる。

　それでも、羽留は笑顔を崩すことなく「ありがと」とお礼を口にする。

　まろんが、色紙を入れた紙袋を嬉うれしそうに胸に抱く。

　百南が、いまにも鼻歌を歌い出しそうな表情で、生徒手帳をシャツの胸に押し込んだ。

　クロエも、どこか満足そうに生徒手帳をしまう。

　羽留は、インクがついた手や指を気にする様子も見せず、嬉しそうに目を細めている。

　ウーピーにサインペンを返したあと、ひと仕事を終えた爽そう快かい感を滲にじませつつ、エヴァノラが史生へ顔をむけてきた。

「またすぐに会えるけど、ときどき、飛行機で戻ってこようかしら」

「エヴァノラは、高所恐怖症だろう？」

　すかさず、羽留がストレートに疑問をぶつける。オブラートに包むのを忘れたというより、どこか心配するような表情を見る限りでは、[image: ]そんなに気をつかわなくても、わたしたちは大丈夫だから[image: ]という気持ちからきた言葉だと推測できた。

「シオに逢あうためなら、恐怖をのり越えるなんてわけないわ」

　エヴァノラの笑みは崩れない。

　対して、羽う留るがフッと息を吐きながら、左眉まゆをひょいとあげた。

「なんだ、史し生おに会うためか。わたしはてっきり、みんなに稽けい古こをつけるために戻ってきてくれるもんだと……だったら、戻ってこなくていい」

「なによもう、冷たいわね」

　言いながらも、エヴァノラの笑みは消えない。

　史生は、ふと気づいた。

　エヴァノラは、羽留の『高所恐怖症だろう？』という言葉を否定しなかった。その後の会話でも、不快感を表に出そうともしない。彼女の飾らない笑顔は、とても魅力的だ。

　百南もなみが、目を細めて微笑ほほえんでいる。

　クロエが、わかる人にだけわかるような微々たる笑みを浮かべている。

　まろんが、心地よさげな表情で、色紙の入った紙袋を抱えている。

　女の子たちが醸し出す空気に触れていると、なんだか胸が熱くなった。

「エヴァ、そろそろ出航の時間です」

　ウーピーが、エヴァノラの耳もとでささやく声が、史生にもしっかりと届いた。

　直後に大きく一歩を踏み出したエヴァノラが、いきなり史生の右手をとり、強く握りしめてきた。

　てのひらに、硬いモノを押しつけられる。

「うふふ。みんなには悪いけど、シオだけにコレをプレゼントするわね」

「プレゼント？」

　手の中にあったのは、小さな固い木の実のようなモノをいくつもつなぎ合わせたブレスレットだった。

「わたしの気持ちよ」

　ウインクしながら、エヴァノラがからだを離した。そして、そのままくるりと背をむけ、歩き出す。

「それではみなさん。失礼します」

　ウーピーが、軽く頭を下げたあと、すかさずエヴァノラのあとについていく。その際、史生と、その手に握られたブレスレットに強い視線を投げていった。

「？」

　史生は、気持ちのざわつきを抑えながら、タラップをのぼっていくエヴァノラとウーピー、そして彼女たちの後ろに続くボディーガードたちを見送った。

　ふと横を見ると、百南と目が合った。

「それ、ブレスレット……かな？　つけるの？」

　表情全体を見れば笑っているのに、瞳ひとみの奥はまったく笑っていない。

　羽う留るが、言葉を添える。

「手づくり、だな？」

「えっと、まあ、手づくりにしては、よくできてるよね……」

[image: ]身につける[image: ]とも[image: ]つけない[image: ]とも言わず、史し生おは素朴なつくりのブレスレットを手の中に握り込んだ。

　世界的な歌姫の手づくりブレスレット。この一品は、いったいどれだけの価値があるのだろう。とそんなことを考えているところへ、

「女性ガ、親しい男性へ手づくりの品を送るという行為の意味ハ、システム＝ホワイト＝エグマ、ダークネス・エンブレイス、テラ・ルビリ・アウロラ、そしてここ地球アース、ではほぼ共通していマス」

　クロエが、微妙に尖とがった声を放ってきた。

　下唇を突き出したまろんが、史生を静かに見つめている。拗すねたような、それでいて可愛かわいらしい表情だ。

「行為、の、意味」

　百南もなみが、言葉のひとつひとつを噛かみしめるかのように、つぶやいた。













「四世界で、共通？　ということは……？　どういうことだ？」

　羽う留るが、百南もなみへ、クロエへ、まろんへ、それぞれ視線をむけたあと、最後に史し生おでとめた。そして、ブレスレットを握った手を凝視する。

「ま、まさかっ!?」

　少々大げさなほど、羽留が声を大きくした。

「シオ─────ッ！　またね─────っ！」

　エヴァノラが、船のデッキから叫んでいる。

　さすがは世界の歌姫と言うべきか。かなり離れているにもかかわらず、彼女の声は潮風や波音に負けることなく、ハッキリと史生たちのところまで飛んできた。

　手を振っているエヴァノラに、史生は手を振り返した。百南、羽留、クロエ、まろんの四人も、いっせいに手を振った。

　そうしながらも、百南がしつこく訊きいてくる。

「シオくん、そのブレスレット、身につけるの？」

　幼おさな馴な染じみの微妙に尖とがった視線が、ちょっと怖い。






一章　アブダクション






　エヴァノラをのせた客船が、空と海の狭間はざまに入り込んで見えなくなるまで、史生たちは港にいた。

　史生がもらったブレスレットの扱い方を、なぜか女の子たちが話し合っている。

「これ、オレがもらったヤツだし、とりあえずは大切に保管しとくよ」

　という言葉は、彼女たちの耳には届かなかったようだ。

「エヴァの手づくりブレスレットだから、やっぱり学園で保管するべきだと思う」

　と主張する百南に対し、

「エヴァノラはブルーエデン出身なんだろ？　だったら、ブルーエデンの教務室か、あるいは学区長室に展示してもらったほうがいいんじゃないか？」

　羽留が、真剣な顔で意見を口にする。

　まろんが、手に紙袋を提げたまま、百南たちの会話をうなずきながら聞いている。

「いや、だから、保管はオレが……」

　史生の声に耳を傾けてくれる子は、だれもいない。おい、せめて視線くらい寄越してくれ、という思いも届かない。

「学園にハ、卒業生の功績を称たたえる記念館がありマス。そこに寄贈してみてハ？」

　クロエの意見に、百南もなみと羽う留るの目が大きく見開かれた。

「それ、いいかも」

　百南が、ぽんと手を打ち合わせた。

「いいかもって、ちょ、オレは記念館に寄贈なんて……絶対に……」

　ここでようやくむけられた女の子たちの視線に、史し生おは続けようとした言葉を呑のみ込んだ。にらみつけられたわけじゃない。強い言葉を投げつけられたわけでもない。それなのに、ただならぬ圧力を感じた。無音無味無臭の重圧にツバを呑み込む。

　史生を置き去りにして、話がぐいぐい猛進していく。

「寄贈か。展示して見せしめにすれば、生徒たちの励みにもなるな」

「[image: ]見せしめ[image: ]にして、だれを懲らしめる気だよ。ただ[image: ]見せる[image: ]だけでいいだろ？」

　せめてもの抵抗とばかりに、史生は羽留に容赦なくツッコミを入れてやった。

「ちょ、ちょっと口の中がすべっただけだ！」

「それを言うなら[image: ]口がすべった[image: ]だろ」

「ぁう」

　羽留の頬ほおが紅あかくなったのを横目で見つつ、史生はここぞとばかりに言葉を続けた。

「せっかくエヴァノラがつくってくれたんだから、オレがもってなきゃいけないと思う」

　学園に寄贈するという考えも、場合によってはいいかもしれない。だが、それは次にエヴァノラと会ったとき、彼女と話し合って決めればいいことだ。

「シオくん、それ、ときどきつけたりとか、しないの？」

　百南が、心配そうな顔で訊きいてきた。

「うん。まあ、どうかな。ブレスレットとか、いままでつけたことないし……」

「今度、エヴァが島に帰ってきたときも、つけない？」

「……そ、そのときの流れによるかな。エヴァノラが悲しそうだったら、少しくらいつけても……」

「エヴァのためだったら、つけるんだ」

　百南が、小さな唇を尖とがらせた。

　羽留の目が、幾分鋭くなる。

　クロエの目にも、微かすかなトゲが見てとれた。

　ここで、いままで黙って会話を聞いていたまろんが、史生の手を指差した。

「それをつけるつけないは、シオの自由ですが……その判断は、わたしの話を聞いてからにしたほうがいいと思います」

「話、って……」

　史生は、小さな息の固まりを呑み込んだ。空気が、微妙に重くなったような気がする。

　こほん、と咳せき払ばらいをしたまろんが、この場の全員へそれぞれ顔をむけたあと、ゆっくりとした口調で話しはじめた。

「エヴァノラがシオに贈った腕輪が愛情を示す品だということは、みなさんもすでにおわかりのことと思います」

「ぁ、愛情、だと？　わたしは、せいぜい、こ、好意くらいだと……」

　言葉尻じりをもごもごと口の中で噛かみ潰つぶした羽う留るのそばで、百南もなみとクロエがチラッと視線を交わし合う。

　空気が、またわずかに重くなったような気がした。

　史し生おは、肌がピリピリするような威圧感を覚えつつ、ブレスレットを握る手にきゅっと力を込めた。

　まろんが、史生の反応を窺うかがうような視線をむけてきた。そのまま、言葉を続ける。

「ダークネス・エンブレイスの西部では、将来を誓い合った恋人同士が、ある木の実でつくった腕輪を贈り合う風習がある、と聞いたことがあります」

　百南、羽留、クロエの視線が、史生の手もとに集まってくる。

「使用されている実は[image: ]幸福な乙女マリツジ[image: ]と呼ばれる木からとれたモノであり、それを食べればからだの痛みが即座に癒いやされ、さらには解毒もしてくれるそうです。そのような実を用いているのですから、これはもう[image: ]愛するあなたの痛みを癒してあげられる存在になりたい。そして、あなたの中にあるすべての苦しみを消してあげたい[image: ]というメッセージが込められているということは疑いようがありません」

　まろんの説明が終わるなり、百南がそろりと右手をあげた。

　不意に、グッと史生の手が引っ張られる。

【万有引斥力コネクシヨン】のエクシードで、史生の手、もといそこに握り込まれているブレスレットを引っ張っているのだ。ググッ、と。かなりの力で。

　史生は、初めて青せい蘭らん島の土を踏んだときのことを思い出した。

　客船のデッキで知り合ったエヴァノラが、下船後、まさにこの港でプライベート用の名刺を手渡してきた。

　名刺はその後、百南に奪われ、羽留のエクシードによって灰にされた。

　今回も、またあのときのように……。

　見ると、羽留の右のてのひらが、淡い輝きを放っていた。準備を整えているようだ。

　史生は、奪われてなるものか、とブレスレットをぎゅっとつかんで放さなかった。名刺のときは不意を突かれてしまったが、二度も繰り返すわけにはいかない。

「シオくん、それ、ちょっと貸して」

　百南が、とても可愛かわいらしい笑顔に加えて、こめかみ付近をぴくぴくさせながら手を差し出してくる。[image: ]笑う[image: ]という表情も、時と場合によっては恐怖を煽あおることができる。

「史生、いますぐ、その実をみんなで食べてみよう。まさか、独り占めする気じゃないだろうな？」

　羽う留るも、手を差し出してくる。どういうわけか、てのひらを前にむけて。

　ブレスレットを渡さなければ光弾を撃つぞ、という脅しだろうか。これでは、強盗となんの変わりもない。こちらもまた、型をとったかのように唇が笑みのかたちになっている。しかも、爽さわやかな感じで。

　クロエとまろんは、黙って見ているだけで助けてくれない。

「百南もなみ、羽留、お、落ち着け、な？」

　史し生おは言いながらも、抵抗の意志を示すべくブレスレットをズボンのポケットに押し込んだ。

「いいから、ふたりともちょっと……」

　待て、と言おうとしたそのとき……。

　ギュキキッ！

　車のタイヤが硬い地面に強く擦こすりつけられる、耳障りな音が聞こえてきた。ほぼ同時に電気自動車エレクトリツク・カー特有の静かなエンジン音も。

「っ!?」

　黒塗りの車が、史生たちの近くで急停車した。

　なにが起こったのか、一瞬わからなかった。

　百南の腰に、ロープのような細いなにかが巻きついた。そう見えたときにはもう、小柄な幼おさな馴な染じみが、「きゃっ!?」という短い悲鳴を残し、車のほうへ引っ張られた。それこそ、飛ぶような勢いで。

　そのまま、開いた後部ドアから車内へ引き込まれてしまった。

「百南っ!?」

　史生の叫びは、急発進した車のリアウィンドウに弾はじかれ、霧散してしまう。

　ドオゥッ！　とクロエが左腕を飛ばし、猛スピードで離れていく車の運転席を狙ねらったものの、開いた窓から出てきた右手によって簡単につかまれてしまった。

　すぐに投げ捨てられたクロエの左腕は、空を飛んで彼女のもとへ戻ってきた。

「ど、どういうことだ？」

　羽留が、かすれた声をもらした。彼女は、港から道路へ出て、そのまま海沿いの道を走り去っていく車を呆ぼう然ぜんと見送っている。

　史生は、混乱した頭を懸命に整理した。が、考えがまとまらない。現状に対するこたえが、なかなか出てこない。

「なんで……？」

　そんな言葉を口にするのが、精いっぱいだった。なぜなら、黒塗りの車を運転していた人物は……。


　　　　　　　★　★　★



　稲いな森もり百南もなみは、自分になにが起こったのか、すぐにはわからなかった。

　なんらかの能力でからだを引っ張られ、そのまま車の中に引き込まれた。

　怖い。怖い。シオくん助けて。

　そんな思いのまま、目の前の影を全力で押した。が、からだから離すことがきない。

「ちょっとあんた、暴れないでよ！　あーもうっ！　痛いでしょ！　そんなにぐいぐいしないでよ！」

　影からもれ出てきたのは、少女の声だった。それも、まだ幼い。それこそ、声変わりを迎えていない小学校低学年のような。幾分、怖さが薄れた。

「あ、あなたは、だれ？」

　百南はようやく顔をあげ、車の中を見回した。女の子を強引に車内へ引き込み、そのまま急発車させるような人物は、間違いなく悪者だ。凶悪な人相に違いない。という先入観を胸の中で転がしつつ、目の前にいる子に視線を注ぐ。

「プリムローズよ。プリムって呼んでね」

　黒いフードを被かぶった女の子が、にんまりと笑った。最初は、百南よりずっと小柄なことに加え、その幼すぎる声音から七歳前後だと思っていたが、瞳ひとみの光や表情を見る限りでは、もっと上の年齢だとわかった。一二歳前後だろうか。













　どこか人なつっこい空色の瞳ひとみをくりくり動かしながら、プリムローズがフードをとった。頭の左右でお団子をつくっている青い髪を目にして、また少し恐怖がやわらいだ。

　ここでようやく思い出す。自分はプリムローズに会ったことがある、ということに。

　天あ雨めとのバトルが終わったあと、倒れた史し生おを医務室へ運んだ。そこへ、天雨のチームメイトである『バスター・フォー』の残り三人が現れたのだ。プリムローズは、その中のひとりだった。あのときの髪型は、短いツインテールだったはずだけど……、その変化にはなにか意味があるのだろうか。

　車内にはいま、自分以外にはプリムローズと運転手しかいない。

　運転している人物も、『バスター・フォー』のメンバーである可能性が高い。青せい蘭らん島は、車を運転する学生もいるのだから。まろんのように。

　気を引きしめ、百南もなみはからだを起こして後部座席に腰を落ち着けた。

　そして、あらためてプリムローズへ、続けて運転席に目をむける。運転席の真後ろにいるため、ハンドルを握っている人の顔を確かめることができない。

　それでも、ちょっとからだを傾ければ、バックミラー越しに相手と視線を重ねることができた。

「え？」

　ハンドルを握っていた人物は……。


　　　　　　　★　★　★



「あとを追いましょう！」

　走り出したまろんの背を、小こ鳥とり居い史生は反射的に追った。羽う留るとクロエも、すぐさま横にならぶ。

「むこうは車だぞ？　どうやって追うんだ？」

　羽留の問いに、まろんが薄紫色のウェーブヘアをなびかせながらこたえた。

「わたしの車を駐車場にとめています」

　まろんを先頭に駐車場へ駆け込み、一台の車に飛びのった。クロエが助手席。史生と羽留が狭苦しい後部座席だ。

　先日のせてもらったモノとは車種が違っていた。鋭角的かつ攻撃的なデザインで、車高がとても低い。車内も狭かった。

　まろんが、もっていた紙袋をダッシュボードの上に投げ置き、ハンドルに手をかける。

「きょうは待ち合わせ時間に遅れそうだったので、この子にのってきましたが……」

　ガッとギアをローに入れるなり、弾はじけるように車を出した。

「正解だったようですねっ！」

　硬い座席にぐーっとからだを押し込まれるような圧に耐えながら、史生は道の先を見据えた。

　追いつけるか？　見失ったらどうする？　そんな心配が脳裏をよぎる。

　不意に、羽う留るが史し生おの腕をつかんできた。

「百南もなみをさらったのって……」

「うん。天あ雨めだった」

「どうして、こんなことをするんだ？」

「……わからない」

「彼女に会って、確かめるしかないな」

　羽留が、唇を引きしめた。

　まろんが、クラクションを鳴らしながら周囲の人々に注意を呼びかけつつ、乱暴に駐車場を出たあと、さらにアクセルを踏み込んで加速した。

　そのままドリフト気味に車体をすべらせ、車道に飛び出す。

　スピードの急激なアップダウン、そして車体のむきの激しい変化で、内臓が絶えず圧迫されて吐きそうになってくるが、なんとかこらえた。

　道の先にはもう、天雨が運転していた車の影さえなかった。青せい蘭らん島は公共交通が整備されているため、本来なら自家用車をもつ必要がない。そのため、道路を走っている車はまばらだ。

　まろんがハンドルを握る車が、猛スピードで海沿いの道を突き進む。

　天雨が、百南に危害を加えることは絶対にないと信じている。だが、『史生と百南を青蘭島から追い出したい』理由は、まだ聞いていない。

　一度は、百南の心を半ば砕いてまで島から追い出そうとした天雨だから、もしかしたらまた……。

　そんな心配が、胸の中で渦巻いている。

　不意にクロエが、てのひら大の極薄デバイスをどこからともなくとり出し、五指を魔法のように動かして操作をはじめた。

　ものの数秒もしないうちに、

「先ホド、イナモリさんを拉ら致ちした人物の情報デス。おそラク、ホーライさんと同じ『バスター・フォー』のメンバーだと思われマス」

　クロエが、デバイスの画面を後部座席からも見えるように傾けてくれた。

　史生は身をのり出し、そこに映っている女の子の顔を凝視した。

　見たことのある顔だった。きのう天雨とのバトルを終えたあと、医務室に入ってきた連中の中にいた。写真はショートの青髪だが、きのうは確か短いツインテールにしていたのを覚えている。細くて、小柄で、小学生にしか見えなかったけれど、それでも『バスター・フォー』のメンバーなのだ。

　ハンドルを握ったまま、まろんも画面を覗のぞき込んでくる。

「まろん、前っ、前を見てくれ！」

　羽う留るの声で、まろんがやんわりと座り直し、まるでピアノを弾くかのようにハンドル上でなめらかに指を動かしたあと、

「はい、前を見ます」

　しっかりとハンドルを握り直した。が、すぐにまたクロエの手もとに目を落とした。『バスター・フォー』の情報が気になるようだ。

「[image: ]バスター・フォー[image: ]の情報は、機密扱いではありませんでしたか？」

　まろんの問いをうけ、クロエがデバイス画面をトンと指先で叩たたいた。

「はい、仰おつしやる通りデス。[image: ]バスター・フォー[image: ]の情報ハ、学園、あるいはブルーエデンによって隠されていマス。過去のデータさえモ………優秀なプログレスならバ、スペシャルクラスに在籍していたことは間違いないでしょうガ、その痕こん跡せきさえ消されていまシタ。ですガ、スペシャルクラスの生徒たちがつくっているブログなどを洗った結果、成績が飛び抜けて優秀だったにもかかわらず除籍となった生徒を数名見つけることができまシタ。そこからさらに調べを進めていくことデ、彼女の写真を得ることができたのデス」

「この短時間で、そこまでの情報を？」

　まろんが、わずかに目を大きくした。

「いえ、昨晩、念のためと思い情報をつかんでおきまシタ。まさカ、このような状況で使用することになるトハ、予想もしていませんでしたガ」

「それでも、たった一日で……クロエの情報収集能力には感心します」

「それほどでもありまセン。この程度のことハ、だれにでもできることデス」

　クロエとまろんの会話にすべり込むようにして、

「小学生くらいに見えたが……」

　羽留が、小さく息をついた。

　クロエが、デバイスをパパッと操作し、画面に別のページを表示した。

「彼女ハ、一年と少し前、一一歳のときにスペシャルクラスを除籍されていますノデ、現在は一二歳。シウンジさんが仰る通リ、あなたの出身国では、まだ初等教育を終えていない年齢デス。

　あくまでも一年以上前の情報となりマスが……。

　ホーライさんとともにイナモリさんを拉ら致ちしたプログレスの名ハ、プリムローズ・ベイカー、ダークネス・エンブレイス出身デス。

　彼女のエクシードは、透明な矢を空一面に放チ、上空で制止させたアト、タイミングを見計らって敵を狙ねらい撃ちにするというものデス。遠距離型でアリ、しかも不可視系の技をもっているとイウ、極めてやっかいなタイプですネ。

　そんな不可視の矢が上空にとどまっている際、光を乱反射して不吉な輝きを放ち続けることカラ、【天象儀オーメン】というふたつ名をつけられていたようデス」

　クロエが、再び画面上で指を動かした。

「昨日、青せい蘭らんドームの医務室でお会いシタ、他二名の情報もありまシタ」

　史し生おは、助手席にむかって身をのり出した。羽う留るも顔を寄せてくる。まろんは、チラッとデバイスに顔をむけただけで、すぐにまた前方へ視線を戻した。

　デバイス画面の上下に並んで映っていたのは、きつい目をした金髪ロールヘアの子、そして、つくりものめいた綺き麗れいすぎる目鼻立ちをもつ赤茶けたミディアムヘアの子だ。画面を二等分してあるため、プリムローズの写真よりも小さく映っているが、きのう目にした顔であることはすぐにわかった。

　クロエが、サッと画面を切り替えたあと、再び説明をはじめた。

「先ほど上に映ってイタ、金髪女性の名前ハ、サラ・クロフト。テラ・ルビリ・アウロラ出身デス」

「あら、まろんと同郷ですね」

　まろんが、ぽんとハンドルを叩たたいた。が、それ以上はなにも言おうとしない。

「彼女のエクシードも、侮れませんネ。全身硬化に加えテ、攻撃のひとつひとつに敵を麻ま痺ひさせる毒性のエクシードが含まれていることカラ、【毒獅子マンテイコア】というふたつ名で呼ばれていたようデス。接近戦の際ハ、十分に用心したほうがいいでショウ」

　クロエの言葉の端々から、場合によっては戦いも辞さないという決意を感じとり、史生は拳こぶしを握りしめた。

　羽留が、左のてのひらに右拳を軽く打ちつけた。

「とにかく、百南もなみをさらった理由を聞き出さないとな。教えてくれない場合は……」

「校則違反デスが……野外バトルになる可能性がありマス。ですカラ、残りひとりの情報も頭に入れておいたほうがいいでショウ」

　言いながら、クロエがまたデバイス画面を操作した。

「残りひとりハ、先ほどサラ・クロフトの下に表示されたエムゾゼという女性デス。ワタシと同じ、システム＝ホワイト＝エグマ出身ですガ、生体使用率０％ですカラ、どうやらアンドロイドのようデスね」

「「アンドロイド!?」」

　史生と羽留の声が重なった。

「ちなミニ、ワタシの生体使用率は65％デス。生体使用率が低ければ低いほど、つまり肉体を機械化している割合が高ければ高いほど、攻撃力、および防御力が数値に比例して高くなりマス」

「それじゃあ、セータイシヨー率０％ってことは、かなり強いってことか？　ま、まあ[image: ]バスター・フォー[image: ]の一員なら、強くて当たり前だな」

　羽う留るの言葉に小さくうなずいたあと、クロエが説明を続ける。

「そのアンドロイド・エムゾゼは、携帯している反射板で敵が放出したエクシードを吸収後、撃ち返す力をもっているようデス。そのタメ、【移動堡トーチカ】というふたつ名をつけられていマス」

『バスター・フォー』のメンバーたちは、おそらく天あ雨めと同列の強さをもっているはずだ。史し生おたち『パンデミック・フォー』が、四人がかりであれだけ苦戦した天雨と、みんな同じレベルだなんて……。

　史生は、道の先に目をやりながら、背に冷たい汗を感じた。

　かたちの定まらない不安が、両肩に重くのしかかってくる。なんだか息苦しい。

「学園に連絡して、彼女たちを罰してもらうことはできないのか？」

　羽留が、クロエとまろんへ交互に目をむけた。

「実は、すでに生徒会のほうへ連絡を入れてあります」

　まろんが、片手でハンドルを握ったまま、もう片方の手で突き出た胸をトンと叩たたいた。大きな胸が、ぷるんとゆれる。胸もとのリボンも、ぷるるっ。

　青せい蘭らん学園の生徒会は、かなりの権限をもっているといわれている。それこそ、青蘭島の良識と法を守れるほどに。

「そのリボンは、小型通信機デスね？」

　クロエが、手品のように手の中から極薄デバイスを消したあと、まろんに顔をむけた。

「気づいていましたか？　さすがです。はい、その通りです。生徒会も、すでに動いています。しかし、[image: ]バスター・フォー[image: ]のメンバーを押さえるには時間がかかるでしょう。その間、モナミが安全だという保証はありません。そして、いま、モナミにもっとも近い場所にいるのは……」

「わたしたちが、いくしかないというわけか」

　羽留が、左のてのひらに右拳こぶしを打ちつけた。少々強めに、バシッと。

　まろんが、すでに生徒会へ連絡を入れていたことや、小型の通信機をもっていたことについては、触れもしない。彼女の正体は、守秘義務の壁のむこう側にあるため、訊きくだけ無駄だとわかっているのだろう。

　史生は、女の子たちの会話を聞きながらも、道の先から視線を動かさなかった。

　これだけのスピードで追っているにもかかわらず、百南もなみを連れ去った車の姿はまだ視認できない。むこうも、かなりの速度で走っているのか？　それとも、気づかないうちに横道へ入ったのだろうか？　ここまで、ずっと海沿いの一本道だったはずだけど……。

　天雨、なにやってんだよ。

　幼おさな馴な染じみへの怒りと苛いら立だちと心配が、胸の奥で攪かく拌はんされ、気持ちがぐちゃぐちゃになっていく。

「もし、このまま見失ったら……」

　史し生おは思わず、不安をもらした。

　まろんが、わずかに躊躇ためらう素振りを見せたあと、「実は……」と口を開いた。

「モナミに渡してある生徒手帳には、ＧＰＳ機能が組み込まれています。あと、シオの生徒手帳にも」

「「え!?」」

　史生と羽う留るが、同時に驚きの声をもらした。

　クロエは、驚きの声をあげる代わりに、細い両の眉まゆをぴょこんとあげている。

　バックミラー越しに、まろんが史生にむかって申し訳なさそうな視線を送ってきた。

「申し訳ありません。こういう事態を想定しての措置でした。この件が無事に収束すれば、お詫わびをかねて、きちんと説明します」

　史生は、まろんの目を見つめた。彼女が守秘義務のむこう側にいる生徒であることは、承知している。勝手にＧＰＳ機能つきの生徒手帳をもたされていたことは、正直あまりいい気分ではないが、お陰で百南もなみの居場所がわかるのだと考えれば……、無理にでも納得できた。結果のためなら、なにをしてもいいわけじゃない。それでも、いまは方法にとやかく文句を言っている場合ではないのだ。

　史生は、いろんな思いを腹の底に押し込み、

「まろんを信じるよ」

　強い気持ちを言葉にのせた。

　パッと顔を輝かせた羽留が、運転席の背もたれをつかみ、

「よし、まろん、もっとアクセルを踏み込め！」

　声を弾ませた。

「あらあら、さらなる加速をお望みですか？　うふふ、仕方ありませんね」

　笑みを浮かべたまろんが、素直にアクセルを踏み込んだ。

　いきなり、グンッ！　とからだを後ろに引っ張られたため、史生は「うわっ!?」とバランスを崩した。が、羽留が素早く腕を伸ばし、座席に転がる前に助けてくれた。

　彼女が、史生に顔を寄せてくる。

「じぃぴぃえすキノーで、百南を助けにいくぞ！」

　おそらくはＧＰＳ機能のことをよくわかっていない羽留にむかって、史生は意識して笑顔をつくった。

「よし、いこう！」

　もし戦いになったとしても、相手がどんなに強くても、たとえ力及ばずとも、百南だけは必ず助け出す。

　そう心に決めた。


　　　　　　　★　★　★



　稲いな森もり百南もなみは、びゅんびゅん後ろに流れていく車窓の景色に微かすかな恐怖を感じながら、恐る恐る口を開いた。

「アメちゃん、スピード違反だよ？」

「他ほかに、走ってる車なんてないわよ」

「運転、できるんだね」

「青せい蘭らん島内だけの限定免許もってるからね。スペシャルクラスに入ったら、簡単にとれるわ」

「アメちゃんが車を運転してるなんて、すごく違和感ある」

「青蘭島って、本土の人間から見たら違和感だらけでしょ」

「でも、ほんとにスピード出しすぎじゃないかな？」

　海沿いの道は、間違っても高速道路には見えない。海岸線に合わせてくねくね曲がっているから、ときどきからだが左右に引っ張られてしまう。

　隣にいたプリムローズが、首を傾かしげるようにして百南の顔を覗のぞき込んでくる。

「体感速度は人によって違うから、とやかく言うつもりはないけどさ。この程度のスピードでびくびくしてたら、ブルーミングバトルなんてやれないでしょ？　相手が高速移動タイプのプログレスだったらどうすんのさ？」

「プリム、モナに説教なんかしないで」

　天あ雨めの言葉で、プリムローズがペロッと舌を出し、口を閉じる。が、三秒もしないうちに、また話しかけてきた。

「あんたさ、アメから愛されてるね」

「え？」

「アメったら、あんたのこと……」

「プリム、黙ってて」

　天雨の低い声で、プリムローズが笑いを噛かみ殺したような表情で再び口を閉じた。

　車は、海沿いの道をどんどん進んでいく。

　百南は、プリムローズにチラッと視線を投げたあと、天雨の紅あかいサイドテールにむかって声をかけた。

「アメちゃん、どうしてこんなことしたの？」

「そりゃあ、あんた、愛よ愛」

「プリム、わたしが説明するから、ちょっと静かにしてて」

「は～い」

　小学生にしか見えないプリムローズだが、ときおり見せる研とがれた笑みには、年経た者の狡こう猾かつさが溶け込んでいるように見えた。この少女の精神なかみは、おそらく幼い外見からは想像もできないほど成熟しているのだろう、ということを百南もなみは車内での短い時間で感じとっていた。

「モナ、わたしを信じて」

　不意に、天あ雨めがそんなことを言ってきた。

「え？」

「とにかく、いまは逃げるしかないの。逃げて、しばらく隠れてて。あとはわたしがなんとかするから」

「逃げるとか、隠れるとか、どうしてそんなことをしなきゃいけないの？」

「モナに危険が迫ってるから」

「危険、って……」

　口の中でつぶやいた百南に、プリムローズがすかさず明るい声を投げてきた。

「あんたは悲劇のお姫様なの。ドラマチックね。そんで、アメがあんたを守るナイトってわけさ。悪役は……」

「プリム、お願いだから、五分ほど黙ってて」

「は～い」

　天雨の落ち着いた声で、プリムローズがまた小さな唇を引き結ぶ。その両端を大きくつりあげたまま。

　百南は、小悪魔的な香りを漂わせているプリムローズから、天雨へ顔をむけた。

「あたしに、どんな危険が迫ってるの？」

「サラとエムゾゼが動いたの。もう、時間がないから、見つかる前に隠れなきゃ」

「サラとエムゾゼって？」

「ん～、まぁ、ふたりとも見た目はすっごくきれいなんだけどさ、現時点では[image: ]悪役[image: ]と言ってもいいんじゃないかしら。あんた、その悪役ふたり組に狙ねらわれてんのよ」

　プリムローズの口は、一〇秒も閉じてはいなかった。

「プ・リ・ム」

　天雨の低い声が聞こえてくるなり、プリムローズが、プチトマトのような唇をぎゅっと閉じ、その前で横にチャックをしめるジェスチャーをした。

　愛らしい動きに、百南は思わず頬ほおをゆるめた。天雨とプリムローズは、日ひ頃ごろからこんなやりとりをしているのだろう。

　こほん、と咳せき払ばらいをしたあと、天雨がしゃべりはじめた。

「信じてもらえないかもしれないけど、わたしは、モナを助けたかったの。モナは昔から他人にやさしいから、きっと酷ひどいめに遭う。そうなる前に助けたかったの。だから、つらく当たった。そうやって学園から追い出せば、もう二度と戻ってこないと思ったから」

　ここでしばらく言葉をきり、まるで呼吸を整えるかのように大きく息を吐き出したあと、彼女は話を続けた。

「それなのに、シオといっしょに、学園に戻ってきて……シオが、モナをしっかりと支えるに決まってるから、もう絶対にあなたを追い出せなくなるって思ったわ。それでも、なんとかして、追い出そうとしたけど、やっぱりダメだった。だから……」

　天あ雨めが、言葉を詰まらせた。と、またプリムローズが口を開いた。

「アメは、あんたのためにいままで悪役を演じてたのよ！　イジワルしたのだって、全部あんたのためってわけさ！　どんなに嫌われても、あんたのために泣く泣くワルぶってたの！　この行為って、なんなのさ!?　言われなくてもわかってるでしょ！　愛よ愛！　もうっ、言っちゃったわよ！　アメの格好かつこよさ、あんたわかってんの!?」

「プリム、いいから」

「よくないわ！　この際だから、言いたいこと言わせてもらうからね！　これでも[image: ]愛[image: ]については一いつ家か言げんあるんだから！」

「プ・リ・ム」

　天雨が声を低くした途端、プリムローズが再び、お口にチャックのジェスチャーをする。どこか、遊びを楽しんでいるかのように。

　百南もなみは、制服の胸もとをそっとつかんだ。天雨はやっぱり、天雨のままだった。そんな喜びが、ふつふつと湧わきあがってくる。

　同時に、史し生おの笑顔が脳裏に浮かびあがってきた。

　史生と百南と天雨。同じ土地で生まれ育った三人。幼稚園の頃ころからいっしょにいた。もちろん、これからもずっと。ずっと。

「アメちゃん、シオくんにきちんと話せば、きっとわかってくれるよ。こんなことしなくても……」

「言ったでしょ。サラとエムゾゼが動いたからには、もたもたしてられないの」

「よくわからないけど、先生とかに相談して、助けてもらえないの？」

「ブルーエデンはひとつの学区にすぎないけど、青せい蘭らん学園の本部が関かかわっていないとは言いきれないわ。助けを求めて、逆に敵に情報が筒抜けになってしまう恐れがあるから、おちおち教師に相談なんかできないの。だから、まずは隠れなきゃ」

　話がよく見えてこない。サラとエムゾゼという、おそらく『バスター・フォー』のメンバーが危険だということは、なんとなくわかるのだが……。

　きのう、天雨とのバトル終了後、医務室にやってきた子たちのことだろう。プリムローズの他ほかに、あとふたりいた。

　長い金髪を優雅に巻いた、お嬢様然とした子。

　感情のない瞳ひとみをもった、赤茶けたミディアムヘアの子。

「アメちゃん、そのサラとエムゾゼって子は、あたしをどうしようと思って……」

　トン。

　車のボンネットに降り立った少女の姿に、百南もなみは続けようとした言葉を呑のみ込んだ。

　車は、かなりのスピードを出しているのに……。

　後部座席にいる百南からは、少女のすらりとした白く細い足しか見えない。

「サラっ!?」

　天あ雨めの叫びに続き、

「あ～あ、見つかっちゃった」

　プリムローズが、どこかあきらめたように息をついた。

　彼女が続けた、「ま、こうなることは、十分に予想できたけどさ」というつぶやきが緊迫した車内に溶け消えた途端、

　ベゴッ。

「きゃっ!?」

　百南のお尻しりが、座席から大きく浮いた。

　サラに続いてボンネットに降りてきたのは、磨き込まれた鉄板をつなぎ合わせたかのようなスカートをはいた子だった。下半身の細さから、スレンダーな子であることがわかるのだが、かなりの体重があるようだ。証拠に、ボンネットがへこんでいる。

「くっ、やっぱりエムゾゼもきたわね！」

　天雨の緊張した声が、車内に響く。

「ごめんなさ～い。ちょっとしたイタズラ心だったの！　悪気はほんのちょっぴりしかなかったんだからね！」

　プリムローズが、早くも謝っている。

「モナっ！　逃げ……」

　天雨の叫びを吹き飛ばすかのように、車のフロントガラスが砕け散った。


　　　　　　　★　★　★



　まろんが、躊躇ためらうことなくアクセルを踏み込み、海沿いの道をどんどん進んでいく。

　小こ鳥とり居い史し生おは、願うような気持ちで道の先を見据えた。

　車のダッシュボードからクロエのものより大きなデバイスをとり出したまろんが、片手で器用にそれを操作したあと、

「モナミをのせた車がとまりました。あと五分ほどで、その場所に到着できます」

　声をわずかに強こわ張ばらせた。

　あと五分ほどで、天雨が運転していた車に追いつくことができる。そうすれば、百南を連れ去った理由を聞くことができるだろう。間違いなく、『史生と百南を青せい蘭らん学園から追い出したい理由』と関係しているはずだ。

　史生は、拳こぶしを握りしめた。

　ふと見ると、隣で羽う留るも拳こぶしを握っている。

「このような事態を予想していませんでしたノデ、シェルヘッドを寮に置いてきたことが悔やまれマス。あれがあレバ、エクシードの消費量を気にすることなく〈スモールバリア〉を連続してつかうことができたのデスが……〈ビッグバリア〉は防御範囲がひろすぎるタメ、つかい方を誤れば仲間の足を引っ張ってしまうことにもなりかねまセンし……さて」

　クロエが、助手席でぶつぶつ言っている。

　みんな、覚悟を決めているようだ。

　天あ雨めが百南もなみをさらった理由はわからない。だが、信じたい。いや、信じている。天雨には決して、百南を害するつもりがないことを。

　だからこそ、理由が知りたかった。

　史し生おと百南を青せい蘭らん学園から追い出したい、その理由を。






二章　ドラゴン・バスターズ






　ガードレールにぶつかってとまった車の中から、稲いな森もり百南はヨロヨロと外に出た。

　金髪をきれいに巻いた女の子が、突き破ったフロントガラスから天雨の胸ぐらをつかんで引きずり出している。外見の優雅さには似つかわしくない荒っぽさだ。

「うわぁ、サラ、いつにも増してお怒りだね」

　百南の後ろで、プリムローズが我関せずといった顔で天雨とサラの様子を眺めている。

「プリム、アメを助けないのですか？」

　いつの間にか、車のボンネットから百南の隣に移動していた女の子が、プリムローズにどこか錆さびついた美声を投げかけた。きれいな目もとと透明な頬ほおに、ぞくりとするような美しい微笑を浮かべたまま。

「助けてあげたいけど、それは[image: ]できる限り[image: ]って約束だったからさ。サラとバトるなんて、痛いだけだもん。エムもわかるでしょ？」

「結構です。チーム内で争うことなく、目的達成のため手を携えていきましょう」

　プリムローズから「エム」と呼ばれているのだから、恐らくこの女の子がエムゾゼなのだろう、と百南はそろりと彼女を見あげた。

　エムゾゼはいま、同性さえもとろけさせてしまいそうな微笑ほほえみを浮かべたまま、天雨とサラに顔をむけている。彼女の瞳ひとみからは、なんだか、表情に相応ふさわしいあたたかさが欠落しているように思えた。

　百南もなみは、造形美と色彩美を神妙なバランスで融合させた人形を見ているような心地で、エムゾゼの横顔に目を留めた。

　微笑ほほえみを浮かべたまま、彼女が百南に色気のある視線をむけてきたが、すぐにまた天あ雨めたちに戻した。そのちょっとした動きの中には、なんの感情も込められてはいないような気がした。あえて言うなら[image: ]無関心[image: ]だろうか。

　百南は焦りや恐怖を懸命に抑え込みながら、岩にぶつかり砕け散る波の音を背に、天雨とサラの動きを見守った。

　天雨は、サラに胸ぐらをつかまれたままボンネットの上に黙って立っている。抵抗はしない。だが、その目に宿っているのはあからさまな敵意だ。

　サラが、不意に天雨の上着から手を放し、ボンネットから飛び降りた。そして、百南にむかって歩いてくる。

「イナモリモナミさんには、計画通り儀式をうけてもらいますわ。これはもう、決定したことですから、変更はできません」

　そんな彼女の背後から、

「百南に……手を出すなっ！」

　天雨が、両腕に雷竜をまとって飛びかかった。

「聞きわけのない子ですわね！」

　金の巻き毛を翻し、サラも飛んだ。

　突風のような回し蹴げりが、天雨をなぎ払う。ほぼ同時に、幼おさな馴な染じみが放った雷竜がサラの首筋に食らいつく。

　口からくぐもったうめきをもらした天雨が、道路を挟んだむかいの空き地まで転がっていく。常人ならば、全身の骨が砕け散ってもおかしくないほどの勢いで。

「アメちゃん!?」

　悲鳴にも似た百南の叫びが、波音と混ざり合い散っていく。

　ひと呼吸後、サラが百南の目の前に立った。天雨と接触した際、ノドもとに雷竜の一撃を浴びているはずなのに、けろりとした顔をしている。細く白い首には傷跡ひとつない。

　彼女が、ふわっと金の巻き毛を浮かせるようにして腰を折ったあと、

「先日は失礼しました。そういえば、まだ名のっていませんでしたわね。わたくし、サラ・クロフトと申します。テラ・ルビリ・アウロラ出身ですわ」

　自己紹介をした。すぐにそばのエムゾゼを指し示し、

「彼女はエムゾゼ。システム＝ホワイト＝エグマ出身です」

　エムゾゼが、少々長すぎるまつげを伏せ、たおやかに微笑んだ。いや、彼女はずっと微笑みを浮かべたままだ。チームメイトである天あ雨めが蹴けり飛ばされたときでさえ、表情を崩すことはなかった。

　サラが、次にプリムローズへ顔をむけた。

「そしてその子が……」

「モナミは、もうわたしの名前知ってるよ」

　プリムローズが、外していたフードを被かぶり直しながら、早口で言った。

　フードで顔の上半分を覆い、目線を合わせようとしないプリムローズをしばらく見つめたあと、サラが呆あきれたように息を吐いた。

「プリム。どうしてこんな……」

「モナ、逃げて！」

　天雨の手から放たれた雷竜が、サラの左横腹に食らいつく。

　一瞬で、サラの肌が金属的な光沢を放つ銀色に染まる。そんな彼女が、左ひだり肘ひじと左ひだり膝ひざで雷竜の頭を挟み込み、一撃で消滅させた。

　逃げて、という天雨の叫びに即と反応できないまま、百南もなみはからだを強こわ張ばらせた。逃げる？　天雨といっしょに戦う？　どうする？

　一瞬の迷いのせいで、瞬く間にして傍観者としての立場へ押しやられてしまう。

「サラぁっ！」

　道路のむこうから、天雨が突っ込んできた。あれだけ派手に蹴り飛ばされたのに、その動きは目を見張るほど速い。百南は、いっしょに戦うどころか、目で追うだけでも精いっぱいだ。

　前に出ようとしたエムゾゼをメタリックシルバーの腕で制したあと、サラが両手を胸の前に出してファイティング・ポーズをとった。

「あんた、もう少しさがったほうがいいわよ」

　プリムローズにシャツを強く引っ張られ、百南はヨロヨロと後ろへ下がった。エムゾゼも、跳ねるようにして後ろへ下がる。

　そのときにはもう、天雨とサラが激突していた。

　雷竜が飛び、唸うなり、吼ほえ、サラの変質したからだにからみつく。

「モナに！　手を出したら！　絶対に許さない！」

「もう決まったことです！」

　天雨とサラが、激しく拳こぶしをかわす。

　百南の目には、どこで拳をとめ、押さえ、流し、うけ、かわしているのか、まったく捉とらえることができない。それでも、天雨が押されていることだけはわかった。ときどき、天雨の顔がはねあげられ、胸を突かれてよろけ、足を払われバランスを崩しているから。

　天雨が、飛とび退のき様ざまに雷竜を空へ打ちあげた。それが、みるみるうちに大きな、禍まが々まがしいまでに巨大な雷竜へと姿を変えていく。人間などひと呑のみにできるほどの大きさだ。

「モナは渡さないっ！」

「アメ、おやめなさい！」

「牙刀雷掌デスクロウっ！」

　天あ雨めが、サラにむかって容赦なくその雷竜を放った。

　そのとき、流れるように動いたエムゾゼが、サラの前に飛び出した。

　鉄板をつなぎ合わせたかのようなスカートがバラバラになって外れ、その板一枚一枚が宙にひろがり、彼女の頭上で扇形に展開した。

「っ!?」

　天雨の放った雷竜が、その板にぶつかるなり霧散した。と思ったのも一瞬だけ。

　強い光を放つ直径二メートルほどの球体がエムゾゼの胸の前に現れた。羽う留るの〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉の倍の大きさはあるだろうか。

「エム。それをアメに返すのはやめてください」

「承知しました」

　サラの言葉で、エムゾゼがほっそりとしたアゴをあげ、空に微笑ほほえみをむけた。そして、輝く巨大光球を上空へ放つ。

　百南もなみは、長い光の尾を引いて上空へ飛び去っていった光球を戦せん慄りつとともに見送った。わずかに視線を移すと、空に浮かぶ三つの門ハイロウが見えた。

　異界へと続く門ハイロウが、ここは青せい蘭らん島だということをあらためて思い出させてくれた。四つの世界から集ったプログレスたちが切せつ磋さ琢たく磨まし、己の能力を高めていく場所。

　決して、憎しみ合う場であってはならないはずだ。

「サラとエムが相手じゃ、勝ちめなんてないわね。バトるだけ無駄よ」

　百南の後ろで、プリムローズがハァ～となんだか軽い息をついた。

「邪魔しないでっ！」

　天雨が、正面からエムゾゼに突っ込んでいく。

　エムゾゼと入れ替わるようにして踏み出したサラが、天雨の拳こぶしを横に払うなり、

「毒打ニードルっ！」

　すれ違い様、首筋に手刀を突き込んだ。

「あ～、刺やられちゃったぁ」

　プリムローズが、フードを引っ張って顔をほとんど隠してしまった。もう見ていたくない、とでも言いたげに。

「アメちゃん……」

　百南は、震える声でつぶやいた。

　間を置くことなく、天雨の足もとが覚おぼ束つかなくなった。一歩一歩に力が入らなくなったようだ。それでも彼女は、サラにむかって雷竜をまとった拳こぶしを振り続けた。

「モナには………モナには、なにもするなっ！」

「決まったことです」

「一方的に決めるなっ！　モナに酷ひどいことしたら、絶対、絶対に許さないから！」

「アメ、あなたが許す許さないの問題ではありません。イナモリモナミさんは、適性のある地球アース出身のプログレスであり、かつブルーエデンの学生なのです。彼女は[image: ]水[image: ]の巫み女こに選ばれました。これがすべてですわ」

「モナは、必要以上の強さなんて求めるような子じゃないわ！」

「もう何度もお聞きしましたわ。そして、それが決定を覆す理由にはなりえないことも、同じ数だけお伝えしたはずです」

「モナを、好きには、させないっ！」

　鋭い叫びとは相反し、天あ雨めの拳には鋭さのカケラさえなくなっている。

「アメ、わたくしの一撃が入ったのですから、あまり激しく動かないことをお勧めしますわ。お恥ずかしながら、【毒獅子マンテイコア】の針はあまり質たちがよくありませんから」

「モナ、ご、めん、わたし、は……」

　天雨の膝ひざが、カクッと落ちた。そしてそのまま、地面に倒れ込む。

「アメちゃん！」

　幼おさな馴な染じみにむかって走り出そうとした百南もなみだったが、プリムローズに手首をつかまれ、足をとめられた。

「無駄だよ。勝てない相手を本気で倒したいと思ったらさ、急所を狙わなきゃ。それもできないときは、好機チヤンスがくるのを待つしかないんじゃないかな」

　百南は、プリムローズの手を振り払うこともできないまま、下唇を噛かんだ。そして、サラをにらむ。いまできることは、これだけ。

　サラが、なんらかの痛みを堪こらえているような顔で、倒れた天雨を見下ろしている。

「次にあなたが目覚めたときは、もう後には退けない状況になっていることでしょう。そのときこそ、世界は、大切なモノを壊されながら、それでもなお女神の慈悲を信じ、自らの力で再構築していくものだということを学べるはずですわ」

　エムゾゼが、倒れた天雨を軽々と抱えあげた。

　天雨の顔にかかっていたサイドテールの毛先をそっと払いのけてやったあと、サラが百南のほうへあらためて歩み寄ってきた。

　彼女はしかし、百南を見てはいなかった。その生き真面目まじめそうな、それでいて猛もう禽きん類を思わせる紫がかった力強い瞳ひとみは、プリムローズにむけられている。

「プリム、どうしてアメに加勢しなかったのです？」

「加勢したほうがよかった？」

「もちろん、そんなことを望んでいるわけではありませんわ。それでも、アメとあなたは、イナモリモナミさんを逃がそうとしました。その気持ちは理解できます。決めたのなら、どうして最後まで貫き通そうとしないのです？　仲間が、たった独りで戦っているというのに」

「勝つためには、タイミングって大切でしょ？」

「あなたに、戦いのなにがわかりますの？」

「ふ、ふんだ。戦い方くらい、いろいろわかってるわよ。こう見えても、バトル経験豊富なんだから」

「後味の悪い戦いは御免ですわ。仲間が苦しむ姿も、なるべくなら見たくありません」

　サラとプリムローズの会話を聞きながら、百南もなみは思った。

　サラは、仲間を大切にする女の子のようだ、と。そして、それ以上に[image: ]目的[image: ]を達成することに重きを置く性格らしい、と。

　その目的とは？

　ここがわからないため、百南の中から不安が消えることはなかった。わかったとしても、[image: ]不安が恐怖に変わるだけ[image: ]という予感がある。

　サラが、『[image: ]水[image: ]の巫み女こに選ばれた』と言っていたけれど……。

「アメを気絶させたの、サラだからね」

　プリムローズが、すねたように口を尖とがらせた。途端、

「好きこのんでやったと思っているのですか！」

　サラが、語気鋭く言い放った。

「思ってませんっ！」

　プリムローズが、ギューッと唇を引き結び、フードを破ってしまいそうなほど下に引いて、顔を隠してしまった。

　天あ雨めを抱いたエムゾゼが、場に漂う刺とげ々とげしい空気に気づいてもいないかのように、微笑ほほえみを浮かべてチームメイトのやりとりを眺めている。

　百南は、なにもできない自分に苛いら立だちながら、周囲を見回した。

　助けを求めようにも、海沿いの道に人影は見あたらない。人家もない。戦っても、勝ち目はない。逃げるのも無理。………無理。本当にそうだろうか？　やってみる前に、無理と決めつけるのはよくない……、かも。

　天雨をここに残していっても、『バスター・フォー』のメンバーだからひどいことはされないだろう。

　百南は、サラとエムゾゼ、そしてプリムローズにそっと目をむけた。半歩、そろりと横に動いた。タイミングを見計らい、斥力で地面を押して跳ぼうとしたそのとき、

「どうせ逃げても無駄だからさ、面倒かけないでね」

　プリムローズが、袖そでの中から伸ばしたロープのようなモノを、瞬時に百南もなみの腰に巻きつけた。

「ぁ……」

　痛みにも似た無力感が、からだの内から滲にじみ出でてくる。

「この縄って、ダークネス・エンブレイスの警備兵がつかってる悪者捕縛用のものだから、暴れたってほどけないわよ？　大人しくしててくれたら、痛いことしないからさ」

　プリムローズが、どこか申し訳なさそうに下唇を曲げた。そのとき、遠くから車のエンジン音が聞こえてきた。

　道の先からかなりのスピードで走ってきた車が、身がすくみそうになるほどのブレーキ音とともに停車した。砂すな埃ぼこりを突き破るようにして、そこから飛び出してきたのは……。


　　　　　　　★　★　★



　車から飛び出した小こ鳥とり居い史し生おは、プリムローズからロープのようなもので捕らえられている百南、そしてエムゾゼに抱きかかえられている天あ雨めに目をむけた。

　百南をさらったはずの天雨が、どうしてエムゾゼによって抱きかかえられているのだろうか。どのような流れからいまに至っているのかはわからないが、やるべきことはひとつだけだ。

「百南を返せ！」

　史生は、百南を捕らえているプリムローズにむかって叫んだ。

　スッ、とサラがプリムローズを背に守るような位置に移動する。

「お断りしますわ。あと二時間ほど、彼女におつき合いして頂くつもりですから」

「勝手なことを言うな！」

　史生の右隣に立った羽う留るが、鋭く言い放った。

「一方的デスね」

　クロエが、史生の左隣でつぶやいた。

　運転席から出てきたまろんが、開いたドアに肘ひじをのせたままサラに硬い視線をむける。

「あなた方には、このままだとかなり厳しい処分が下されますよ？　最悪、退学。そして自世界への不名誉な強制送還が待っていますが、それでも続けますか？　サラ・クロフト。あなたもテラ・ルビリ・アウロラで生命を承うけた乙も女のならば、女神の御み名なを汚すようなマネは慎んだほうがよろしいのでは？」

「わわっ、退学だって!?　サラ、どうする？」

　プリムローズが、さっそく期待通りの反応を見せてくれたが、サラとエムゾゼにはなんの効果もなかったようだ。

　こちらを見下しているかのような薄い笑みを浮かべたサラ。

　花を愛めでているかのような微笑ほほえみを崩さないエムゾゼ。

「わたくしたちは、この学園で学び続けることを最優先に考えてはいませんの。ですから、[image: ]退学[image: ]や[image: ]強制送還[image: ]といったカードは脅しにつかえませんわよ？　それに、大いなる女神の御み名なを汚しているつもりなど毛頭ありません」

「どうしても、百南もなみを返さないつもりか？」

　史し生おは、サラをにらみつけた。

「どうしてもそうしてほしいなら、力ずくで奪い返してごらんなさい。前にお会いしたときお伝えしたはずです。[image: ]わたくしは、実力もないのに口だけはお上手な殿方を軽けい蔑べつしています[image: ]と。」

「シオくんっ！」

　百南が叫んだ。

　プリムローズに腰を縛られたまま、声だけを張りあげる。

「アメちゃんがやったことは全部、あたしを守るためだったんだよ！」

　幼おさな馴な染じみの声が、確かな瞳ひとみが、必死な表情が、心にすとんと落ちてきた。

　天あ雨めが、百南のことを考えて動いていたことくらい、最初からわかっていた。わかっていたが、心のどこかに[image: ]なぜ？[image: ]という疑問が貼はりついていたことも確かだ。否定のできないその疑問は、[image: ]もしかしたら天雨は変わってしまったのかも[image: ]という懸念につながっていた。

[image: ]疑い[image: ]という細い糸をたどっていった先が[image: ]天雨はもう自分の知っている女の子ではなくなっていた[image: ]というこたえにつながっているかもしれない。そんな恐れがあった。だが、懸命に押し隠していたそんな思いは、百南の叫びによって瞬く間に消し飛んでしまった。

　心が一気に軽くなる。天雨はやっぱり、天雨のままだった！

「よしっ！」

　史生は、右に立つ羽う留る、左に立つクロエの手をそれぞれ握った。

　ダイレクト・リンク。

　羽留が、右手を胸に当てた。

　クロエが、左腕を地面と水平にする。

　史生は、サラと視線をぶつけた。

「どうしても、百南を返してくれないのか？」

「この期に及んで、まだ[image: ]口だけ[image: ]を動かすのですか？」

　サラの笑みに、蔑みの色が浮かんだ。

　羽留が、史生の手をぎゅっと握りしめ、

「〈光こう鎧がい〉っ！」

　叫んだ。それとほぼ同時に光の羽衣をまといつつ、ダイレクト・リンクを続ける。

　サラが、わずかに腰を落とした。が、その唇から笑みが消えることはない。

「〈スペシャルパンチ〉っ！」

　クロエの左腕が、ドゥッ！　と腹に響く音とともに飛んだ。そのまま、サラをよけてプリムローズに左拳こぶしを打ち込んだ。が、

「ちょっと、ケンカ買ったの、わたしじゃないでしょ！」

　一二歳の細い腕で、あっさりと叩たたき落とされてしまった。

　すぐさま、羽う留るが右手を空に突きあげた。

「〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉っ！」

　巨大な光球が空へ放たれた、と思った直後には彼女のもとへ戻ってきて……。

　ひらひらと波打っていた光の羽衣がギュッと縮まり、鋭角な光の鎧よろいとなった。

　光り輝く戦女神バルキリー然となった羽留が、さらに数秒間のダイレクト・リンクを経て〈超弩級弾〉に使用したエネルギー分をとり戻したあと、

「いくぞっ！」

　史し生おの手を放して飛び出した。

　左腕を呼び戻したクロエも、「ハイ」と短い返事を残して走り出す。

　入れ替わるようにして、史生の右手をつかんできたのは、まろんだった。

「補助型のプログレスにも、できることがありますから」

　彼女にうなずいたあと、史生は戦いの場に目を戻した。

　百南もなみはいま、プリムローズに腕をつかまれ動けないでいる。

　エムゾゼは、天あ雨めを抱いたまま動かない。

　羽留とクロエが、ふたりがかりでサラに挑みかかった。それなのに、拳や蹴けりが一発も当たらない。

　史生は、天雨とのバトルを思い出した。

　あのときも、羽留は〈光こう鎧がい〉と〈超弩級弾〉のコンボ技を決めていた。エヴァノラも、彼女の身体能力を飛躍的に高める近接戦闘用の特殊技、〈武ぶ謡よう〉をつかっていた。

　そんなふたりが、同時に天雨を攻撃したにもかかわらず、やられてしまった。

　そして、いまもまた。

　羽留とクロエの顔が、史生の目では追えない攻撃をうけ、弾はじけ飛とんだ。

　女の子たちが戦っているのに、見ていることしかできない自分があまりにも情けない。せめてブルーミングバトルだったなら、苦痛の肩代わりができるのに。

　まろんが、「くぅ、ぅ」と小さく唸うなったあと、大きく息を吐き出した。

「彼女の精神力には………穴がありません。恐怖心や不安をかき立てようにも、そんな感情の芽さえ、どこにも……」

　直後、羽留とクロエが弾き飛ばされた。

　背中から地面に落ちた羽留が、くるっと後転して器用に起きあがった。が、その動きに合わせるように、彼女が身にまとっていた光の鎧よろいがあっさりと霧散してしまう。

　一方のクロエは、からだを起こそうと地面に肘ひじをついた格好のまま、肩を震わせている。

　史し生おは、奥歯を噛かみしめた。自分はなにもできない。彼女たちの苦痛を肩代わりしてあげることさえも。

　まろんの手から、力が抜け落ちていくのがわかった。

　史生は、そんな彼女の手を放し、

「百南もなみ、逃げろっ！」

　幼おさな馴な染じみにむかって全力で走った。考えるよりも先に足が動いた。数歩目を踏み出してからようやく、自分がやるべきことを思い描いた。

　プリムローズにからだごとぶつかり、一瞬でもいいから隙すきをつくる。そうすれば、あるいは百南が逃げ出すチャンスをつくることができるかも。その後、自分がどうなるかなんて考えない。ただ、走った。

「っっ!?」

　視界に、いきなりサラが現れた。

　彼女の冷たい瞳ひとみに、驚きに歪ゆがんだ自分の顔が映っている。と思ったそのとき、空と地面が入れ替わった。

「シオくん！」「史生っ！」「シオ！」

　百南の、羽う留るの、まろんの声が重なって聞こえた。直後、背中から地面に落ちた。

　鳩尾みぞおち付近で痛みが爆はぜ、息が詰まった。意識が霞かすみ、数秒後に全身を駆け回りはじめた痛みによって、再び意識が鮮明になった。

「くそっ！」

　史生は意地で起きあがり、百南を探した。

　自らの立ち位置を見失っていたのは、ほんの数秒だけ。すぐに幼馴染みの泣きそうな顔を見つけた。全身を駆け回る痛みを無視して叫んだ。

「百南、待ってろ！　いまいく……」

　ビシッ。

　だれかに横面を張り飛ばされた。

　すぐそばにサラが立っていた。蔑さげすみに染まった目を史生にむけている。

「できもしないことを、軽々しく口にするものではありませんわ。小さな器に収まっている言の葉は、恥知らずなものばかりで……聞いていると気分が悪くなってきます」

「このっ！」

　サラの腕をつかもうとしたが、できなかった。右手が宙を漂う。くにゃり、と視界が歪んだ。サラの笑みも、くにゃりと歪む。

「ご安心ください。プログレスではないあなたに強い毒は打っていません。それだけの価値もありませんから」

　立っていることができなくなった。手足が痺しびれて動かない。

　視界が大きくゆれたあと、右肩に重々しい痛みを感じた。

「シオくん！　シオくん！」

　百南もなみの声が反響している。幼おさな馴な染じみがどの方向にいるのか、よくわからない。姿も見えない。

「ほら、ここにモナミの写真載ってるから、これでも眺めてれば？」

　史し生おの目の前に、なにかが降ってきた。生徒手帳だ。

　震える手で、それをつかんだ。エヴァノラのサインが書かれている。彼女の字は、こんなにも歪ゆがんでいただろうか……。

　ここで史生は、ようやく気づいた。自分がいま、固い地面に倒れているということに。

「シオく───ん！」

　百南の叫び声が、波音に押し流されていく。


　　　　　　　★　★　★



　稲いな森もり百南はサラに片腕で抱きかかえられ、海沿いの道路から外れて森の中を移動した。

　わざわざ海沿いの道からそれて足場の悪い森の中を進んだのは、まろんが運転する車で追ってこられないようにするためだったのだろうか。もし増援を呼ばれても、簡単に行く先を探られないように気をつけたのかもしれない。サラたちは、しばらくして再び海が見える道に戻り、そのまま走り続けた。

　百南を片腕で抱いたサラも、気を失った天あ雨めを抱きかかえたエムゾゼも、小学生にしか見えないプリムローズも、疲れを見せることなく一台の車も走っていない道をどんどん駆けていく。

　ここでジタバタしてもはじまらない。そう思うと、自然と落ち着くことができた。百南は、いざ逃げるチャンスがきたときに備え、状況を可能な限り整理することに努めた。

　プリムローズによって、制服の胸ポケットから生徒手帳を抜きとられ、それを地面に投げ捨てられた。『これ、位置情報を発信してんでしょ？』と彼女は周りに聞こえないほどの小声でつぶやいていた。察するに、史生たちは生徒手帳を頼りに追ってきてくれたようだ。おそらくは、まろんがどこかへ手を回してくれたのだろう。

　まろんの正体はいまのところ不明だが、百南は大まじめに『学園秘密情報部』的な部署のエージェントではないかと考えている。しかし、そんなエージェントでも、位置情報を発信してくれる生徒手帳がなくなれば、もう百南の行方を追うことはできないはずだ。少なくとも、すぐには。

　史生にむかって、サラが言っていた。

『あと二時間ほど、彼女につき合ってもらうつもりです』と。

　これはつまり、あと二時間もあれば[image: ]天あ雨めがとめようとしたこと[image: ]そして[image: ]サラが達成しようとしていること[image: ]が終わってしまう可能性が高い、ということだ。

　青せい蘭らん学園の生徒とはいえ、島内は知らないところばかりである。

　百南もなみは、サラに抱えられたまま流れゆく景色を懸命に記憶しようとした。でも、右手は海、左手は密集した木々ばかりだ。

　そうこうしているうちに、木々が消え、海も建物に遮られて見えなくなってしまった。

　建物、といってもまだ建設途中のものだった。外装が中途半端に整えられた建物と建物の間、五〇メートルほど離れた場所で、ヘルメットを被かぶった作業着姿の人たちが行き交っている。数台の重機も。

　どうやらここは、埋め立て地のようだ。青蘭島の敷地をひろげるため、現在も島の拡張工事が進められていると聞いている。

　助けてぇ！　と大声で叫んでみようか。ふと、そんな思いが頭をよぎった。

　それでも、百南は口を閉じたまま運ばれるに任せた。

　退学も辞さない構えのサラたちが、作業員に危害を及ぼさない保証はどこにもない。

　百南は、ビル陰に消えて作業員たちが見えなくなったあと、大きく息をついた。

　なにもできないのであれば、せめて流れに身を任せよう、というどこかあきらめにも似た感情が湧わきあがってくる。

　百南の気持ちに気づいたのだろうか、サラが口を開いた。

「あなたを傷つけるようなことはしない、と七柱の女神の御み名なに誓ってお約束しますわ。ですが、[image: ]抵抗しない限り[image: ]という条件がついていることだけは決してお忘れなく」

　史し生おと天雨を気絶させた彼女の言葉を、どこまで信用していいのかわからない。

　百南は、むぅ、と顔をしかめた。

　サラは、大切な幼おさな馴な染じみふたりにひどいことをした。それだけでもう、許してあげることができるラインを思いきり飛び越えている。だから、百南の知らない異世界女神の名に誓われても、ありがたいとは思わない。

　百南は[image: ]逃げ出すタイミング[image: ]を待った。プリムローズも、サラにむかって言っていたではないか、『勝つためには、タイミングって大切でしょ？』と。




　百南は、建設途中のビル内でようやくサラの腕から解放してもらったあと、自らの足で階段を二階分おりた。

　電気が点ついた地下二階のホールに入り、それに気づいて息を呑のむ。

　バスケットコート二面分ほどのひろいホールの中央付近に、黒い輝きを放つ野球ボール大の玉が置かれていた。

　禍まが々まがしい気を放つ黒い玉を中心にして、床に大きな魔法陣が描かれていた。魔法陣の直径は、部屋の半分以上はあるだろうか。

　百南もなみの後ろで、エムゾゼによって鉄のドアが閉じられた。

　おそらく、だれも助けにはきてくれない。逃げるためには、自分の能力だけが頼りだ。うまくいけば、天あ雨めが目を覚ましてくれるかもしれない。幼おさな馴な染じみと力を合わせれば、逃げ出すチャンスもあるだろう。

　百南は、閉じられたドアを背に意識しながら、懸命に息を整えた。知らず、呼吸が速くなっている。

　そんな百南の横で、プリムローズが両手をひろげた。

「この魔法陣は、ダークネス・エンブレイスの北方を統べるディラルミン王国にあるものの写しなんだよ。全部わたしひとりでつくったんだからね」

　ひとり、というところを強調しつつ、これ見よがしに胸を張っている。大仕事だったのよ！　と自慢したがっていることがよくわかる。そんなプリムローズは、かなりの距離を走ってきたにもかかわらず疲れた様子がない。暑苦しそうなローブを身につけているというのに、愛らしい額には汗さえ滲にじんでいなかった。

　サラが、百南の隣に立った。

「なんの説明もなく、強引にお連れしたことをお詫わびいたしますわ」

「悪いと思ってるなら、みんなのところに帰して」

　百南は、恐れから目をそらしつつ、サラに微かすかな怒りをぶつけた。が、彼女がまとう鋭気の前に、あっさりと跳ね返されてしまう。

「それはできませんわ。無体は重々承知しています。だからこそ、このまま最後までいかせてもらうつもりです」

　会話は、もはや成立しない。百南はあらためて、そのことを肝に銘じた。サラたちに話し合いをする気があるのなら、史し生おたちが傷つくことはなかったはずだ。

「じゃあ、さっそくはじめましょう」

　サラの指示で、エムゾゼが動いた。

　百南の背に手を当て、

「ここへくるまでに、気分は悪くなっていませんか？」

　やわらかい笑みを添え、そうたずねてきた。

「え、ええ」

　エムゾゼの美しくも体熱を感じさせない微笑ほほえみに、百南はわずかに身を縮めた。が、すぐに気持ちをもち直し、天雨が寝かされている位置を横目で確認する。

　魔法陣内に描かれた星形の一角、その先端に頭をのせるようにして寝かされている。

　エムゾゼに少々強く背を押されながら、百南は逆らうことなく歩いた。

　逃げるチャンスは……。

「魔法陣の文様を踏まないよう、注意してください」

　エムゾゼの声は聞き流した。文様に足をのせても、怒る様子はない。

　だから百南もなみは、足もとを確かめることなく、『バスター・フォー』の四人に注意を払い続けた。その中のひとりである大切な幼おさな馴な染じみは、いまなお意識をとり戻さない。

　魔法陣の中心に置かれた黒い玉が、目の端で嫌な輝きを放ち続けている。なんだか、空気を振動させない嗄しやがれ声ごえに呼ばれているような気がして、気味が悪くなる。

　いきなり、襟首をつかまれ、猫のようにひょいと持ちあげられた。

「あなたは、文様の線を五回踏みましたので、注意力が散漫になっていると見なします。よって、移動の補助をしますのであしからず」

「え、ちょ、ちょっと……」

　手足をバタバタさせる百南を、プリムローズがやれやれといった様子で見ている。

「エムは[image: ]あんどいど[image: ]なんだから、ちゃんと言うこと聞いとかないと、実力行使モードになっちゃうよ」

「あんどいど？」

　眉まゆ根ねにしわを寄せた百南に、

「アンドロイド、ですわ」

　サラが、すかさず正しいこたえを教えてくれた。

「アンドロイド、って……」

　もち運ばれながら、百南は驚きの声をもらした。人間ではないことが怖く、それでいて新鮮だった。そして、同じシステム＝ホワイト＝エグマ出身のクロエとは大きく違い、つくりものめいた微笑で表情が固定している理由にも納得できた。

「あなたの領域は、ここです」

　百南は、仰あお向むけに寝かされたまま動かない天あ雨めの隣角に立たされた。

「領域って？」

「ワタシには、あなたの質問にこたえる権限がありません。チームリーダーはサラです」

　エムゾゼの表情は、相変わらずドキッとするほどきれいな微笑ほほえみのまま動かない。

　百南は、サラへ顔をむけた。

　彼女が、フーッと長い息を吐き出した。

「押しつけるばかりでは、さすがに気が引けますわね」

　百南は、せめて時間を稼ごうと目に力を込めた。

「あたしを連れてきた理由くらい、教えて」

「儀式に必要なプログレスだから、ですわ」

　サラが、細く引きしまった腰に両手を当てた。

「儀式？」

「儀式をする目的くらい、イナモリモナミさんも知りたいでしょう」

　ぜひ聞きたい、という意思を示すため、百南もなみは大きくうなずいた。

　それをうけ、サラがどこか誇らしげに話しはじめる。

「わたくしの祖界、テラ・ルビリ・アウロラ。それからダークネス・エンブレイス。さらにはシステム＝ホワイト＝エグマ。そして地球アース。この四つの世界で最強のプログレス・チームを生み出すことが目的です」

「いっぱい練習して、自分を磨けばいいと思う」

　百南は、思ったままを口にした。怪しげな儀式で能力を増強させるつもりなのだろう。でも、それは卑ひ怯きようなやり方だ。公正とはいえない。

「人の強さには限界がありますわ。わたくしたちも、血を吐く思いでここまでのエクシードを得ました。だからこそ、人の可能性に絶望できたのです。これ以上、もはや自らの努力でエクシードを高めることはできない、と」

「それと、あたしやアメちゃんになんの関係があるの？　あなたひとりで、勝手に儀式をすればいいのに」

　百南の質問に、プリムローズが肩をすくめた。

「儀式には五人必要だから、こうやってわたしたちが集まってんじゃない。そんなこと、訊きくまでもないことだと思うけどね。ちょっと考えりゃ、わかるでしょ？」

「プリム、イナモリモナミさんは、わたくしに質問したんですよ？」

「説明なんて、しても意味ないでしょ？　どうせ結果は同じなんだしさ」

「結果は同じでも、過程は大切ですわ」

「そうかもしれないけどさ……」

「プ・リ・ム」

　サラに低い声で名前を呼ばれた途端、プリムローズがパッと両手で口を押さえた。

　そんなふたりのやりとりを、エムゾゼが静かに見つめている。名画から抜け出してきたかのような微笑ほほえみを浮かべたまま。

　サラが、あらためて百南に目をむけてきた。

「イナモリモナミさん、わたくしたちには、あなたが必要なのです」

「だから、無理やり連れてきたんでしょ？」

「今回の件は、あなたに許してもらえるまで、生涯をかけて償っていくつもりです」

「償っていくつもりって……だったら最初から……」

「四世界のすべてを敵に回しても、四世界のすべてから怨うらまれても、自らのエクシードをより一層高めたい。それがわたくしたちの原動力ですわ。残念ながらアメは、利己的になりきれなかったようですが」

　サラが、いまなお気絶したまま動かない『バスター・フォー』のチームメイトへ、悲しげな目をむけた。

　プリムローズとエムゾゼも、天あ雨めに視線を注いでいる。

　サラが、言葉を続けた。

「限界を超えたエクシードを得るためには、それ相応の対価が必要ですわ。なんの努力もせずに力を高めることができるなんて、わたくしも思ってはおりません」

「わたしたちの努力はさ、並大抵のレベルじゃないわよ？　聞いて驚かないでね。わたしたちがやったことは……」

　するりと会話に入ってきたプリムローズだったが、サラの鋭い視線に気づき、

「っ！」

　再び口を引き結び、続けようとした言葉を呑のみ込んだ。

　代わりに、サラが口を開く。

「わたくしたち[image: ]バスター・フォー[image: ]は、ダークネス・エンブレイスの暗黒皇竜ダークドラゴンを倒し、その霊力エネルギーを奪うことに成功しました」

　彼女が、ほんのわずかに胸を張る。

「暗黒皇竜ダークドラゴンを倒すなんて、すっっっっっごく難しいことなんだからね。普通なら、罠わなを仕掛けたあと、計画通りに軍を動かして、何日もかけて散々弱らせなきゃなんないのよ？　わかる？　わたしたちは、たった五人でそれをやりきったんだから。この偉業、本当にわかってる？」

「ダークドラゴンって……？」

　ダークネス・エンブレイスへ入界したこともなければ、竜という生物を見たことさえない百南もなみには、ことの大きさがよくわからない。

「ドラゴン、やっつけたの？　それ、殺したってこと……？」

　百南は、魔法陣の中央に置かれた黒い玉にそろそろと目をむけた。

　その視線に気づいたサラが、どこか得意げな笑みをフッと唇の端に浮かべた。

「気づきましたか？　そう、その玉こそ竜の霊力エネルギーを凝縮させたものですわ」

　禍まが々まがしく、妖あやしく、気味が悪いと思っていた黒い玉を前にして、ふとひとつの想おもいが百南の胸の内にひろがった。

　可哀かわい想そう。

　事情はわからない。人間を襲うような悪い竜だったのかもしれない。それでも、寄って集たかって攻撃されて命を奪われた竜には、もしかしたら家族や友だちがいたかもしれない。

　プリムローズが、わずかに眉まゆを寄せた。

「あんた、竜を倒したってことの凄すごさが、よくわかってないでしょ？　ダークネス・エンブレイスじゃ、竜に打ち勝ってこそ女王になる資格を得ることができるんだから。竜の霊力エネルギーをひとりに注ぎ込めば女王級の力を、五等分にして五人に注ぎ込めば、女王を護衛する五人の親衛隊員を生み出すことができるんだからね」

「だからこそ、イナモリモナミさん、あなたが必要なのです」

　サラが、すかさず言葉を添えた。

「五人って……」

　そういえば、先ほどプリムローズが言っていた。

『暗黒皇竜ダークドラゴンを倒すなんて、すっっっっっごく難しいことなんだからね。普通なら、罠わなを仕掛けたあと、計画通りに軍を動かして、何日もかけて散々弱らせなきゃなんないのよ？　わかる？　わたしたちは、たった五人でそれをやりきったんだから。この偉業、本当にわかってる？』

　百南もなみは、倒れている天あ雨めへ、サラへ、プリムローズへ、そして、無言で立ったままのエムゾゼへ、それぞれ目をむけた。

「あとひとりは？」

　ストレートにたずねた。

　一瞬、サラが泣きそうな顔になった。

　プリムローズが目を伏せる。

　エムゾゼの楚そ々そとした微笑ほほえみが、ほんのわずかに乱れたような気がした。

「竜と戦っている最中に心を砕かれ、それを癒いやすことができないままご自分の世界へお帰りになりましたわ」

　サラが、かすれた声を絞り出すようにして教えてくれた。

「あたしは、その代役なの？」

「そういうことになります」

「あんたのエクシードって、特別な訓練もうけてないのに結構強いからね。なんの苦労もせずに[image: ]水[image: ]の霊力エネルギーをもらえるんだからさ、運がいいと思わなきゃ。火とか闇やみだったら、制御するのが大変なんだから、下手するともらった途端に爆死なんてことも……」

「プリムっ！」

「失言でしたぁっ！」

　プリムローズが、両手で口を押さえて素早く目を伏せた。

「爆死、って……」

　百南のつぶやきに、サラがツカツカとプリムローズに歩み寄り、ペシッとその頭を叩たたいた。そしてまた、もといた場所へ引き返す。

　頭を撫なでながら、プリムローズは口を尖とがらせているだけでなにも言わない。

　サラが、百南に申し訳なさそうな目をむけてくる。

「あなたは安全です。[image: ]水[image: ]は、五つの中でもっとも御しやすい霊力エネルギーですから。特に地球アースで生まれ育ったあなたは、その同調率が秀でています。ですから、安心してください」

『安心してください』と言われても、ここまで無理やり自分を連れてきた相手の言うことなど、信じられるはずもない。

「どうしても、五人じゃないとダメなの？」

　百南もなみは、サラの視線をうけとめながら、震える声でたずねた。

　サラが、魔法陣の中心で息を潜めるように輝いている黒い玉へ目を落とす。

「暗黒皇竜ダークドラゴンの霊力エネルギーは、地、水、火、風、闇やみのブレンドなのです。わけるときは、必ず五つにしなければなりません。わたくしが、地。イナモリモナミさん、あなたが水。エムが火。アメが風。そして、プリムが闇をうけもつことになっています」

「火や闇は危ないって、さっきプリムちゃんが言ってたけど……」

　百南は、火をうけもつというエムゾゼ、そして闇を担当しているというプリムローズへ目をむけた。

　プリムローズが、肩をすくめた。

「相性ってあるでしょ？　わたし、闇の力と同調率が高いのよね」

「プリムちゃん、怖くないの？」

「そんな感情、どっかに忘れてきちゃったわ」

　火の力を制御しなければならないエムゾゼは、微笑ほほえみを浮かべたまま動かない。

　百南は、天あ雨めが言っていたことを思い出した。

『ブルーエデンはひとつの学区にすぎないけど、青せい蘭らん学園の本部が関かかわっていないとは言いきれないわ。助けを求めて、逆に敵に情報が筒抜けになってしまう恐れがあるから、おちおち先生に相談なんかできないの』

　視線を、ゆっくりとサラに戻す。

「あなたたち、ブルーエデンに利用されてるだけなんじゃ……」

「わたくしたちのほうが、ブルーエデンを利用しているのです」

　サラの目が、わずかに鋭さを増した。

　プリムローズが、そんなサラを横目で見ながら、口を開いた。

「そもそも暗黒皇竜ダークドラゴンと戦う権利は、ダークネス・エンブレイスの女王候補にしかないんだけどさ、ブルーエデンの首脳部が、竜を倒すことを黙認してもらうことと引き替えに、五人の優秀な親衛隊を生み出したあと、一〇年間、五人全員を女王に仕えさせるという条件をのんだのよ」

　一〇年。

　百南は、思わず天雨に目をむけた。幼おさな馴な染じみは、まだ意識をとり戻さない。彼女は力を得たあと一〇年もの間、ダークネス・エンブレイスで暮らすつもりだったのだろうか？

　百南は、胸に強い痛みを覚えた。






三章　ホープ・ナッツ






　小こ鳥とり居い史し生おは、ゆるやかな振動と低いエンジン音に意識を引っ張られ、目を覚ました。

　滲にじんだ視界の中に、羽う留るの顔が見えた。

「しぉ、……が、………だ、…………か？」

　彼女の口が動いている。なにかを言っているようだが、音が濁り、ひび割れ、跳ね返り、よく聞きとれない。

　頭が痛い。胸も苦しい。からだのあちこちが震えている。首筋や背中がゾクゾクする。

　それでも史生は、懸命に周囲の様子を探った。

　百南もなみは？　天あ雨めは？　ふたりはどこにいる？

　どうやら、自分は車の中にいるらしい、ということが徐々にわかってきた。

　後部座席で足を曲げて横になり、頭を羽留の太ももにのせている、といった格好のようだ。だから、すぐ近くに彼女の顔があるのだろう。

　頭の痛みに顔をしかめながら、史生はからだを起こそうとした。だが、腕が痺しびれて思うように動かない。それでも、

「ダメ……、……寝ていろ。………。………動かないほうが……」

　羽留の声が、わずかながら聞きとれるようになった。他ほかにふたつ、音質の違う割れた声が聞こえてくる。おそらく、まろんとクロエのものだろう。

　史生は、自分自身に対する苛いら立だちや怒りを胸に、もう一度、起きあがろうとした。

　羽留に肩を押されたが、かまわず彼女の太ももから頭をあげる。

　めまいがした。上下左右が一秒ごとに、しかも無作為に入れ替わっているかのような感覚だ。不安定な視界に吐き気がする。

「史生、無理するな」

　羽留の声を、ようやくきちんとうけとめることができた。

「シオ、苦しいでしょうが、もうしばらく我慢していてください。いま大急ぎで病院へむかっていますから」

「コトリーさん、あなたはイマ、サラ・クロフトの攻撃によっテ、からだの機能を狂わされていマス。毒をうけた状態ですノデ、安静にしていてくだサイ」

　まろんとクロエの声に反応もできないまま、史生は後部座席に背を預け、自らの右手を目の前にそろそろとあげた。

　腕は、なんとか動く。でも、手に力が入らない。拳こぶしをつくっても、握りしめることができなかった。

「百南と、天雨、は？」

　しゃべると、渇ききったノドがひりついた。

「………」

　史し生おは、黙っている羽う留るにむかって、乾いた布からたった一滴の水を絞り出すかのようにして、質問を口の外へ押し出した。

「ふたり、は？」

「………連れていかれた」

　羽留が、悔しそうにつぶやいた。

　史生は、めまいに耐えきれなくなり、目を閉じた。途端、平衡感覚を失いそうになったため、すぐにまたまぶたを開けた。暗くら闇やみに逃げ込むことさえできない。なにもできないまま、ただ目を開け、苦しみ、現状に耐えることしかできないなんて。

　羽留が、悔しさと悲しさと痛々しさを攪かく拌はんしたかのような表情で、史生を見ている。

　助手席から後部座席を覗のぞき込んでいるクロエの瞳ひとみにも、悲しみの色が滲にじんでいる。

　バックミラー越しに、まろんとも目が合った。彼女の瞳は、微かすかに赤くなっていた。

　全身にひろがっていく敗北感と無力感に、史生は奥歯を噛かんだ。が、アゴに力が入らず、歯を噛みしめることさえできない。なにもできない。なにも……。

　絶望感が、心を蝕むしばんでいく。


　　　　　　　★　★　★



「わたくしたちは、ダークネス・エンブレイスの王室に一〇年間奉公することを納得しています。それと引き替えに、エクシードの限界を超えることができるのですから」

　サラの言葉に、百南もなみは思わず苛いら立だちを吐き出した。

「あたしは、納得してないわ！　ア、アメちゃんだって、きっと……」

「あなたはそうでしょう。ですが、アメは納得していますわ。だからこそ、わたくしたちとともにダークネス・エンブレイスに入り、危険極まりない暗黒皇竜ダークドラゴンに挑んだのです」

　サラが、倒れたままの天あ雨めに痛みを堪こらえるような目をむけた。

「信頼できる仲間がひとり、心を折られてしまいましたが……全員で力を合わせ、難敵を屠ほふることに成功しました」

「大変だったんだからね！」とプリムローズが、すかさず言葉を加えた。

「暗黒皇竜ダークドラゴンは、いっつもつがいで行動するから、まずは雄と雌の引き離し作戦からスタートして、って雌雄の区別がつかないから、どっちがどっちかはわかんなかったけど、からだのちっちゃいほうを狙ねらって、じっくり弱らせてから七日めの夜に、ってダークネス・エンブレイスは地球アースと違っていっつも暗いけど、とにかくトドメを刺したってわけさ」

　プリムローズが、えっへん、とばかりに細い両腕を組んだ。暗黒皇竜ダークドラゴンを倒したことを自慢したくてたまらない、といった様子だ。

　サラは、倒れた天雨に視線を注いだまま固まっている。

　エムゾゼは、微笑ほほえみを象かたどった唇を動かすことなく無言を貫き通している。

　だれもとめる者がいないことをいいことに、プリムローズがしゃべり続ける。

「暗黒皇竜ダークドラゴンみたいな上位竜種は、倒すのにほんと苦労するんだから。あ、上位竜種ってのは、出会ったら、もうそこで終わりってくらいやばい竜属のことよ。ダークネス・エンブレイスじゃ【終極の光景ラスト・ビユー】なんて呼ばれてるんだから。どう？　わたしたちは、たった五人でこんな竜を倒したんだから。ま、ひとり脱落しちゃったけどね」

「プリムっ！」

「二度と言いませんっ！」

　サラの鋭い声に、プリムローズが口を押さえながら身を縮める。

　眉まゆ根ねに深いしわを刻んでプリムローズをにらみつけていたサラが、気持ちを整えるように息を吐いたあと、表情を和らげて百南もなみに目をむけた。

「あなたには、本当に申し訳ないと思っていますわ。ですが、もう後戻りはできません」

　彼女がそろりとあげた右手が、メタリックシルバーの光沢を放っていた。

「え？」

　口を半開きにした百南の目の前で、サラが右手をグッ、パッと数回握ったり開いたりしたあと、

「各属性のつながりができあがったようですから、そろそろはじめましょう」

「属性の、つながり？」

　百南の問いに、サラが足もとの魔法陣に視線を落とした。

「イナモリモナミさん、あなたと水の霊力エネルギーとの間に、通り道ができたということです」

　いつの間に……？　驚きを隠せない百南に構うことなく、サラが言葉を続けた。

「わたくしたちも、それぞれこれと定めた霊力エネルギーとのつながりをつくることができましたので、これから次の段階に移ります」

「竜玉の霊力エネルギーを解放するんだよ」

　横から口を出したプリムローズに、サラがちらりと目をむけた。が、怒った様子はない。ただ、メタリックな光沢を放つ拳こぶしを胸に当て、うなずいただけだ。

　プリムローズが、そんなチームリーダーを横目に見ながら、一歩だけ後ろにさがった。

「一応、言っとくけど。天あ雨めがまだ目を覚ましてないよ？」

「もうそろそろ意識が戻るはずですわ。先にはじめていても、問題はないでしょう」

「少しでもエネルギー集めをしておこうってわけね！」

　エネルギー集め？　なんのためにそんなことを……、という百南の疑問は、いきなりの大声によって吹き飛ばされた。

「ヘビー・レイン！」

　大きく後ろに跳んだプリムローズが、頭上にあげた右手を素早く振り下ろした。

　サラが、弾はじけるように横へ跳ぶ。彼女が直前まで立っていた場所に、突如発生した光り輝くなにかが勢いよく降り注ぐ。まるで、羽う留るの〈豪雨光弾〉のようだ。異能エクシードの形状は目で捉とらえることができない。見えたところで防ぐ手だてなど思いつかないけれど。

　な、なにがはじまったの!?　百南もなみは、気づいたときにはその場に尻しり餅もちをついていた。それでも、気を抜くとすくんでしまいそうになる手足を叱しつ咤たしつつ、振動する床を這はうようにして天あ雨めのところへ急いだ。

　すぐそばをすべるように駆け抜けたエムゾゼが、その勢いのままプリムローズに連続して蹴けりを放つ。まるで、自らのからだを独こ楽まのように回転させながら。微笑ほほえみも冷たく美しいが、その体術も容赦なく冷たく、そして美しかった。

「あ、あ、アメちゃん」

　百南は、気を失ったまま動かない天雨のからだに覆い被かぶさった。なにがはじまったのかわからない。とにかく怖かった。ただただ怖かった。が、そんな恐怖を心の隅に精いっぱい押しやって、幼おさな馴な染じみに抱きついた。

「アメちゃ～ん」

　天雨を助けたいのか、助けてもらいたいのか、まるでわからない。幼馴染みのからだを引っ張って魔法陣の外へ出ようとするものの、手足が震えて思うように力が入らない。

　視界の隅では、サラがエムゾゼにむかって拳こぶしを連打している。

　エムゾゼが、スカートのように腰からぶら下げていた板を宙に浮かべて自在に操り、サラの拳こぶしをすべて防いでいる。













　そんなふたりに、プリムローズが再び不可視の攻撃を浴びせた。が、全身をメタリックシルバーで包み込んだサラ、そして板を頭上に展開させたエムゾゼには傷ひとつつけることができないでいる。サラの服は、あちこち切り裂かれているけれど。

　百南もなみは、そろそろと顔をあげた。

　サラvsエムゾゼvsプリムローズ。三みつ巴どもえの戦いに息を呑のむことしかできない。


　　　　　　　★　★　★



「生徒会に連絡して、特務部のプログレス・チームを動かしてもらいました。すぐにモナミを見つけてくれるはずです」

　ハンドルを握ったまろんが、慰めるような口調で言った。

　小こ鳥とり居い史し生おは、なにもできない自分への怒りがどんどんふくれあがっていくのを感じた。なにかを殴りつけたい衝動が、腹の底で暴れ回っている。だが、拳には力さえ入らない。

「わたしが、もっと強かったら……」

　羽う留るが、苛いら立だちを隠そうともせず自分の膝ひざを叩たたいた。しかし、その感情は持続することなく、すぐに萎しぼんでしまったようだ。肩を落とし、うなだれてしまう。

　クロエは、後部座席になんの言葉もかけてこない。沈黙している。

　大きくゆれているのは車内なのか、それとも自分の感覚なのかよくわからない状態のまま、史生は怒りのぶつけどころを探した。

　無力な自分が腹立たしい。吐き気がおさまらないことも腹立たしい。動かないからだにも腹立たしかった。

　史生は、ズボンを弱々しく握り、そんな苛立ちをからだの奥底へ押し込んだ。放っておくと、すぐにでも破裂してしまいそうだ。

「？」

　ズボンのポケットに、硬い感触があった。

　とり出してみて、それが木の実をつなげたブレスレットであることを思い出した。

『使用されている実は[image: ]幸福な乙女マリツジ[image: ]と呼ばれる木からとれたモノであり、それを食べればからだの痛みが即座に癒いやされ、さらには解毒もしてくれるそうです』

　まろんの言葉が、脳裏に蘇よみがえる。

　考えるよりも先に手が動いた。数珠つなぎになっていた実のいくつかを口の中に押し込み、噛かんだ。アゴに力が入らないが、それでもなんとか噛み砕く。少しばかり硬い、アーモンドのような歯触りだった。かなり苦い。それでも噛んだ。噛んで噛んで、渇ききったノドに詰まらせながらも、無理やり呑み込んだ。

　糸が切れ、実のいくつかがバラバラと手や座席にこぼれ落ちた。

「史生、ど、どうした？」

　羽う留るが、目を大きくしている。

　助手席のクロエが、腰をひねって後部座席を覗のぞき込んできた。

　まろんは、さすがに運転中であるためチラッと振り返っただけだったが、それでもバックミラー越しに心配げな視線を何度も送ってきた。

　史し生おは、大きく息を吐いた。およそ一分間、静かに呼吸を繰り返した。そして……。

　拳を握りしめた。

　奥歯を噛みしめた。

　効き目は劇的だった。[image: ]幸福な乙女マリツジ[image: ]の実は、エクシードによってうけた毒にも効果があったようだ。

　視界は、いまだ微かすかにゆれている。吐き気も、まだおさまらない。だが、手足に力をとり戻すことはできた。

「まろん、ストップ！　車をとめてくれ！」

「え？　ス、ストップですか？」

　驚きながらも、まろんは素直に車をとめ、路肩に寄せた。

「オレ、百南もなみを助けなきゃ」

「それは、特務部に任せておくべきです」

「百南は、もう生徒手帳をもってないんだろ？　生徒会の連中が見つけた頃ころには、きっと全部終わったあとだ」

「わたしたちにも、モナミの居場所はわかりません」

「なにか方法があるはずだ。[image: ]バスター・フォー[image: ]の連中がいそうな場所を調べて……」

「いまは、シオの体調をしっかりともとに戻すことを第一に考えなければ……」

「史生の気持ちはわかるが……わたしも、まろんの意見に賛成だ」

「コトリーさん。いまはご自分のことを最優先に考えテ……」

「なにか、方法があるはずなんだ！」

　女の子たちの声を振り払うかのように、史生は声を大きくした。胸の内で渦巻く焦りと怒りが、いまにも爆発しそうなほどふくれあがる。

「史生………こ、これ、百南の生徒手帳、拾っておいた。彼女は、きっと大丈夫だから。きっと……」

　羽留が、エヴァノラのサイン入り生徒手帳をそろそろと差し出してきた。

「ん？」

　手帳に、なにか挟まっている。

「これは？」

　史生は、羽留が手にした手帳から、挟まっていた紙を引き抜いた。

　手帳に隠れるほどの小さな紙面には、『Ｆ17　１　５　10　Ｂ２』という走り書きがあった。

「なんだ？　電話番号……？　じゃない、な」

　羽う留るが、紙面を覗のぞき込みながら顔をしかめた。

「青せい蘭らん島での[image: ]Ｆ[image: ]ハ、埋め立て地を指す記号デス」

　クロエの言葉に、羽留が目を大きくする。

「住所か？　だったら、[image: ]Ｂ[image: ]はなんだ？」

「地下でショウ」

「地下？　埋め立て地の下って……なにか、重要なモノが埋められているというメッセージか？　財宝の在処ありかとか……」

「ビルの地下二階と考えるべきデス」

「ぁ、そそ、そうだよな。でも、どうして百南もなみの生徒手帳にこんなモノが？」

　羽留が、首を傾かしげた。

「天あ雨めが挟んだ、とか？」

　史し生おは、可能性のひとつを口にした。

　天雨が、なんらかのタイミングで百南の生徒手帳に『重要な場所の情報』を挟み込んでいたとしたら？

「推測の域を出ませんガ、その住所はここになりマス」

　クロエが、どこからともなくとり出した極薄デバイスの画面上に、地図を出した。

　地図だけを見ても、青蘭島にきて日の浅い史生と羽留にはピンとこない。

「ここから、近いですね」

　まろんが、ぽそりともらした。

「いこう！」

「わたしたちがいってどうなります？　ここは、特務部に連絡を入れて……」

「少なくとも、その人たちがきてくれるまで時間稼ぎができるだろ」

「シオ、あなたは、その実を食べたからといって、快復したわけではないのですよ？」

「まろん、わかるだろ？」

　百南と天雨は、家族同然の、心底大切な幼おさな馴な染じみだ。自分が助かっても、ふたりになにかあったときは、きっと自分を許せなくなる。

　史生は、ジッとまろんを見つめた。

　まろんが、困ったように唇を引き結ぶ。

　それを見ていた羽留が、いきなり座席に落ちていた実を拾いあげ、ひょいと口に入れた。そして、カリッとかみ潰つぶしたあと、

「これ、苦いな」

　ニッと笑みをつくり、すぐに言葉を続ける。

「まろん、細かいことはいいから突っ走れ。αドライバーを守るのは、わたしたちプログレスの役目だろ？」

「シウンジさん、ワタシにも一粒くだサイ。先ほどのダメージが、少々残っていマス。ほんのわずかでも回復させテ、リベンジです」

　クロエが、羽う留るに手を伸ばす。

　そんな彼女の手に、「よし、いくつでも食べてくれ！」と羽留が落ちていた種をどんどんのせていく。

「あ、ひ、一粒で結構デス」

　クロエの手に置こうとした種を、ふとなにかを思いついたように中空でとめた羽留が、サッと史し生おに顔をむけた。

「ほら、史生ももう一粒、どうだ？」

　言うなり、チュッと唇を押しつけた種を少しばかり強引に史生の口の中へ押し込んできた。頬ほおを真っ赤にして、切れ長の瞳ひとみに強い意志の光を宿らせたまま。

「もご、ぁ、ありがとぅ」

　苦いはずの種が、なんだか甘く感じたのは気のせいだろうか。と、バックミラー越しにまろんと目が合った。

「わたしひとりが、融通の利かない子みたいな役回りなんて……んもうっ！」













　彼女がすかさずハンドルを握り、素早くギアを入れ、アクセルを踏み込んで一気に車を反転させた。途端、とても抗あらがえないほどの遠心力をうけ、史し生おは羽う留ると折り重なるようにして座席に倒れ込んだ。やわらかな感触が、むにっと顔に当たる。

　クロエが、助手席でほとんど逆さにひっくり返りながらも、手にした実を落ち着いた様子で口の中へ放り込む。

　慌ててからだを起こした史生は、顔を真っ赤にした羽留と目を合わせた。

　すぐに座り直した彼女が、笑みを浮かべて道の先を指差した。

「百南もなみと天あ雨めを助けにいこう！」

「いきますよっ！」

　まろんが、これでもかとアクセルを踏み込んだ。

「いきまショウ！」

　クロエが、ひっくり返った拍子にめくれたスカートを直しつつ、らしくないほど大きな声を出した。

　史生も、負けじと叫んだ。

「いこうっ！」


　　　　　　　★　★　★



「モナ……？」

　弱々しい声が聞こえてきた。

「アメちゃん！」

　稲いな森もり百南は、うっすらと目を開けた天雨の横で両りよう膝ひざをつき、その顔を見下ろした。

　首をあげた天雨が、周囲の状況を目に収めるなり、百南を押しのけるようにして跳ね起きた。そして、ヨロヨロと立ちあがった百南を背に庇かばうようにして身構える。

　闘っていたサラ、プリムローズ、エムゾゼの三人が、途端に動きをとめた。あれだけ激しく異能エクシード攻撃を交わし合っていたにもかかわらず、彼女たちの顔には傷ひとつついていない。サラの服だけはボロボロになっているものの、彼女は気にもしていないようだ。

「……モナ、ごめん。結局、巻き込んじゃった。ごめん、本当に、ごめん」

「アメちゃん」

　どんな言葉を返せばいいのかわからず、百南はただただ胸の前で祈るように両手を組み合わせることしかできなかった。

「アメ、ここまできたら、もうあとには退けませんわよ？　イナモリモナミさんは、すでに水の霊力エネルギーとつながっています」

　サラが、怒ったような目を天雨にむける。

　エムゾゼは、この場にそぐわない微笑ほほえみを浮かべたまま動かない。

　プリムローズが、サラとエムゾゼへ無防備に背をむけたまま口を開く。

「腹くくるしかないよ？　たぶん、アメが考えてるほど悪い結果にはなんないと思うからさ、そんな怖い顔しないで、いっしょに組み手やろうよ」

　彼女の言葉を聞いて、百南もなみはめまいにも似た感覚を覚えた。あんなに激しく戦っていたのに……、組み手？　あれが？　気を抜いた途端、瞬く間に全身の肉を引き裂かれ、骨を砕かれてしまいそうな勢いだったのに。

「モナ、ごめん」

　天あ雨めが、振りむくことなく、しつこいくらいに謝罪の言葉を繰り返す。

「アメちゃん、いったい、なにを……」

「この魔法陣は、ブルーミングバトル用のフィールドと酷似してるわ。かたちが違ってるだけで、ほとんど同じつくりなの。モナは知らないだろうけど、青せい蘭らん学園でやってる正式なブルーミングバトルには、エクシードがぶつかり合ったときに発生するエネルギーの収集って目的があるの」

「え？　どうして、そんなこと……」

「わたしも、ハッキリとしたことは知らないわ。学園のずっと上の連中しか、本当の目的は知らないでしょうね。でも、ほら、エネルギーのつかい道って、いろいろあるでしょ。たとえば………竜玉の霊力エネルギーを解放しつつ五つに切りわけたり、とかね」

　あ……、と百南は呆ほうけたように息を吐いた。

　サラ、エムゾゼ、プリムローズの組み手の激しさはともかく、彼女たちは必要なことをやっていたのだ。異能エクシードが衝突する際に発生するエネルギーを集め、魔法陣の中央で鈍く輝いている黒い玉の霊力エネルギーを解放する、という目的のために。

　百南は、サラたちの動きを意識しつつ、天雨のうなじにむかって質問した。

「もし、ここから逃げることができたら？」

「逃げても無駄よ。もう、どうすることもできないの。モナは[image: ]水[image: ]の通り道をからだにつくってしまったから……どこに逃げても、竜玉の霊力エネルギーが解放されれば、竜の力が追ってくるわ」

「じゃ、じゃあ、竜の霊力エネルギーが解放されなかったら？」

　苦し紛れに、百南は思いついたことを口にした。

「え……？」

　天雨が、肩越しに振り返る。両の眉まゆがわずかにあがり、いまさらなにを……、とその目で語りかけてくる。

　すぐに正面へ顔をむけた天雨が、

「エネルギーが溜たまりきる前に、サラたちを倒すことができたら、あるいは、でも、そんなことできるはず………でも……………やらなきゃ！」

　天雨のつぶやきが、すぐ後ろにいる百南の耳に届いた。幼おさな馴な染じみの声は当然、サラたちにも聞こえている。

　サラが、誘うような笑みを浮かべた。

「アメ、組み手ではなく、本物のバトルをしましょう。エクシード漲みなぎる、見世物などではない本物のバトルを。あなたの大切な友人を助けるためには、この場でわたくしたちを倒す以外にありませんよ。さあ、わたくしの魂を打ち砕くつもりでいらっしゃい」

「アメちゃん、挑発だよ。他ほかに方法が……」

「モナ、下がってて」

「アメちゃん、ダメ！」

　百南もなみの叫びが、逆に背を押してしまったのかもしれない。瞬時に両腕から雷竜を生み出しながら、天あ雨めが猛然と駆け出した。

　サラが、周囲のものすべてを切り裂いてしまいそうな笑みを浮かべる。

「エム、プリム、手を出さないでください！」

　全身をメタリックシルバーに染めあげた彼女が、両拳こぶしを前に出して身構えた。

「轟雷双牙デスフアング！」

　天雨が、まるで命そのものをぶつけるようにして、小細工などなにもなく真正面からサラにぶつかっていく。


　　　　　　　★　★　★



　鳳ほう来らい天雨は、自らの異能エクシードと相性の悪すぎる敵を相手にしつつ、いろんなものを投げ捨てていった。

　五体満足で勝つこと。異能エクシードの限界を超えたいという望み。『バスター・フォー』を四つの世界における最強チームにすること。世界中に認められるプログレスとなり、卒業後に後輩たちを厳しくもやさしく指導すること。そして、史し生おと百南、ふたりの幼おさな馴な染じみとともに歩む未来。

「アメ、もっと本気を出しなさい！」

　殺気を帯びたサラの瞳ひとみが、目の前でぎらついている。

　いつまでも、いつまでも胸の内で大切に抱きしめておきたかった想おもいさえも投げ捨て、心を軽くした。失うものはない。そう自らに言い聞かせながら、

「サラァァ!!」

　天雨は、雷竜をものともしない硬質な頬ほおへ、それでも右拳を打ちつけた。

　指骨に激痛が走り、痛みが手首から肩へと情け容赦なく駆け抜けた。それでも、間髪を容いれることなく拳から雷竜を解き放ち、サラの皮膚を焦がす。

「【雷帝サンダー】の力は、この程度なのですか!?　エクシードをすべて絞りきりなさいっ！　さもなければ、この【毒獅子マンテイコア】の膝ひざを折ることはできませんわよっ！」

　金の巻き毛、その毛先をわずかに焦がしたサラが、速く、そして重い拳で反撃してくる。

『バスター・フォー』の前衛を担う近接型の彼女と足をとめての殴り合いは、あまりに愚策。すぐに適切な距離をとり、足をつかって雷竜の攻撃をしつこく放ち続ける、という戦術に切り替えなければ……、と頭ではわかっている。わかってはいるが、

「いっしょに逝ってもらうわよっ！」

　天あ雨めはあえて踏み込み、サラの細いからだに抱きついた。

「アメ、まさか、そこまで……っ!?」

　余裕に満ちた表情から一転、サラの目もとが強こわ張ばった。

　天雨は、魔法陣の外で自分を見つめているであろう百南もなみの姿を、一瞬でもいいから目に収めておきたいと思った。が、振り返らなかった。そのわずかな隙すきを突かれるわけにはいかない。必ず仕留める。難サ敵ラに戦いを挑んだときから、気持ちは固まっていた。だから、躊躇ためらわない。

「至雷シヨツク！」

「アメちゃん、ダメ───ッ！」

　全身から放電したそのとき、百南の叫びが聞こえてきた。幼おさな馴な染じみはわかったのだろう。天雨が、命がけで異能エクシードを解放したということが。

　これだけ密着した状態で最高レベルの雷撃を食らい続ければ、さすがのサラも防御する術すべはない。ほぼすべての異能エクシード攻撃を弾はじき、物理攻撃さえも防ぐことができる彼女の皮膚も一〇秒と保たないはずだ。

　サラの衣服が弾け、ボロボロになっていく。当然、天雨が身につけた服も、原形ををとどめてはいない。すべてを無に。皮膚も、肉も、骨も、最強のプログレスになりたいという執念さえも、すべて。

「アメ、あ、あなたは、これで、本当にいいの、ですか？」

　放電に包まれたまま、サラがとぎれとぎれの声でたずねてきた。

「モナは、モナのままで生きていくの。だれにも、わたしの家族ともだちを変えさせやしない！」

「こ、こんなところで負けるのは、癪しやくですが、相手があなたなら……」

「アメちゃんやめてっ！　お願いっ！」

　あっ!?

　百南がいきなり、天雨の死角から荒れ狂う能力圏内に飛び込んできた。

「きゃ──っ!?」

　当然、華きや奢しやな幼馴染みは、強風に舞う紙切れのように吹き飛ばされる。身にまとった制服も一瞬で爆はぜ、千切れ、ボロボロになってしまう。

「モナ!?」

　叫んだ直後、ゴッ、という鈍い音が頭ず蓋がいに響いた。同時に、強い衝撃を側頭部に感じた。脳が激しくゆれ、刹せつ那な、意識が消えかかる。

　百南もなみの姿が消し飛び、サラの背に回していた腕から、その感触が掻かき消えた。意志とは無関係にからだが宙を飛ぶ。その後、無様に床を転がり、奥の壁にぶつかることでようやくとまることができた。

　なにが起こった!?　どこから攻撃された!?　方々に飛び散った意識を瞬時に掻き集め、天あ雨めは壁に手を突いて立ちあがろうとした。が、足が震え、素直にいうことを聞いてくれない。それでも、壁に肩を押しつけるようにして両りよう膝ひざを伸ばした。

「アメちゃん！」

　百南の声。駆け寄ってくる足音。幼おさな馴な染じみは無事だったという安あん堵どを覚えるなり、素早く意識を切り替えた。追撃は？

　打撃をうけた頭を庇かばうため、天雨はほとんど自動的に両腕をあげた。そうしながら、腕の間からサラの姿を捜す。

「一対一の勝負に、なんてことを！」

　彼女は、すぐに見つけることができた。魔法陣の中で、エムゾゼとむかい合っている。

「この状況下で、サラの矜きよう持じを満足させるわけにはいきません。あなたはチームリーダーです。敗北は許されないということをお忘れなく」

　天雨は、状況をすぐさま理解した。エムゾゼが、一対一のバトルに乱入するというプログレスにはあるまじきルール違反をしたようだ。

　歯を食いしばった天雨のからだを、駆け寄ってきた百南がすぐさま支えてくれる。お互い、衣服はズタズタだ。

「モナ、大丈夫？」

「あたしのことなんかいいから！　アメちゃん、もう絶対にあんなことしないでっ！」

　幼馴染みの愛らしい瞳ひとみには、涙がにじんでいる。服が派手に千切れ飛んだだけで、からだに異状はないようだ。

　天雨は、ホッと息をつきながらも、

「ごめん」

　それだけ伝えて、再びサラへ視線を戻した。もう二度としない、とは言わなかった。

　チャンスがあれば、もう一度……。いや、もう無理か。

　裸で極寒の地を往いくかのような心地に、天雨は泣きたくなった。それでも、百南を守るため、一歩を踏み出した。

　絶望が目の前にある。それでも、決して絶望してやらない。何度でも至雷シヨツクをつかってやる。異能エクシードが枯れ果てても、魂を振り絞って戦ってやる。

　自分の後ろには、大切な幼馴染みがいるのだから。






四章　アプディカ






　まろんが、信じられないほどのスピードで車を走らせ、五分もかからずに着いた場所は、造成途中の区画、その片隅にある一〇階建てのビルだった。ビルそのものも、まだ建設中のようだ。

　正面脇わきにある出入口が開いていたため、小こ鳥とり居い史し生おは勝手に中へ入った。

　羽う留る、クロエ、まろんの三人もついてくる。

　見つけた階段を地下二階まで駆けおり、出たとこ勝負とばかりに重々しい鉄の扉を引き開けた途端、稲光が目に焼きついた。

「っ!?」

　身がすくみ、入るのを躊躇ためらったのは一瞬だけ。

「天あ雨めっ！」

　史生は、幼おさな馴な染じみの名を叫んだ。

　彼女はいま、からだに雷竜を巻きつかせ、なんだかふらつきながらも稲妻を放ち、百南もなみを背に庇かばうようにして戦っている。雷竜をぶつけている相手は、サラとエムゾゼだ。右手奥では、壁に背を預けたプリムローズが傍観者然とした様子で戦いを眺めている。

　史生は、床に描かれた巨大な魔法陣を気にしながらも、ホールの中に飛び込んだ。途端、目の前になにかが現れたため、足をとめた。

「これは……!?」

　αスクリーン？　リンクボタンや体力、およびリンクゲージが表示されている。そして、画面下に《小鳥居史生》の名前も。

「ここは、ブルーミングバトルのフィールドなのか？」

　羽留が、史生に寄り添うようにしてスクリーンを覗のぞき込む。と、画面右側に《紫し雲うん寺じ羽留》という名前が浮かびあがってきた。レベル２。

「もしかシテ……」

　そうつぶやきながら、クロエが史生の肩に手をのせた。途端、羽留の名前の下に《Miss.クロエ》の名前が現れる。レベル３。

「やはリ、ここの床に記された文様ハ、バトルフィールドと似通った機能をもっているようデスね。公式のものとは違っテ、円形デスが」

「テラ・ルビリ・アウロラには、いまでも円形闘技場があります。環リングこそが、神聖な戦いを行う場としてもっとも相応ふさわしいと考えられているためです」

　史生の背に手を添えたまろんの名も、すぐに現れた。彼女の本名《マローン》と。レベル３。

　戦いをやめた天雨が、サラやエムゾゼに鋭い視線をむけたまま、ゆっくりと史生たちに歩み寄ってきた。百南もなみもいっしょだ。ふたりとも服のあちこちが破れ、下着や白い肌を露出させている。それでも、大きなケガがないようなのでひとまず胸をなで下ろす。

「百南、天あ雨め……」

　大丈夫だったか？　とたずねるよりも先に、

「シオくん！」

「シオっ！」

　ふたりの幼おさな馴な染じみが、中空に浮かぶ映像でしかないαスクリーンを突き破り、史し生おの胸にならんで飛び込んできた。

「お、おい」

　史生は、幼馴染みたちの勢いで、数歩後ろによろけつつも、なんとか足を踏ん張った。いまは、こんなことをしている場合では……、とサラやエムゾゼの様子を窺うかがうものの、彼女たちはその場を動こうとしない。サラも、天雨や百南と同様に服がズタズタになっている。かなり激しく戦ったのだろう。一方、エムゾゼは、戦いの場には相応ふさわしくない美しい笑みを浮かべたまま動かない。

　プリムローズのほうは、相変わらず壁際で……、と思いきや、史生たちのすぐそばに立ち、αスクリーンをしげしげと覗のぞき込んでいた。

「あ、お、おい」

「気にしないで。わたし、いますぐあんたたちをどうこうしようなんて思ってないから。信じてくれなんて言わないけど……」ここで声を落とし、

「モナミの生徒手帳にメッセージ残したの、わたしよ。だから、ちょっとは信用してもいいんじゃない？」

「あのメモ、キミが？　どうして？」

「わたしの都合だから、気にしないで。お兄ちゃんたちは、お兄ちゃんたちのやるべきことをすればいいから」

　αスクリーンに目を落としたまま、プリムローズが片手をひらひらさせる。

　史生は、プリムローズの隠された意図を気にしつつも、すぐに意識を前方へ移した。サラとエムゾゼが、静かにこちらへ目をむけている。いまのところ動きはないが、下手に背をむけると容赦なく攻撃してくるだろう。

　史生の視線に動きを合わせるように、羽う留る、クロエ、まろんの三人が、史生の腕や首筋に手を移動させた。からだの中から、なにかが抜き出されていくかのような感覚。みんな、バトルの予感に無言でダイレクト・リンクをはじめたのだ。

「この程度じゃ、お姉ちゃんたちが総掛かりしても、サラとエムには勝てないよ？　ま、一分保てばいいほうじゃないかな」

　プリムローズが、ここでようやく画面から史生へ目をむけてきた。

　ほぼ同時に、百南もなみと天あ雨めが史し生おの胸から顔を離し、プリムローズへ振り返る。が、手はしっかりと史生の腕をつかんだまま放さない。

　百南、天雨、羽う留る、クロエ、まろんの五人に囲まれたまま、史生はαスクリーンを見下ろした。

《紫し雲うん寺じ羽留》　レベル５〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉〈豪雨光弾〉〈光こう鎧がい〉

《Miss.クロエ》　レベル４〈スペシャルパンチ〉〈ビッグバリア〉〈ジュエルボックス〉

《マローン》　レベル５〈チャーム〉〈コンフュージョン〉〈テラー〉〈ブレイブ〉〈ドライブ〉

《稲いな森もり百南》　レベル３〈万有引力〉〈万有斥力〉

《鳳ほう来らい天雨》　レベル＝〈＝＝＝〉〈＝＝＝〉〈＝＝＝〉〈＝＝＝〉〈＝＝＝〉〈＝＝＝〉〈＝＝＝〉〈＝＝＝〉〈＝＝＝〉〈＝＝＝〉〈＝＝＝〉〈＝＝＝〉〈＝＝＝〉〈＝＝＝〉〈＝＝＝〉

　百南と天雨の名前も加わっていた。

　ダイレクト・リンクをしたため、全員レベルがあがった状態である。天雨のレベルや特殊技だけが表示されていないのは、なぜだろう。

「こ、これは……」

　画面を覗のぞき込んだ天雨が、震える声をもらした。

　プリムローズが、「ん？」と再びαスクリーンに目を落とす。

「あっ!?　も、もしかして、このいちばん下のプログレス名って、アメなの？　地球語アージユだから、よくわかんなかったわ。って、ちょっと、どうしてアメの名前がここにのってんのよ!?　こんなイカレタ表示、普通はレベルが低すぎて数値化できないダメプログレスなんだって思うじゃない？　でも、これがアメってんなら、まさか、えっと……」

　言葉尻じりを濁したあと、口の中でブツブツつぶやきつつ、プリムローズがサラとエムゾゼにむかって歩き出した。

　この場でもっとも幼いプリムローズは、無遠慮な態度ながらも、あからさまな敵意は示さない。かといって、史生たちの味方をしてくれるわけでもなさそうだ。魔法陣の中央付近に置かれた黒い玉を迂う回かいし、そのむこう側に立っていたサラのそばで足をとめ、なにやら話しはじめた。

　プリムローズの言葉に、サラが小さくうなずいている。彼女たちの会話は、史生の耳まで届かない。

　逃げるなら、いまだけど……。史生は、百南と天雨に目をむけた。

　天雨が、史生の気持ちを感じとったのだろう、

「逃げても無駄よ」

　羽留、クロエ、まろんに目をむけたあと、言葉を続けた。

「どうやら、プリムがなんらかの方法でこの場所をあんたたちに伝えたようだけど……ごめん、すぐに出ていって。あんたたちを巻き込みたくないの。プリムがなにを企たくらんでるのか知らないけど、素直にのってやることないから」

　天あ雨めの言葉に即答したのは、羽う留るだった。

「なにを言う。史し生おと百南もなみはわたしたちの大切な仲間だ」

　クロエも、すぐさま言葉を添える。

「つまリ、コトリーさんとイナモリさんの幼おさな馴な染じみであるアナタも、ワタシたちの仲間ということになりマス」

　まろんも口を開く。

「うふふ、ここはもう、協力して戦うしかありませんね。プリムローズがどんな計画を立てているにしても、わたしたちがやるべきことはひとつしかありません」

　眉まゆ根ねに小さなしわをつくった天雨は、しかしそれ以上は羽留たちを突き放そうとせず、サラたちへ目をむけた。

「この魔法陣は、エクシードが衝突する際に発生するエネルギーを集めるためのものよ。だから、やるべきことはひとつだけ。いまここで、少しでも早くサラたちを倒して、この忌いま々いましい魔法陣を跡形もなく消し去るの。そうすれば、当分の間、モナに害が及ぶことはなくなるわ」

「当分の間、か。とにかく、エネルギーを集めるとか、よくわからないことは横に置いといて、先のこともあとで考えるとして、まあ、なんだ、とにかく、〈光こう鎧がい〉！」

　光り輝く羽衣をまとった羽留が、

「まずは、目の前の敵を倒すことだけに集中しよう」

　史生とさらなるダイレクト・リンクを行ったあと、

「〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉！」

　お決まりの特殊技を放ち、そしてそれが当然のように戻ってくることによって、近接戦闘用の光り輝く鎧よろいを身につけた。

　ひと呼吸後、天雨が史生の胸をトンと拳こぶしで突いたあと、からだを離した。

「シオって、わたしとダイレクト・リンクしても平気なんだね………わたしのほうも、こんな感覚、初めて。下手にαドライバーとリンクしたら、相手を気絶させたあと、わたし自身のエクシードも暴走しそうになるのに、こんな、静かなままなんて……すごい」

　百南も、目だけで史生に笑いかけたあとスッと離れた。そして、魔法陣へむき直りつつ、天雨と肩をならべる。

「アメちゃんって、シオくんとの相性、かなりいいんじゃないかな？」

　ちょっと悔しいけど、と小さくつけ足しながらも、その声はなんだか跳ねている。

「史生との相性なら、きっとわたしのほうが上だ。断言してもいい」

　輝く戦女神バルキリー然となった羽留が、百南の隣に進み出る。

「ワタシとコトリーさんの相性ハ、残念ながら平均レベルですガ……これだけは断言しマス。コトリーさんと組んだバトルでは、ワタシは常に全エクシードをつかい果たす覚悟がありマス、と」

　クロエが、羽う留るの横に歩を進めた。

「この魔法陣がバトル用の特殊フィールドと似たつくりならば、当然、外部からのエクシードは遮断されるでしょうから……内部に入らなければお手伝いをすることができない、ということになりますね」

　まろんが、「微力ですが」とつぶやきながら、天あ雨めの横に移動した。

　左から、まろん、天雨、百南もなみ、羽留、クロエがならんだ後ろで、史し生おは大きく息を吐いた。αスクリーンには、女の子たちの名前が五つ。まろん、羽留、クロエの体力ゲージはマックス。リンクゲージも、すでにマックスだ。

　一方、百南の体力ゲージは三分の一ほど減っている。天雨に至っては、残りわずかだ。リンクゲージは、ふたりとも満タンなのだが。

「みんな」

　史生は、αスクリーン越しに女の子たちへ声をかけた。

　五人の真ん中に立っていた百南が、肩越しに振り返った。続いて、左右に立つ女の子たちも、いっせいに史生へ顔をむける。

　五つの力強い微笑ほほえみが咲いた。

　次の瞬間、まるでタイミングを合わせたかのように、五人同時に魔法陣の中へ飛び込んだ。そのまま、天雨と羽留がサラたちに突っ込んでいく。百南とクロエが左右にわかれ、史生にいちばん近いところで足をとめたまろんが、その場に両りよう膝ひざを突き、組み合わせた両手を額に押しつけ、祈るように頭を垂れた。

「さあ、すべてエクシードをぶつけ合いましょう！」

　サラが、楽しげに声を張りあげた。




　バトルフィールド内のプログレスたちは、自らの意志では〈特殊技〉を放てない。その選択や使用するタイミングは、すべてαドライバーが担っているのだ。

　史生は、あまりにも速い天雨と羽留の動きを懸命に追いながら、可能な限り素早くαスクリーンを操作した。

　百南に〈万有引力〉。

　クロエに〈スペシャルパンチ〉。

『アンドロイド・エムゾゼは、携帯している反射板で敵が放出したエクシードを吸収後、撃ち返す力をもっているようデス』というクロエの説明を思い出したため、エムゾゼに肉薄している羽留には特殊技を指定しなかった。ひとまず様子見だ。

　まろんの特殊技は初見だったため効果がわからなかったが、「シオ、〈ブレイブ〉をお願いします。味方を勇気づけることができますから」と彼女に言われるまま、〈ブレイブ〉を選択した。

　天あ雨めの特殊技は、数こそ多いものの全部〈＝＝＝〉だったため、ほんのわずかに指先をウロウロさせただけで、結局なにも押さなかった。下手をすると、サラと互角以上に打ち合っている幼おさな馴な染じみの足を引っ張ることになるかもしれないからだ。

　クロエの〈スペシャルパンチ〉をうけたプリムローズが、魔法陣の外へゴムボールのように転がり出た。そしてそのまま、大の字になって動かなくなる。

「………？」

　それが気になった。

　プリムローズは、クロエが放った左腕を何度も払いのけていたはずだ。それも易々と。

　わざと？　そんな思いが脳裏を過よぎったが、いつまでも意識をむけていられる状態ではない。史し生おは両足を踏ん張り、αスクリーンに目を落とした。

《紫し雲うん寺じ羽う留る》《Miss.クロエ》《マローン》《稲いな森もり百南もなみ》《鳳ほう来らい天雨》と五人の名前が表示されているのに対して、相手チームの画面には、《サラ・クロフト》《エムゾゼ》《プリムローズ・ベイカー》と三人の名前がならんでいるだけ。そして、プリムローズは気絶しているのかそれともフリなのか、どちらにせよ魔法陣フイールドに戻ってくる気配を見せないため、相手にしているのは実質ふたりだ。もちろん、たったふたりではあっても、『バスター・フォー』のメンバーを相手に気を抜くつもりはない。

　羽留とクロエが、ふたりがかりでエムゾゼを攻めている。いや、彼女たちの後ろで百南がエムゾゼを牽けん制せいしているため、三人がかりだ。それでも、ほぼ互角か。あるいは、わずかに押されているかもしれない。

　一方、魔法陣の中央付近で、天雨とサラが激しく殴り合っている。こちらは、格闘の素人でも押していることがわかった。史生とダイレクト・リンクした天雨の力は、飛躍的に跳ねあがっているようだ。そんな中、彼女たちのそばで濡ぬれた輝きを放つ黒い玉の存在が、史生の目には不気味に映った。混戦の中にあってなお、ひんやりとした薄気味悪さを保っているその玉は、いったいなんなのか。

　史生は、意識的に黒い玉から目をそらし、奥歯を噛かみしめた。

　打撃戦を繰りひろげている天雨や羽留の痛みは、バトルがはじまった直後からずっと引きうけている。すでに、痛みというより痺しびれといったほうが相応ふさわしい段階となっている。視界の中で乱舞する小さな光点は、いったいいくつあるだろう。

　それでも史生は、αスクリーンと魔法陣との間で素早く視線を往復させながら、女の子たちそれぞれの体力ゲージに気を配りつつ、リンクゲージがマックスになると同時にリンクボタンを押し、リンクが成功すればすぐさま特殊技を指定する、という作業を続けた。

「百南もなみ、〈万有斥力〉！」

　史し生おの声に合わせ、百南が「やぁっ！」とかけ声鋭く、エムゾゼにむかって両手を突き出した。が、突き飛ばすことができない。違う。狙ねらったのは、エムゾゼがからだの周囲に展開させていた反射板の一枚だった。

　反射板が、大きく後ろに飛んだ。そこへクロエの天あま翔かける左腕が追い打ちをかける。

　それをさせまいとするエムゾゼに、羽う留るがからだごとぶつかっていく。

　パキィィン、と硬質な音を響かせ、反射板に亀き裂れつが入った。

「隙すきアリっ！」

　羽留が、エムゾゼの中段蹴げりを背面跳びでかわしつつ、流麗なその動きにわずかな乱れさえつくることなく、オーバーヘッドキックの要領でもう一枚の反射板を蹴り砕く。

「エムゾゼのエクシード反射板ハ、物理的な攻撃には耐性が低いようデスね」

　クロエの左腕が、さらに反射板の一枚を打ち砕いたところで、エムゾゼが微笑ほほえみを崩すことなく残り四枚となったそれを自分のもとへ呼び戻した。

　史生は、そのタイミングを逃さなかった。

「羽留っ！　〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉っ！」

「〈超弩級弾〉っ！」

　羽留が、復唱するかのように技名を叫ぶ。

　エムゾゼの腰に反射板が貼はりついたのと、羽留が突き出した手の先に巨大光球が出現したのは、ほとんど同時だった。

「エムっ!?」

　サラが叫んだ。

「………っ」

　エムゾゼが、微笑みのかたちに固定した唇の片端を、ほんのわずかに強こわ張ばらせた。


　　　　　　　★　★　★



「エムっ!?」

　サラの意識がそれた。

　刹せつ那なの好機チヤンスに、鳳ほう来らい天あ雨めは瞬間的に全身のバネを解放した。左足を軸にして上体をねじり込み、その勢いをつかって右足を鋭角に跳ねあげる。格上の相手にはまず当たらないハイキックだ。

　史生とダイレクト・リンクしたいまのわたしならできる！　からだ中の全細胞が、そう信じている。

「っ!?」

　反射的に左腕を動かし、サラが防御の構えをとろうとする。

　仲間思いのサラ。

　使命を重んじるサラ。

　強さにとり憑つかれてしまったサラ。

　いろんなところがわたしと似ているサラ。

「はあっ！」

　彼女の左腕があがりきる前に、天あ雨めが放った右の上段蹴けりが炸さく裂れつした。

　サラの顔が弾はじけ飛とび、上体も横に流れる。死に体となった彼女に、天雨はそれでも追い打ちをかけた。サラ・クロフトのしぶとさ。勝利に対する執念。そして、その誇り高さを嫌というほど知っているから。

　ハイキックのためにねじり込んだ上体をさらにひねり込み、からだを回転させる。

「りゃあああっ！」

　αドライバーである史し生おに特殊技を選択してもらわない限り、バトルフィールド内では技を放てない。それでも、異能エクシードは全身を駆けめぐっている。膂りよ力りよくも数倍に跳ねあがっている。自分の拳こぶしは、いままさにパワーの塊と化している。

「サラァァァ!!」

　倒れゆくサラの顔面に、回転力を加えた左のバックブローを放つ。

　めりっ、という肉と骨の感触が手の甲に伝わってきた。空間が爆はぜるほどの衝撃を横面にうけたサラが、勢いのまま魔法陣の外へ吹っ飛んでいく。そして、壁に激突したあと床にくずおれた。が、意識を刈りとるまでには至らなかったようだ。すぐに両手でからだを支え、震える身体からだを起こそうとする。さすがにタフだ。

　完全に意識を奪わないと……。

　天雨は、百南もなみたちの様子を視界の隅で確認したあと、サラにむかって足を踏み出した。

　床に座り込んだエムゾゼを、百南、羽う留る、クロエの三人がとり囲んでいる。むこうも、勝利まであと一手という状況だ。

　サラさえ抑えれば、エムゾゼはどうとでもなる。なによりも先に、『バスター・フォー』の司令塔の動きを封じなければならない。

　意識の刃をサラに突き刺したそのとき、

「みんな、上だっ！」

　史生の声が聞こえた。

　横に大きく跳んだのは、反射だった。直後、幼い声が壁に反響する。

「ミスフォーチュン・カーテン！」

　魔法陣の外枠ぎりぎりに移動した天雨は、なにかが魔法陣の中央付近に降り注いでいる様を見た。プリムローズの能力であることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　いつの間にか、プリムローズが魔法陣の内側に足を踏み入れていた。

「プリム？」

「サラとエムがやられてるから、思わず手出ししちゃった。だって、ほら、あとちょっとで竜玉を解放できるでしょ？」

「なっ!?」

　魔法陣の中央に置かれた黒い玉が、みるみるうちに溶け崩れ、黒い霧に変わっていく。

「あ、ごめん。あとちょっとじゃなかったみたい。もう、解放されちゃったね」

　プリムローズが、にんまりした。


　　　　　　　★　★　★



「プリム、よくやりましたわ！」

　天あ雨めに殴り飛ばされたサラが、壁際でヨロヨロと立ちあがった。

〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉を至近距離で食らって膝ひざを折っていたエムゾゼも、微笑ほほえみを消すことなく立ちあがる。

　小こ鳥とり居い史し生おは、魔法陣の中央付近に発生した黒い霧を見つめながら、呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。自分がとるべき行動は？　女の子たちを、とにかくここから逃がさないと……、そんな思いが意識の隅に引っかかってはいるものの、頭がうまく働かない。

　黒い霧が徐々に固まっていく。それとは逆に、史生の目の前にあったαサークルがゆるゆると薄れ、消えていく。まるで、この空間を支配していた力の配置が、ゆっくりと入れ替わっていくかのように。

　魔法陣を出た女の子たちが、史生の周りに集まってくる。ここに至っては、バトルを続けても意味がない。

　史生は、眉まゆ根ねを寄せた。黒い霧が凝縮し、人の姿をとりはじめたからだ。

「あれはだれだ？　[image: ]バスター・フォー[image: ]の新メンバーなのか？」

　光り輝く鎧よろいを霧散させた羽う留るが、魔法陣の中央に現れた人物へきつい目をむけた。

　現れたのは女性だった。足下まであるストレートの青いロングヘア。身につけているのは、真っ黒なローブ。一八歳くらいだろうか、美しくも、どこか病的な目をしている。

「友だちか？」

　羽留の問いに、天雨がぷるぷると首を振った。

「竜玉を解放したら、もうそこで終わり、だったはず、よ」

　天雨の声は、いまにも消えてしまいそうなほどか細くなっている。予想外、と幼おさな馴な染じみの表情が言っている。

　百南もなみ、クロエ、まろんの三人は、いまだ室内に漂っている濃密な緊張感に頬ほおを強こわ張ばらせたまま、ローブの女性をじっと見つめている。

　なにがどうなっているのか、まるでわからない。事態の推移を見守ればいいのか、この場から逃げ出せばいいのか、すぐには決められない。ローブの女性が、敵か味方かさえもわからないのだ。

　そんなローブの女性に、サラが歩み寄っていく。

「あなたは、何者です？」

　彼女でさえも、この事態を予測できていなかったようだ。

「その人の名前は、アプディカよ」

　こたえたのはプリムローズだった。声を震わせている。怯おびえているのか？　それとも……。だが、どうして彼女がローブの女性の名を知っているのだろう？

　当然、サラも史し生おと同じ疑問を抱いたようだ。

「プリム、どうしてこの方の名を知っているのです？」

「知ってるから、知ってんのよ」

「そう言えば、この魔法陣をつくったのはあなたでしたわね。事情を説明してくださいますか？」

　サラが、プリムローズへ冷たい目をむけた。そのとき、アプディカが右手をやんわりとあげた。

　途端、目に見えない巨大な鉄球を打ちつけられたかのように、サラが弾はじき飛ばされた。

「なっ!?」

　史生は、息の塊を吐き出した。そのときにはもう、アプディカにむかってエムゾゼが蹴けりを放っていた。が、するりと後ろにかわされ、次の瞬間にはサラと同じように吹き飛ばされてしまう。

　史生は動かなかった。下手にアプディカの注意を引いてしまえば、こちらに攻撃の矛先をむけられてしまう。そんな気がしたからだ。もしかしたら、アプディカがまとう毒々しいまでの鬼気を感じ、足がすくんでしまっただけかもしれないが。

　プリムローズはアプディカのことを知っているようだが、当のアプディカはそばにいるプリムローズに対して親しげな態度は微み塵じんも示さない。

　アプディカが、病的な目でぐるりと周囲をねめ回す。

　──地と、水と、火と、風と、闇やみは、わらわのもの。やらぬ。盗ろうとする奴儕やつばらには、血で償わせてやろう。己の矮わい小しようさを呪のろうがいい。

　全身の皮膚が粟あわ立だった。錆さびの浮いた、それでいて十分に殺傷力のある刃物を首筋にそろりと押し当てられたかのような、聞く者の怖おぞ気けを掻かき立たてる─声─だ。

　プリムローズが、アプディカから距離をとりながら、サラとエムゾゼに駆け寄った。

「アプディカは、わたしたちを殺すつもりよ」

「プリム、なにを隠しているのです？」

「ダークネス・エンブレイスの魔女に秘密はつきものでしょ。知りたかったら、あとで教えてあげるわ。その前に、アプディカを……、た、倒さなきゃ！」

「竜の霊力エネルギーは……」

「アプディカを倒せば、手に入るわ。我がベイカー家の誇りある始祖にかけて、本当よ」

「そういうことでしたら……フォーメーションΣシグマ！」

　素早く反応したエムゾゼとプリムローズが、チームリーダーであるサラの後ろにつく。

　アプディカとむかい合ったまま、サラが声を大きくした。

「アメ、あなたの力が必要です。ここに至っては、もうあとには退けないということくらい、あなたもわかっているはずですわ。アプディカは、あなたの大切な幼おさな馴な染じみの命も奪うつもりです。選択肢は、もうひとつしかありません」

　史し生おは、思わず天あ雨めに視線を移した。

　百南もなみも、羽う留るも、クロエも、まろんも、『バスター・フォー』のメンバーである鳳ほう来らい天雨という少女を見つめている。だれも口を開こうとしない。

「天雨、ほかに方法が……」

　あるはずだ。という言葉を口から出すことはできなかった。

　天雨が、史生の手をしっかりとつかんできたから。

「シオとモナは、わたしが………絶対に守るから！」

　ダイレクト・リンク後、天雨が『バスター・フォー』のメンバーたちにむかって駆け出していく。

「天雨っ!?」

　幼馴染みの背に伸ばした手は、虚空をつかむことしかできなかった。




「あなた方は手を出さないでください！　フォーメーションが崩れてしまいます！」

　サラの叫びに足をとめられたため、史生たちはひとまず壁際に身を引き、バトルの流れを見守ることにした。この間、いつでも戦いに飛び込めるよう、女の子たちは史生のからだに手を当ててパワー補給を行った。

　史生とダイレクト・リンクした天雨を主軸にした『バスター・フォー』の動きには、目を見張るものがあった。天雨、サラ、エムゾゼ、プリムローズの四人は縦横無尽に動き回り、近、中、遠距離からの攻撃を四方八方から間断なく続けるため、アプディカも防戦一方になっている。が、それだけだ。アプディカのからだどころか、その身を包むローブにさえ、いまだに傷ひとつつけることができていない。

「あのアプディカという女性ハ、青せい蘭らん学園の関係者ではありまセン。卒業生、在校生、退学者、職員、離職者、および青蘭島への移住者、離島者などすべてを検索しましたガ、どこにもデータがありませんでシタ」

　クロエが、手にした極薄デバイスの画面をトントンと指先で叩たたきながら、ほんのわずかに眉まゆ根ねを寄せた。直後には、魔法のようにデバイスを消してしまう。

「でしたら、アプディカはいったい何者なのでしょう？　データを消去された、と考えることもできますが……」

　まろんが、静かな目で戦いを観察している。

　不意に、天あ雨めが叫んだ。

「ここはわたしたちに任せて、シオたちは逃げて！　わたしは大丈夫だから！」

　アプディカから決して目を離すことなく戦い続ける幼おさな馴な染じみに、史し生おは躊躇ためらうことなく返事を投げつけた。

「天雨も逃げろ！　こんな戦いに、なんの意味があるんだよ！」

「ここまできたら、もうあとには退けないわ！　アプディカとエクシードをぶつけ合ってみて、わかったの。彼女は霊体よ。これほど強い怨おん念ねんは、間違いなく[image: ]水[image: ]とつながった百南もなみにも害を及ぼすわ。だから、いまここで葬り去るしかないのよ！」

「どうして、そんなことがわかるんだよ!?」

「悪質な霊ゴーストとは、ダークネス・エンブレイスで嫌というほど戦やり合ったわ。わたしを信じて！」

　プリムローズが、いきなり声を大きくした。

「アプディカを、そんじょそこらの霊ゴーストといっしょにしないで！　あの人はね、たったひとりで暗黒皇竜ダークドラゴンに挑んで、そして散っていったダークネス・エンブレイスの誇り高き女王候補だったんだから！」

　霊体とか、暗黒皇竜ダークドラゴンとか、ダークネス・エンブレイスの女王候補とか、いろいろ言われても、史生にはまるでわからない。わからないことだらけの中で、もっとも疑問に思えることは……、プリムローズは、なにをどこまで知っているのだろう、ということだった。彼女の目的は？

　史生は、そばにいる百南に目をむけた。

「ここで逃げたら、あのアプディカって人は、百南を追いかけてくるの？」

「え、わ、わかんないけど……あたし、もう竜の霊力エネルギーとつながりをもってしまったみたいだから、あ、水の力なんだけど……アプディカは、竜の霊力エネルギーを独り占めしたいようだから、それを盗ろうとする相手を許さないんじゃないかな」

「水、って？」

「あ、えっと、五つある暗黒皇竜ダークドラゴンの霊力エネルギーでね、他ほかに地、火、風、闇やみがあるんだって。あのね、霊力エネルギーを五つに切りわけて、それを五人に注ぎ込むのがサラたちの目的だったみたい」

「そんな力を手に入れて、どうするつもりなんだ？」

「限界を突き破りたいって、サラが言ってたけど……」

　羽う留るが、横から会話にすべり込んでくる。

「ったく。百南を限界突破の道具にするなんて、図ずう々ずうしい連中だな。戦っている相手がだれだかは知らないが、勝手にやればいい」

　続いて口を開いたのは、まろんだった。

「アプディカを倒せば、モナミに[image: ]水[image: ]の力が注ぎ込まれる、というわけですね？　逆に、アプディカを倒せなければ、彼女がモナミに危害を加えてくる可能性がある、と」

「それは、困るな。どうすればいいんだ？」

　羽う留るが、ググッと首を傾かしげたあと、百南もなみに肩を寄せた。

「水の霊力エネルギーを得るということは、それだけ強くなれるってことだろ？」

「う、うん。たぶん。エクシードの限界を突き破れるくらいには……」

「それは、悪いことなのか？　我々プログレスは、だれだって強くなりたいと思ってるはずだぞ」

　視線を落とした百南が、きゅっと下唇を噛かんだまま三秒ほど沈黙した。それから、意を決したように大きな目をあげる。

「悪いことだ、って決めつけることはできないけど……あたしは嫌。結果のためなら、過程を無視してもいいって考え方は、ちょっと乱暴だと思うし、きちんとしたプログレスになるためには、やっぱり自分の力でひとつずつ成長していったほうがいいと思うから……みんなといっしょに成長を実感できたほうが、きっと楽しいに決まってるもん」

「ん～、なるほど。百南は、とにかく水が嫌いなんだな。で、わたしたちといっしょにがんばりたい、と。うん、わたしも、百南といっしょに成長を実感したいと思ってる。楽しいことはいいことだしな」

　羽留が、[image: ]聞いた言葉を整理しきれていない感[image: ]を微妙に漂わせつつも、[image: ]いっしょに成長を実感したい[image: ]という百南の想いだけはしっかりとうけとめたのだろう、嬉うれしそうな笑みを浮かべた。

「ワタシも、イナモリさんの考え方に賛同しマス」

　クロエが、目もとに涼しげな笑みを浮かべた。

「わたしもです」

　まろんが、突き出た胸の前で両手を組み合わせ、やんわりと微笑ほほえんだ。

　しかし、女の子たちの口から結論は出なかった。

　アプディカを倒せば、百南は[image: ]水[image: ]の霊力エネルギーを押しつけられる。

　アプディカを倒せなければ、百南の安全が脅おびやかされる。

　とるべき道は？

　いざとなれば、百南を傷つけさせるわけにはいかないから、幼おさな馴な染じみが[image: ]水[image: ]の霊力エネルギーを得ることになろうとも、そちら側へ全力で突っ走らなければならないだろう。

　羽留も、クロエも、まろんも、あるいは史し生おと同じことを考えているのかもしれない。

　頭ではわかってる。それでも……。

　史生自身、明確なこたえを出せないまま『バスター・フォー』とアプディカの激突に注意を払い続けた。

　金色の巻き毛を振り乱しながら、サラがアプディカの真正面から突っ込んでいく。タイミングを合わせ、黒衣の女性の背後をとったのはエムゾゼだ。

「轟雷牙スパイクっ！」

　天あ雨めが、アプディカの右サイドから巨大な雷竜を放つ。

「ブレイド・レイン！」

　離れた場所で、プリムローズが空を切り裂くように右手を振り下ろした。

　天井付近から、照明の光を弾はじくなにかがアプディカに降り注ぐ。

　ゴウゥッ！　と黒いローブの周囲で炎が舞い、流れ、渦を巻き、天井にむかって勢いよく噴きあがる。

　サラとエムゾゼが、同時に弾き飛ばされた。

　天雨の雷竜が消し飛び、プリムローズが撃ち込んだなにかは、アプディカになんの効果も及ぼすことができないまま沈黙した。

『バスター・フォー』とアプディカの力は、お世辞にも拮きつ抗こうしているとは言えなくなっている。天雨たちに疲れが出てきたのか、アプディカが本気になったのか、それはわからない。ただ、戦いのバランスが崩れはじめたことだけは確かなようだ。

「見てられないな」

　そうつぶやいたあと、羽う留るが鋭く叫んだ。

「〈光こう鎧がい〉っ！」

　再び光の羽衣をまとったあとも、史し生おとのダイレクト・リンクをやめようとはしない。

　彼女のエネルギーは、すぐに満タンとなったようだ。

「〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉！」

　技名を口にした羽留の右手に、直径が一メートルはあろうかという巨大な光球が現れた。

「やめなさいっ！」

　サラの叫びを無視して、羽留が「ハァ！」と光弾を放つ。が、それはすぐに空中で制止し、放った本人へ戻ってきた。直後、羽留の全身が光り輝く鎧よろいに包まれる。

　いったんアプディカから距離をとったサラが、きつい目で史生たちをにらみつけてくる。

「邪魔をしたら、絶対にあなたたちを許しませんからね！　あなたたちのせいでアプディカを倒し損なったら、どうするのです!?」

「なんだそれは！　まるでわたしたちが手伝ったら負けるみたいな言い方じゃないか！」

「そう言っているのです！　足手まといですわ！」

「なっ!?　足手まといだと！」

「わたくしたちは、きょう、この日を迎えるために多くのものを犠牲にしてきたのです！　最後の最後で失敗するわけにはいきません！」

「自分たちの都合ばかりじゃないか！」

「本当にやめてください！　お願いですっ！」

　サラの悲痛な叫びに、羽う留るは突き出した手から光弾を放つことなく、そろりと腕をおろした。

「ふん。あ、あとで、助けてくれって頼んでも、遅いんだからな」

　サラたちの戦いから目をそらし、唇を尖とがらせた。


　　　　　　　★　★　★



　鳳ほう来らい天あ雨めは、壁際に集まっている史し生おたちの気配を肌で感じながら、アプディカからも意識を外さなかった。

　アプディカが、天雨たち四人を相手にしていてもなお百南もなみに注意を払っていることには、戦いをはじめたときから気づいている。百南が逃げる素振りを見せれば、すぐにでもその背に攻撃を仕掛けるつもりなのだろう。

　アプディカが、なぜ竜玉から姿を現したのかわからない。プリムローズがなんらかの関かかわりをもっているようだが、いまのところ彼女の狙ねらいもわからない。

『たったひとりで暗黒皇竜ダークドラゴンに挑んで、そして散っていったダークネス・エンブレイスの誇り高き女王候補だったんだから！』

　プリムローズが、怒ったようにそう言っていた。

　言葉が真実ならば、ある程度の想像はできた。

　暗黒皇竜ダークドラゴンに挑み、命を奪われ、魂を囚とらわれてしまった哀れなアプディカはいま、竜の呪じゆ縛ばくに囚われ悪霊と化しているのだ。ダークネス・エンブレイスには、強力な上位モンスターを狩ろうとして、逆に命を奪われることによって下僕と化してしまう戦士がいる。天雨自身、そんな敵を数多く滅してきた。

　アプディカの怨えん嗟さに澱よどんだ目を見ていると、数え切れないほど戦ってきた悪霊たちの双そう眸ぼうを鮮明に思い出すことができる。

　天雨は、アプディカが放った火炎球を紙一重でかわし、

「雷爪タロンっ！」

　カウンター気味に雷竜を放った。が、彼女がからだの周囲に展開させている防御膜を突き破ることができず、簡単に消し飛ばされてしまう。

　防御膜を突破するには、一点集中か、防御力を上回る攻撃力をぶつけるか、彼女のからだに密着するか、あるいは……。方法は他ほかにもいくつか思いつく。それでも、自分勝手には動かない。つい先ほどまでは本気で潰つぶし合っていた相手だが、『バスター・フォー』のチームリーダーはサラ・クロフトだ。彼女の実力は認めている。だから疑わない。チームとして戦っているのだから、リーダーの指示に従うのは当然だ。

　サラの動きと声。エムゾゼとプリムローズの立ち位置や動きの流れを細かに確認しながら、天あ雨めは自らがやるべきことに徹した。

　アプディカを視界の中心に固定する。

　せめて敬意をもって、竜の呪縛から自由にしてあげよう。

　天雨は、そう思った。

　代わりに、風の霊力エネルギーをもらう。

　百南もなみを巻き込んでしまった。そして、恐れていた事態となった。もともと力を欲していたわけではない百南。自分とは違い、バトルをすることに面白さや充実感を見出しているわけではなかった百南。やさしい百南。

　そんな幼おさな馴な染じみに、このままだと水の力を強引に押しつけてしまう。力は力を呼ぶ。力はやさしい心を蝕むしばんでいく。力は人の思考を容易たやすく塗り替える。戦いの連鎖にはまってしまえば、平和な学園生活などとても望めなくなるだろう。

　でも、もうどうすることもできない。

　天雨は、ほんの少し未さ来きで待ち構えているであろう事態から、とうとう心を逃がしてしまった。

　意気地なし。

　自らを罵ののしりながらも、戦いに没頭していく。






五章　ザ・バトル






『バスター・フォー』とアプディカの戦いは、一進一退だった。天雨たちが押されていたかと思いきや、すぐに形勢が変わり、さらに流れが変化し、めまぐるしく立ち位置が入れ替わり、どちらが有利とも不利とも言えない状態となってきた。

　ひとりで戦うアプディカは、ダークネス・エンブレイスの女王候補というだけあって、本当に強いのだろう。それこそ、青せい蘭らん学園にいるプログレスのだれよりも。

　だが、『バスター・フォー』の四人も、その格闘センスと対応力には目を見張るものがあった。一歩の踏み込みを誤れば、一発の攻撃を読み違えれば、瞬く間に勝負が決してしまうかもしれない状況下にあって、仲間との連係をゆるめることなく戦い続けている。

　サラと天雨が、ほとんど捨て身としか思えない戦い方ができるのも、互いを信頼し合っているから、そして後方に控えているエムゾゼとプリムローズのサポートを確信しているからに違いない。

　バトル経験の浅い小こ鳥とり居い史し生おにも、それくらいはわかった。

　光の鎧よろいをまとったまま腕を組んだ羽う留るが、難しい顔をした。

「あの連中は、一度、その、アンコウ竜？　だったか？　とにかく、とっても強い竜を倒したんだろ？　それなのに、霊体を相手に手こずっているのはどういうわけだ？」

　百南もなみが、羽う留るの顔を見あげながら口を開いた。

「アプディカが、竜と同じくらい強いのかも。あ、竜をやっつけるときは、きちんと準備して、何日もかけて弱らせるって言ってたから……倒すのにかなり時間がかかるのかも。ぁ、も、もしかしたら……」

「もしかしたら？」

「五人で竜を倒したって、プリムちゃんが言ってたの。でも、その戦いで、ひとりの子が心を折られて、それで四人になったから、あたしを代わりにして……」

「なるほど。なんの説明もなく、無理やり代役にされたというわけか」

　羽留が、フッと鋭い息を吐き出した。強い怒りが、その目に滲にじんでいる。

「軽ぅ～く〈豪雨光弾〉でも撃ち込んでおくか？」

　羽留が、百南に目をむけた。

「ご、〈豪雨光弾〉は軽くなんて撃てないでしょ？　そ、それに、可哀かわい想そうだよ。サラも、エムゾゼも、プリムちゃんも、がんばって戦ってるし……アメちゃんだって……」

「百南はやさしいな」

「そ、そんなに酷ひどいことされなかったし……」

「でも、この戦いに勝利すれば、百南にも水が注がれるんだぞ？　水浸しになったらどうするんだ？」

「水浸しとか、よ、よくわかんないけど……竜の霊力エネルギー、きちゃったら……」

「どうする？」

「ど、どうしようかな……返す方法、あるのかな？」

　百南と羽留の会話を聞きながらも、史し生おは『バスター・フォー』とアプディカの戦いから目をそらさなかった。

　だれも大おお怪け我がをせず、無事に終わってほしい。天あ雨めに、笑顔で帰ってきてほしい。百南に、物騒な力を押しつけないでほしい。

　いまはただ、そう願った。すべてが都合よくいくはずがない。頭の隅にくっついているマイナス思考から、懸命に目をそらしながら。

　アプディカの異様なまでにギラついた両眼は、肉を貪むさぼり食う獣のそれに酷似しており、その爛ただれきった視線のせいで、美しい顔が台なしになっているように思われた。

　ダークネス・エンブレイスの女王候補がどれほどのレベルなのか、史生にはわからない。

　霊体になっても、生前の力はそのままつかえるのか？　それとも減るのか？　あるいは増えるのか？　そんなことさえも知識としてもっていない。

　少なくとも、『バスター・フォー』のメンバーたちが、アプディカに効果的な攻撃をまだ一度も加えていないことだけは、史生にもわかる。

　もしかして、本当はいるはずだったメンバーが欠けているから？　五人いなければ、本来のフォーメーションが完成しないのかもしれない。

「Ｃフォーツー！」

　サラの声と同時に、天あ雨めが真上に雷竜を放った。エムゾゼが右に走り、プリムローズが右手を頭上にあげたまま左へ跳ぶ。サラ自身は、左右に高速でステップを踏みながら、残像とともにアプディカへ突っ込んでいく。

「毒茨ソーン！」

　サラが、まるでアプディカの顔面をつかもうとでもするかのように、くわっとひろげた五指を突き出した。が、その手首が瞬く間に火球に呑のまれて燃えあがる。

「腕の一本くらい、差しあげますわっ！」

　それでもサラは前へ踏み込み、炎に包まれた手をアプディカの顔へ近づけた。

　──小こ癪しやく。

　歪いびつな笑みを青白い頬ほおに浮かべたアプディカが、サラの腕を横に払い、するりと右サイドへすべり込んだ。両手を、サラの脇わき腹ばらに押しつけたまま。

　──障さわる女めの子よな。

「ぁぐっ!?」

　サラが、派手に突き飛ばされた。ほぼ同時に、アプディカの背後から雷竜が襲いかかる。さらには、真上から光り輝く不可視の豪雨も。

　──芸のないこと。

　背後から天雨、頭上からプリムローズの能力をうけてもなお、アプディカは微動だにしなかった。

　恐らく、攻撃がアプディカのからだに届いていない。史し生おにわかるくらいだから、天雨たちはとっくの昔に見極めているのだろう。それでも、『バスター・フォー』は退くことなく戦っているのだ。

　ふわり、とアプディカの足もとに舞い降りたのは、エムゾゼが操る反射板だった。百南もなみ、羽う留る、クロエの三人がかりで数枚を破壊したため、残りは四枚だ。

　アプディカの前後左右から、反射板がスッとその包囲を狭めた。

　──？

　アプディカが、足もとの反射板を煩わしそう見下ろした。そのとき、

「Ｄシックスティーン！」

　サラの声に突き飛ばされるように、天雨があまりにも無防備なまま疾走した。まるで、アプディカに自らの五体を捧ささげるかのように。

「防御壁中和成功」

　エムゾゼの声にかぶせるように、

「雷刀ソードっ！」

「ピンポイント・レイン！」

　天あ雨めとプリムローズの叫びが重なった。

　右腕に雷竜を巻きつけた天雨が、アプディカにむかって跳んだ。彼女の目の前に出現した人の頭部ほどの大きさをもった火球は、不可視の矢によって撃ち抜かれた。炎の破片を額で突き破りながら、天雨が右手を突き出す。

　貫いた。史し生おの目には、そう見えた。

　アプディカの胸を、天雨の右手が楽々と貫き通し……、勝敗を決し……、たかと思われた次の瞬間、アプディカの腕がおもむろに動き、天雨の首をつかんだ。

「天雨っ!?」

　史生は、思わず声をあげた。

「ひゃ、ぁ、アメちゃん!?」

　百南もなみも叫ぶ。

　天雨の一撃は、アプディカの肩口を裂くことしかできなかったようだ。

　天雨の両腕が、だらりと落ちた。

　澱よどみきっていたアプディカの瞳ひとみに微かすかな、それでいて確かな生気が宿る。

　まろんが、「吸生ドレインっ！」と呻うめきにも似た声を吐き出しながら、史生の腕にひしと抱きついてきた。

「アプディカは、ダークネス・エンブレイスに棲すむ吸血鬼ヴアンパイアと同種の力をもっているようです。このままでは……」

「アメを放してっ！　ソ、ソ、ソード・トレント！」

　まろんの言葉を打ち払うかのように、プリムローズが声を裏返して叫んだ。サラの指示は出ていない。仲間の危機に動揺したのだろう。この瞬間、練り込まれた連係にひび割れが生じた。

　不可視の光り輝く土砂降りが、天雨とアプディカをまとめて押おし潰つぶす。打ち砕かれた床の破片が跳ね、砂さ塵じんが舞いあがる。

　チームメイトごと……!?

　天雨を助けようとしていたサラが、大きく後ろに跳んだ。それとは逆に、史生は思わず一歩、戦いの場へ足を踏み出した。

　百南も、史生と同じだけ前に進み出ていた。

　不可視の豪雨は、すぐにとまった。ツルハシをめちゃくちゃに乱打したかのような跡が床に丸く残っている。が、天雨の足もとだけはきれいなままだ。

　プリムローズは、器用に天雨をよけて攻撃を放っていたのだ。

　アプディカの姿は、どこにもない。

　天雨が、二、三歩たたらを踏んだあと、その場で尻しり餅もちをついた。

　百南もなみが、恐れることなくホールの中央へ駆けていく。史し生おも続いた。羽う留る、クロエ、まろんもついてくる。

　史生たちが走り出してからひと呼吸後、反射板を再び装着したエムゾゼが壁に叩たたきつけられた。

「エムっ!?　きゃっ!?」

　エムゾゼにむかって走り出そうとしたサラも、突如現れた影によって弾はじき飛ばされる。

　なにもない空間から滲にじみ出でてくるようにして姿を現したのは、アプディカだった。彼女の黒いローブには、裂け目ひとつない。

「そんな、次元待避エスケープまでつかえるなんて、き、聞いてないわよ。アプディカって、暗黒皇竜ダークドラゴンの霊力エネルギーをどれだけつかいこなしてんの？　べ、別次元に逃げることができる相手を、どうやって倒せばいいのさ！」

　震えるプリムローズとの距離を、アプディカが一瞬にして埋めた。

「ぁ、ぅ、あ……」

　プリムローズが、目の前に立つアプディカを見あげ、声にならない声をもらしている。連係にひびを生じさせた『バスター・フォー』の最年少者は、息をするのもやっとといった様子だ。

　史生は、生気を奪われその場で腰が砕けてしまった天あ雨めのからだを支えながら、プリムローズとアプディカの様子を窺うかがった。

　プリムローズを助けるべきか、このまま地下から逃げ出すべきか……。だが、そのあとアプディカが百南を追ってきたらどうする？　これほど強い霊を相手にして、勝ち目はあるのだろうか？　こたえが出てこない。

　──ん？　其そ様さまには、なにやら不思議な縁ゆかりを感じるが……。

　プリムローズを見下ろしながら、アプディカが頭に響くような─声─をつむぐ。

　──其様、郷さ里とは何処いずこか？

「ぁ、あ、あなたと同じ、ベイカー郷の出身よ」

　──同郷の者か？　ふん、なにゆえわらわに仇あだをなす？

「ぉ、お願いだから、正気に戻って」

　プリムローズの声は、離れていてもはっきりとわかるほど震えている。

　──正気に戻れとな？　異なことを申す小娘だ。

「あなたは、もう死んでるのよ！　あなたの人生は、もう、終わっちゃったの！」

　プリムローズの叫びに、アプディカが美しくも冷たい笑みを浮かべた。

　──わらわの命を摘みとりたいのか？

「だから、あなたはもう……」

　──暗殺は、古いにしえより我が系けい譜ふを蝕むしばんできた。にもかかわらず、わらわはここに咲き誇っておるぞ？

「………まだ、あなたの魂は囚とらわれたままなのね？」

　──小娘、舌の操り方に気をつけろ。つまらぬひと言で、比ひ喩ゆでなしに首が飛ぶぞ？

　プリムローズが、自らの細い首をパシッと叩たたいた。

「こ、この首っ！　飛ばせるもんなら飛ばしてみなさいよっ！」

　泣くのを堪こらえているかのような声で叫ぶなり、両手を頭上に突きあげる。

「シオ、モナ、逃げてっ！」

　天あ雨めが、慌てた声を出した。次いで、

「あなたたち、ドアまで全力で走りなさいっ！　急いでっ！」

　壁際で身を起こしたサラが、叫びながらドアを指し示した。

「っっ！」

　史し生おは躊躇ためらうことなく天雨に肩を貸して立ちあがり、ドアにむかって駆け出した。

　百南もなみ、クロエ、まろんの三人も、もたつくことなく走り出す。

　直後、

「ジェノサイド・フォォォル！」

　プリムローズの絶叫が聞こえてきた。

　真っ先にドアへ飛びついた羽う留るが、からだをぶつけるようにしてそれを押し開け、

「飛び込めっ！」

　彼女の叫びに引っ張られ、全員が折り重なるようにして通路へ転がり出た。

　途端、壁や床が大きくゆれた。あちこちにひびが走る。ドドドオッ！　という床を乱打する重々しい音も聞こえてくる。振動によって、まともに立っていられなくなった。もはや、魔法陣にエネルギーを溜ためるとかどうとか、そんなレベルではないだろう。

「階段へ！　建物を出るのよっ！」

　天雨の言葉に従い、史生たちは階段を這はうようにしてのぼった。

　そうしながらも史生とのダイレクト・リンクで体力を回復させた天雨が、

「モナ、急いでっ！」

「きゃ、ア、アメちゃん!?」

　走るのが遅い百南を小こ脇わきに抱え、階段を驚くほどのスピードで駆けのぼりはじめた。

　階段も、大きくゆれている。壁に走ったヒビが、どんどんひろがっていく。破片もバラバラ落ちてくる。

　羽留が、クロエが、まろんが、階段に足をとられそうになりながらも、懸命にのぼっていく。

　いちばん後ろをいく史生の目の前に、崩れた天井の一部が落ちてきた。破片は、鼓膜に突き刺さるような騒々しい音を立てて砕け、階段の半分を塞ふさいでしまった。

　幸い、前をいくクロエと史し生おの間に落ちたため、だれもケガをせずにすんだ。

　背に冷や汗を感じながらも破片をまたぎ、再び階段を駆けのぼる。

　ふと思った。

　このままアプディカを放っておいたら、大変なことになるのではないか？　百南もなみを追ってくるかもしれないという危うさとはべつに、もっと大きな、それこそ学園全体に覆い被かぶさってくるような危険があるのではないか？

　プリムローズの攻撃で仕留められれば、それに越したことはない。だが、プリムローズ自身が言っていたではないか。

『別次元に逃げることができる相手を、どうやって倒せばいいのさ！』

　史生は、すぐに腹を決めた。

　アプディカはあのとき、その瞳ひとみに確かに生気をとり戻していた。

　危険すぎるけど……。たぶん、これができるのは自分だけ。だったら、やるのは自分しかいない。

　保証はなにもないが、他ほかにやれる者がいないのなら……、自分が……。


　　　　　　　★　★　★



　稲いな森もり百南は、一〇階建てのビルが傾き、壁面に巨大なひびが幾筋も走り、ガラスの破片がバラバラ落ちてくる様を、どこかパニック映画を観みているような心地で眺めていた。

　天あ雨めが、「サラたちは大丈夫。この程度じゃケガさえしないわ」と言っていた通り、崩れかかったビルの中からサラ、エムゾゼ、プリムローズの三人が飛び出してきた。

　五秒ほど遅れて、どこからともなく滲にじみ出でてきた黒い霧が渦を巻き、人のかたちをとり、アプディカが現れた。

「〈万有斥力〉！」

「〈豪雨光弾〉！」

「〈スペシャルパンチ〉！」

　待ち構えていた百南たちは、一斉に自らの特殊技をアプディカにぶつけた。

　百南の斥力でアプディカを壁に押さえつけたところへ、羽う留るが突き出した右手から光弾による横殴りの豪雨を浴びせ、その間に右サイドへ飛ばしたクロエの左腕が、凄すさまじいスピードでアプディカの顔面を襲う。

　そんな作戦だった。

　まろんの感情操作は、強力な霊体であるアプディカにはなんの効果も及ぼすことができないということだったため、史生といっしょにいてもらうことにした。

　サラたちは、少し離れた場所から様子を窺うかがっている。手を出すな、とはもう言ってこない。自分たちの力ではアプディカを倒せないことに気づいたのだろう。あるいは、百南たちではとてもかなわないと高をくくっているのか。

〈豪雨光弾〉がやんだあと、黒ずんだビルの正面出入口付近からは、アプディカの姿が消えていた。

　だがすぐに、黒い霧が現れ……、

「破軍雷鎚サンダーメイスっ！」

　建物の陰から飛び出した天あ雨めが、両手を組み合わせ、そこから人間をひと呑のみにできそうなほど巨大な雷竜を放った。

　黒い霧から人の姿になったアプディカへ、巨大な雷竜が襲いかかる。

「やった！」

　羽う留るが、拳こぶしを振りあげた。

「いエ、残念なガラ、不発だったようデス」

　クロエが、左腕を呼び戻しながら、感情の薄い目に緊張感を滲にじませた。

　雷竜がビルの壁にぶつかって四散した直後、黒い霧が再び渦を巻いた。

　そして現れたのは、傷ひとつないアプディカの涼しげな、そして病み蝕むしばまれた美しい微笑ほほえみだった。

「ケロッとしてるな」

　喜びから一転、羽留が苦々しい顔でつぶやいた。

「あとハ、コトリーさんに任せるしかありまセン」

　クロエが、胸の深い谷間を隠すように両手を重ねた。

　天雨が、百南もなみたちのところまで退き、アプディカをにらみつける。

「あのタイミングで、あれだけのエクシードをぶつけたのに……」

　下唇を噛かんでいる天雨を目の端に置いたまま、百南はビルの陰に気持ちを注いだ。

　そこから、史し生おが歩み出てきた。彼の後ろで、まろんが祈るように胸もとで両手を組み合わせている。

　崩れゆくビルの地下から外へ出たあと、史生が言ったのだ。『オレに考えがある』と。

　聞いて、百南はとめた。『絶対に無理』『失敗するに決まってる』『危険すぎる』といったマイナスの言葉をいくつもならべた。

　それでも、彼は考えを変えなかった。

『オレがやらなきゃ』

　史生は、そう言っていた。

　百南も、まろんと同じように胸の前で両手を組み合わせた。

　神様。


　　　　　　　◇　◇　◇



　奪われたものは、とり返さなければならない。

　幾万の敵が立ちはだかろうとも。

　すべての牙きばを折られようとも。

　すべての爪つめを砕かれようとも。

　この命尽きることになろうとも。

　喪うしなったまま孤独な闇やみに覆われ続けることは、もはや我慢ならないのだから。


　　　　　　　◇　◇　◇



「恐怖を消せば、逃げるタイミングを失してしまいます。ですから、薄めるだけで、シオの中にその感情を残しておくことを許してください。でも、あなたの、その胸の内にある勇気をふくらませることなら可能です」

　まろんが、小こ鳥とり居い史し生おの胸にそっと手を押し当てた。

　じんわりとからだの奥が熱くなってくる。

「ありがとう」

　自然と、その言葉が口からこぼれ落ちてくる。

　いまからやろうとしていることが怖くないと言えば、大おお嘘うそになる。すぐにでも全力ダッシュで逃げ出したいというのが本音だ。それでも、気づいてしまったからには、試さないままではいられなかった。

　まろんのお陰だろうか、気持ちが徐々に静まっていく。

　怖い。でも、いくしかない。百南もなみのためにも。

　史生は、まろんの手をそっとつかみ、自分の胸から離した。

「勇気が湧わいたよ」

「その気持ちは、シオの中に初めからあったものです。わたしは、足を踏み出すお手伝いをしただけです」

「ありがとう。それじゃ、いってくる」

　重ねて感謝を伝えたあと、まろんの手を放した。

　ぁ……、と薄く開かれたまろんの紅あかい唇から、小さな息がもれた。が、彼女はなにも言わなかった。ただ、静かに、なんともいえない表情で史生を見つめているだけだ。

　そんな彼女にうなずいたあと、史生は隠れていたビル陰から歩み出た。

　アプディカまで、およそ二〇歩の距離。

　少し離れた場所にいる百南たちにチラッと目をむけつつ、歩調をゆるめることなく歩き続けた。決して急がず、アプディカを刺激しないように。

　そして、アプディカの正面で足をとめた。あと一歩踏み出せば、手が届く距離だ。

　信じてみたのだ。

　アプディカは竜の霊力エネルギーに意識を奪われているだけ。天あ雨めから生気を吸いとったあのとき、目に光が戻った。その後、プリムローズとの会話も成立していた。

　だから、もしかしたら……、と。小さな小さな、それこそ砂粒ほどの希望かもしれないが、その気づきを無視してはいけないような気がしたのだ。

　プログレスにいくらでもエネルギーを与えることができるという能力に恵まれた自分にできることは、いま、ひとつしかない。【変態容器アンリミテツド】というふたつ名をつけられたαドライバーにしかできないこと。それは……。

　──其そ様さまは、だれだ？

　いきなり攻撃をされなかったことに、史し生おは内心でホッと息をついた。

　史生は、まろんから磨いてもらった勇気を胸に、アプディカの昏くらい目を見つめた。落ち着いて視線を重ねれば、彼女の瞳ひとみの奥にある理知的な光を見つけることができるような気がした。

　やれる。史生は、心の中でつぶやいた。もう、自分を信じるしかない。

　地下から地上へ階段を駆けのぼっている最中、天井が落ちてきた。前をゆくクロエと自分の間に。あれが頭に落ちていれば、間違いなく大おお怪け我がを負っていただろう。

　あのとき思ったのだ。いや、感じたといったほうがいいだろうか。[image: ]すべての事象は紙一重で幸にも不幸にも転がる[image: ]ということを。

　選ぼうと選ぶまいと、事象はつむがれていく。

　だったら、せめて選びたい、と史生は思った。

　そんな思いも、いま、自分を支えてくれている要素のひとつだ。

　──其そ様さまはだれだ、と問うたぞ？

「小こ鳥とり居い史生といいます。オレと、握手してくれませんか？」

　史生は、アプディカにむかって右手を差し出した。

　──そちらが利き手か？　切り落とされたいのなら……。

「握手してくれたあとも、まだオレの右手を切り落としたかったら……そうしても構いません。でも、その前に、ちゃんと握手してください」

　──なにかの罠わなにしては、捨て身にすぎるぞ。奇妙な男おの子よな。

　アプディカの─声─が、史生の頭ず蓋がいをギリギリとしめつけてくる。聴いているだけで、意識が削られていくかのような圧力を感じた。全身の肌が、ぷつぷつと粟あわ立だっていくのがわかる。怖おぞ気けが、からだ中にひろがっていく。

　それでも史生は、右手を差し出したまま動かなかった。

　スッ、とアプディカの青白い手が史生の手を握った。

　──ふん、手を落とすような無粋はせぬ。しかしながら、其様の魂こん魄ぱくが涸かれきるまで放さぬが、それでもよいか？

　右手から、力が吸われていく感覚があった。

　吸われていく。どんどん吸われていく。

　史生は、アプディカのきれいな顔を、ほんのわずかに霞かすんだ視界の中心に据えた。

　彼女の瞳ひとみから、病的な色がみるみるうちに消えていく。汚れた、澱よどんだ、爛ただれたモノが薄れていく。瞳に生気が宿っていく。

　数秒後には、まさに憑つきものがとれたといった様子のアプディカが、目を見開いて史し生おを見つめていた。美しい、と素直にそう思った。

「ぅあ!?　ぁ、あ？　わらわは、いったい……」

　サッと手を引いたアプディカが、きょろきょろとあたりを見回したあと、てのひらを額に当て、史生の胸もとあたりを凝視したまま固まった。

　やった！　史生は、内心で拳こぶしを握りしめた。

「わらわは、暗黒皇竜ダークドラゴンに挑んで……それから……それから……」

　そろそろと顔をあげ、再び史生と視線を重ねた。アプディカの目は、驚きの色、そして知性の光にあふれている。

「見知らぬ男おの子よ、正直にこたえておくれ。わらわは……………散ったのか？」

　史生は、内心で渦巻く様々な感情を握りしめ、うなずいた。

　アプディカの表情から、驚きが急速に薄らいでいく。悲しんでいる様子はない。そこにあるのは、どこか達観したような品のある微笑ほほえみだった。

「そうか、わらわは英竜の牙きばにかかって敗れたのか。ふふ、天晴あつぱれ、暗黒皇竜ダークドラゴン」

　彼女の声も、脳を直撃していた刺とげ々とげしい響きから、聞く者の耳に心地いい透明な声音になっている。

「そうか。男おの子や、よくこたえてくれた。ん？　其そ様さまは……？」

　アプディカが、史生の背後に視線をむけた。振りむくと、そこに立っていたのはプリムローズだった。

　アプディカと同じダークネス・エンブレイス出身の少女が、「ちょっと、そこどきなさいよ」と史生を押しのけるようにして、正気に戻った霊体の前に立つ。

　プリムローズの大きな瞳には、涙がたっぷりと溜たまっていた。

「もしや……」

　腰を落としたアプディカが、プリムローズと目線を同じ高さにした。

「わ、わわ、わたし、わたしぃ、プリムローズです！」

　プリムローズの頬ほおを幾筋もの涙が伝い落ちていく。

　史生は一歩身を退き、そんな彼女を黙って見つめた。

　同じダークネス・エンブレイスの出身者同士、いろいろ思うところがあるのだろう。同郷だと話してたし……、とその瞬間までは簡単に考えていた。

　だが、アプディカの真剣そのものといった表情を見て、史生は息を呑のんだ。

　アプディカが、ここにはいないだれかを見つめるように、どこか遠くを眺めるように、世界でもっとも美しい景色を前にしているかのように、プリムローズへ顔を寄せた。













「そなたは、プリムか？」

「はぃ、プリム、ですぅ」

「そうか。そうなのか。大きくなったな。本当に……」

　プリムローズが、唇を震わせている。

「ぁ、か、ぅ、ぁ、さま、わ、わたし、は……」

　声も震えている。伝えたいことがあるけど、言葉にできない。言葉にしたいけど、声が出てこない。からだが震えて、心も震えて、どうすることもできない、といった様子だ。

　アプディカが、そんなプリムローズを愛いとおしそうに見下ろしている。

　あぅあぅと唇を動かしていたプリムローズが、詰まらせていたノドからようやく声を絞り出した。

「……ぁ様が、わたしのこと、覚えててくれたぁ！」

　想おもい、あるいは歓喜の叫びだったのかもしれない。小さなプリムローズのからだから、濃密な感情の塊がこぼれ出てきた。少なくとも、そばにいる史し生おにはそう見えた。

「もう、暗黒皇竜ダークドラゴンの力なんかいらないっ！　闇やみの力もいらないっ！　もういいから！　もう、なんにもいらないからっ！……様が、正気に戻ったんなら、もう、全部いらないからっ！　だから、このまま……」

「わらわの、愛しいプリム。どうか、この腕に抱きしめさせて……」

　それは突然だった。

　プリムローズを抱きしめようと両腕をひろげたアプディカの背に、なにかが勢いよく落ちてきた。

「っ!?」

　金の巻き毛を大きくひろげた、サラだった。

「ああぁ───っ!?」

　恐怖の感情だけが、音になって口から飛び出した。プリムローズが、まさにそんな悲鳴をあげた。

　アプディカの胸から、鉛色の手首が飛び出していた。彼女の背から勢いよく突き入れられた手刀が、からだを刺し貫いたのだ。

「ぅぁ、あ、そんな、そんなぁ……」

　わなわなと唇を震わせているプリムローズにやさしい視線を投げながら、アプディカが立ちあがった。

　彼女のみぞおち付近から突き出ていた手首が、からだの中へ素早く消える。

　背後で、サラが大きく跳び離れた。

「わたくしの毒指ステイングをまともにうければ、もう助かりませんわ」

　そんな言葉に振りむこうともせず、アプディカが、泣き続けるプリムローズに落ち着いた声で話しかけた。

「涙を流さずともよい。わらわはもう、この世との縁ゆかりを失ったのだ。生き残る力を末に遺のこすことこそ務めなれば、ここで二度目の散り花を咲かせることも誉れなり。ああ、愛いとしいプリム……………健やかであれ」

　言い終わったときにはもう、アプディカのからだは輪郭を失い、黒い霧となっていた。

　そんなアプディカだった霧ものを前にして、プリムローズがうつむきからだを震わせたのも数秒だけ。すぐに勢いよく顔をあげ、

「サラぁっ！　どうしてっ!?」

　サラに鋭すぎる視線を突き刺した。

　対するサラは、どこか不思議そうな表情だ。

「プリム、いったいどうしたというのです？　アプディカを消滅やらなければ、竜の霊力エネルギーを得られないのですよ？」

「わ、わたしはもう、闇やみの力はいらないって言ったじゃない！」

「いまさらなにを言っているのです？　竜の霊力エネルギーを得ることは、わたくしたちの悲願ではありませんか」

「アプディカは……っ!?」

　プリムローズが、息を呑のんだ。

　漂っていた黒い霧にむかって、エムゾゼが反射板を放ったからだ。

「させないわよっ！」

　プリムローズが、弾はじかれたように動いた。

　両のてのひらを黒霧にむけ、

「竜の霊力エネルギーは、だれにも渡すもんですかっ！」

　勢いよく吸いとりはじめた。

「プリムっ!?　なにを!?　おやめなさいっ！」

　サラが、拳こぶしを振りあげて跳んだ。

「アンタッチャブル・ペブル」

　なんらかの技名を口にしたプリムローズに、エムゾゼが蹴けりを放つ。

　サラの拳が、プリムローズのからだをすり抜けた。エムゾゼの蹴りも空を切る。

　プリムローズが、黒い霧をどんどん体内にとり込んでいく。

「認識攪かく乱らん!?　エムにまで効果を及ぼすなんて、そんな………アメ、いますぐこの辺り一帯にサンダー・ドラゴンを放ってください！　プリムの本体を早く抑えないと……」

「サラ、ごめん。わたしには、できないよ」

　天あ雨めが、胸の前で両のてのひらをひろげた。

「ご、ご自分がなにを言っているのか、わかっているのですか!?　わたくしたちが苦労に苦労を重ねてようやく手にした力を、プリムが独り占めする気なのですよ!?」

　サラの叫びも空むなしく、黒い霧は完全にプリムローズの体内に入ってしまった。

「プリムっ！　おやめなさいっっっ！」

　鬼女のごとき形相でプリムローズをにらみつけていたサラにむかって、『バスター・フォー』の最年少者が叫んだ。

「アプディカは、わたしの母様よ！」

　その言葉に、一瞬、ほんの一瞬だけサラの表情が歪ゆがんだ。が、すぐにまた目をつりあげ、

「だ、だから、どうしたというのですっ！」

　プリムローズに飛びかかった。

　エムゾゼも、タイミングを計ったかのように踏み込んでいく。

「母様が得るはずだった力なんだから、だれにもやらないわよっ！」

　プリムローズを中心に、巨大な炎のバラが開花した。と史し生おの目に映ったのと同時に、サラとエムゾゼがあり得ないほどの勢いで弾き飛ばされた。

　地面を跳ね、転がり、すべり、そのままふたりとも動かなくなった。


　　　　　　　◇　◇　◇



　青せい蘭らん島の上空にある三つの門ハイロウ、そのひとつが突如として震えはじめた。界峡を横断している次元流が、通常とは異なる速度で流れはじめたからだ。

　巨大な質量をもつモノが、次元と次元の狭間はざまを渡った際に見られる現象である。

　たとえば、テラ・ルビリ・アウロラの女神使節団であったり、ダークネス・エンブレイスの女王護衛軍であったり、システム＝ホワイト＝エグマの地球アース調査船団などが、同量のエネルギーを放出しながら異界間を渡って地球アースへやってくる。

　いままさに、次元の狭間を進んでいるモノは……。


　　　　　　　◇　◇　◇



　ようやくやってきた生徒会特務部のプログレスたちに気絶したままのサラとエムゾゼを預け、すぐに病院へ運んでもらった。

　小こ鳥とり居い史し生おたちは、特務部になんの質問もされることなく解放された。建設中だったとはいえ、ビルが破壊された現場の目撃者だというのに。

　まろんが、なにやら特務部のプログレスたちと言葉を交わしたあと、史生たちのところへ戻ってきた。

「なにはともあれ、モナミに竜の霊力エネルギーが押しつけられずにすみましたね」

　彼女の言葉で、ここにいる全員の視線がプリムローズに注がれた。

「な、なによ？」

　プリムローズが、どこか拗すねたような顔でみんなの目をうけとめる。

　彼女へ、最初に質問を投げたのは天あ雨めだった。

「プリム、あなた、アプディ……お母様のこと、知ってたの？」

　なんらかの痛みを堪こらえるように、プリムローズが眉まゆ根ねに小さなしわをつくった。そうしながらも、口を開く。

「知ってたわ。[image: ]バスター・フォー[image: ]のみんなで暗黒皇竜ダークドラゴンを狩ろうってことになったとき、最初は敵討ちのつもりだったんだけどさ……手に入れた竜玉の中に不思議なつながりを感じたから、こっそり調べてみたの。そうしたら、もう驚いたのなんのって。お母様の魂が囚とらわれてたんだからさ」

「だから、魔法陣をつくり変えたの？」

　重ねた天雨の質問に、プリムローズがどこか申し訳なさそうにコクッとうなずいた。

　史生は、小さな女の子が身を縮めてさらに小さくなっている姿に言いようのない痛々しさを覚えた。

　百南もなみ、羽う留る、クロエ、まろんの四人は、口を開こうとせず静かにプリムローズを見つめている。どんな言葉をかければいいのかわからない、といった様子だ。

「あ、竜の霊力エネルギーを独り占めしてやろうとか、まったく考えてなかったんだからね。母様って、わたしが二歳のときに亡くなっちゃったから、その、あ、甘えたかったとかそういうんじゃなくて……会えなかった一〇年間の報告くらい、したいなって、思って。あなたの血を継いだたったひとりの娘は、尊敬するあなたの背中を追いかけて、ずっとがんばってきたんですよ、ってさ」

　プリムローズが、うつむきながら話を続けた。

「母様に頼んで、みんなに竜の力をわけてもらおうって、そう思ってたの。でも、せっかく竜玉から解放した母様は、ほとんど悪霊化してて……話が通じる状態じゃなくて……だから、せめて魂を救ってあげなきゃって、泣くの我慢して、戦って……それなのに、やっぱり強くて、かなわなくて」

　ゴシゴシと手で目もとを擦ったあと、そろそろと顔をあげたプリムローズが、上目づかいで史し生おを見た。

「お兄ちゃんが、母様を正気に戻してくれたから、最後に、ちょっとだけ話すことができたわ。ありがと」

「あ、いや」

　史生は、瞳ひとみを涙で濡ぬらした少女になんとこたえればいいのかわからず、胸の前でひろげた手を軽く振ることしかできなかった。

　プリムローズは、[image: ]竜の霊力エネルギーを得る[image: ]という目的と[image: ]母に会いたい[image: ]という願いの間でゆれ動いていたらしい。

　天あ雨めが、小さく息をついた。プリムローズの事情を知って納得したようだ。この幼おさな馴な染じみもまた、[image: ]竜の霊力エネルギーを得る[image: ]という目的と[image: ]百南もなみを守る[image: ]という想おもいの狭間はざまで足あ掻がいていた。

　羽う留るが、制服のポケットに手を突っ込みながら、

「なるほど、だからコレを残したのか」

　そこから百南の生徒手帳をとり出した。そして、挟まっていたメモを抜きとったあと、手帳だけを「ほら」とそばにいた百南へ手渡した。

「あ、ありがとう」

　百南が、エヴァノラ・ワイズのサイン入り生徒手帳を胸ポケットに押し込んだ。

　それを見ていたまろんが、目だけで微笑ほほえみながら言った。

「メモのお陰で、本当に助かりましたね。儀式が行われていた場所は地下二階でしたから、生徒手帳が発する電波を見失っていた可能性が高かったはずです」

　すぐさま言葉を継いだ羽留が、

「キミのお陰で、この場所がわかったんだ。礼を言う」

　指に挟んだメモをふりふりと振りながら、プリムローズに笑みを投げた。

「お礼を言われる筋合いなんてないわ。わたしは、自分のためにやったんだから。あんたたちがバトルに参加してくれたら、エネルギーもより早く溜たまるしさ。そのあともサラとエムの気を引いてくれたら、母様を解放しやすくなるって思っただけよ」

「ふむ。計画通りというわけか」

「計画なんて。結局、母様とはちょっと話せただけだし、竜の霊力エネルギーは、五等分する前に頭に血がのぼった勢いで全部とり込んじゃったから……なんにも計画通りにいってないわ。だからせめて、サラたちが元気になったらきちんと謝って、最初の計画通りに霊気をわけ合うつもりよ」

　聞いて、史し生おは思わず質問を口にした。

「竜の霊気、わけられるの？」

　プリムローズが、右の眉まゆを[image: ]当たり前でしょ[image: ]といった感じでちょんとあげた。

「わたしのエクシードと完全に同化する前だったら可能よ。いまね、わたしの中で母様の魔力と竜の霊力エネルギーがぐるんぐるんしてるの。母様の魔力はだれにもあげないけどさ、竜の霊力エネルギーならかまわないわ。わたしは最初のとり決め通り、[image: ]闇やみ[image: ]をもらうだけで十分だもん」

「でも、わけたら百南もなみにも……」

「当然、[image: ]水[image: ]の霊力エネルギーが流れていくわね。本当は、嬉うれしいでしょ？」

「い、いらない！　あたしには必要ないよ！」

　百南が、声を裏返した。

　なんで？　といった表情のプリムローズに、天あ雨めが言う。

「だれもが、強い力をほしがるわけじゃないのよ。それに一〇年間の奉公もあるしね」

「え～っと、まぁ、なんとなくわかるわ」

　プリムローズが、フ～っと息をついたあと言葉を続けた。

「竜の力を得ちゃったら、ダークネス・エンブレイスで女王になんなきゃいけないもんね。王宮の権力争いなんか想像しただけでオエッてなっちゃうし、全兵士に魔力をわけ与えたりするのも面倒臭そうだしさ。親衛隊のほうがどれだけ気楽か……まぁ、モナミは無理やり[image: ]水[image: ]を押しつけられたって言えば、奉公を免除してもらえるんじゃない？」

「ホーコーって、なんの話だ？」

　羽う留るが、くりっと首を傾かしげた。

　ここで、ブルーエデンの上層部とダークネス・エンブレイスの北方にあるディラルミン王室との取引内容を、天雨が説明してくれた。

　女王候補しか挑むことができない暗黒皇竜ダークドラゴンとの戦いを許可する代わりに、竜の霊力エネルギーを得た五人の少女たちを一〇年間、女王の親衛隊員として王室に奉公させる。

　すでに聞いていた百南は、困ったような表情のまま黙って話を聞いている。その一方で、羽留がこれでもかと顔をしかめている。クロエも、微かすかではあるが嫌悪の色を瞳ひとみに貼はりつけている。まろんひとりが、なにかを考えているような表情だ。






六章　ザ・スーパーブルーミングバトル







　　　　　　　◇　◇　◇



　青せい蘭らん島の上空に浮かぶ三つの門ハイロウ。そのうちのひとつである黒の門ハイロウが、大きく震えた。

　門ハイロウのあちら側にあるダークネス・エンブレイスから、なにかが地球アースに押し入ろうとしている。巨大な影が門ハイロウの結界に食らいつき、引き裂きはじめた。


　　　　　　　◇　◇　◇



「女王になるつもり、本当にないの？」

　天あ雨めが、横目でプリムローズを見下ろした。

「まあ、ね。わたしの家系、正統を継いではいるんだけど、そんなに勢力があるわけじゃないし」

「でも、暗黒皇竜ダークドラゴンの霊力エネルギーを得たじゃない。女王になれば、勢力なんて関係ないでしょ？」

「どんなに魔力が強くても、後ろ盾は必要だからね……ブルーエデンのお偉いさんたちと取引したのって、北方のディラルミン家でしょ。あそこの王室、陰険どろどろだって噂うわさだし、女王になったその日に毒殺なんて、あり得るかも。まぁ、王室なんて、どこも似たようなもんなんだろうけどさ。わたしは、親衛隊で十分よ」

　不意に、まろんが「こほん」と咳せき払ばらいをした。

「ちょっとよろしいですか？」

　まろんが、天雨とプリムローズへなにかを請うような視線をむけつつ、言葉を続けた。

「今回の件に関かかわっていたブルーエデンの首脳部を罰することができるとしたら、あなた方は協力してくださいますか？」

「は？　急になに？」

　プリムローズが、ぴょこんと両りよう眉まゆを跳ねあげた。

　天雨がすぐさま、

「あんた、何者？」

　そう問いかける。

　まろんは一般の生徒とは違う立ち位置にいる。それはすでにわかっていることだ。友人の生徒手帳にＧＰＳ機能を仕込んだり、リボン型の通信機を身につけているということだけをとっても、普通とは明らかに違うのだから。

　百南もなみ、羽う留る、クロエの三人も、まろんへ静かな目をむけている。

　まろんが、場の全員へ申し訳なさそうな顔をむけた。

「この先、[image: ]バスター・フォー[image: ]のみなさんが楽しい学園生活を送っていけるよう、きちんと手配しますから」

「アメは、[image: ]あんたの正体[image: ]を訊きいたよね？」

　プリムローズが、視線をわずかに鋭くした。が、まだ幼い顔つきであるため、ふて腐れているような表情にしか見えない。

　まろんが、豊かな胸の中に溜たまった熱を吐き出すように、細く長い息を吐き出した。

「わたしは、生徒の安全を守るために活動している生徒保護部の部員です」

　生徒保護部。

　青せい蘭らん島にきて日の浅い小こ鳥とり居い史し生おは、聞いたことのない部署名を胸の中で転がした。「生徒保護」という文字のならびを考えれば、おおまかな仕事内容は見当がつくものの、まろんという女の子の人柄を知っているため、彼女がどんなところに所属していようとそれほどの驚きはなかった。まろんは、あくまでもまろんなのだから。

　羽う留るが、「生徒ホゴ部？」ときょとんとした顔をしている。

　クロエが、「なるホド」とつぶやきつつ、小さくうなずいた。

　まろんが、この場にいる全員をザッと見回したあと言葉を続けた。

「生徒保護部は、生徒会の部署のひとつです。ブルーエデンが才能豊かなプログレスを選抜し、彼女たちに特別カリキュラムを課しているとの情報を得たため、その内容を細かに調べていました。最初は、適切かどうかの判断を下すだけのつもりでしたが……いろいろ調べていくうちに……」

「どんどん埃ほこりが出てきたってわけね」

　天あ雨めが、言葉を先どりした。

「ブルーエデンって、埃だらけだもん。生徒会も、よくいままで放っておいたよね」

　プリムローズが肩をすくめた。

「その点は、深く反省しています。言い訳ではありませんが、事態をしっかりと把握するため労力と時間をかけました。[image: ]バスター・フォー[image: ]のメンバーであるホウライさんと関係の深いモナミの動きを追ったのも、すべてはブルーエデンが行っていた特別カリキュラムの全容を暴くためです」

「それで、百南もなみをガーデンまで追ってきたというわけか。労力と時間をかけた、と言うだけはあるな、うん」

　羽留が言葉を挟む。

「はい。そのお陰で、シオやウルとも知り合うことができましたし、こうして特別カリキュラムの参加者からもお話を伺う機会を得ることができました。時間と労力をかけた甲か斐いがあったというものです」

　まろんが、心から嬉うれしそうな笑みを浮かべた。

「ふ～ん、そういうことだったら、わたし、カリキュラムのことペラペラしゃべってもいいわよ。母様の魂はとり戻したから、ワル連中がどうなろうと知ったことじゃないわ」

　プリムローズの言葉に、天雨がわずかに顔をしかめた。

「わたしたちは、べつに強制されたわけじゃないでしょ。自分たちで、進んで暗黒皇竜ダークドラゴンに挑んだじゃない」

　途端、まろんの瞳ひとみに強い光が宿った。

「危険な舞台をつくり、あなた方をそこへ誘ったのはブルーエデンにいる一部の職員です。エクシードを強化したいという欲求は、プログレスならみんなもっています。その欲求を巧みに刺激し、舞台上へうまく押しやった罪は紛れもなく学園側にあります」

「わたしは、自分の意志で……」

「あなた方は運よく命を拾うことができましたが、本来、学園は生徒の生命を危険から守る防波堤であるべきです。わたしは竜の実物を目にしたことはありませんが、凶暴な獣と生徒を戦わせるなんて、考えただけでもおぞましいと言わざるを得ません」

「竜の実物か。わたしも見たことないな。うん、強そうなんだろうな、きっと」

　羽う留るが、ピントの外れたことを言いながら、何度もうなずいた。

　プリムローズが、ふん、と鼻を鳴らした。

「暗黒皇竜ダークドラゴンを見たら、あんたらみんな絶対に失神するわね。あいつ、もうデタラメよ？　ダークネス・エンブレイスじゃ【終極の光景ラスト・ビユー】なんて呼ばれてるんだから。わたしたちは、そんな竜を倒したんだからね。たった五人で！」

　右手をひろげ、[image: ]五人[image: ]を強調する。













　天あ雨めが、呆あきれたように息をついた。

「二匹いた竜を分断して、そのあと小さい方を罠わなに誘い込んで、七日もかけてじっくり弱らせてからトドメを刺しただけでしょ。それでも、かなり手こずったじゃない。最初から正面きって戦ってたら、まず勝てなかったでしょうね」

「地球人アーシアンは、どうして自分の手柄に胸を張らないの？　暗黒皇竜ダークドラゴンを倒したなんて、一生自慢しまくってもいいことなのにさ。あの程度の竜なんて、たいしたことなかったわ！　くらい言ってもいいんじゃない？」

　突然、

　ガアアアアアアアッ！

　空から、身の毛もよだつような咆ほう哮こうが降ってきた。青せい蘭らん島を包む大気が震え、その振動が容赦なく肌に伝わってくる。

　一瞬、心が縮みあがった。

「きゃっ!?」

　プリムローズが、その場で座り込んでしまいそうなほど身を縮めた。

　史し生おは、すくみそうになったからだを反射的に引き伸ばし、空を見あげた。

　金属を激しくこすり合わせたような咆哮の出所は？

　見て、震えた。震えたのは、大空に浮かんでいる三つの門ハイロウなのだろうか、それとも自分自身の視界なのか。

　女の子たちが、それぞれの唇からかすれたうめきをもらした。だれひとり、頭上から降り注いでくる重圧に対して、抗あらがう術すべを見つけられないでいるようだ。

　史生は、上空を見あげたまま震える声を押し出した。

「これは、もう、ブルーエデンの首脳部を罰するとか、そういった段階じゃ、ないよな」


　　　　　　　◇　◇　◇



　嗅かぎつけた。もう逃がさない。

　見つけた。もう逃がさない。

　もうすぐ。もうすぐだ。

　もうすぐ、とり返すことができる。


　　　　　　　◇　◇　◇



　小こ鳥とり居い史生たちは、空を見あげたまましばらく動くことができなかった。脳が考えることを拒否していることに気づいたのは、ガアアッ！　という二度目の咆ほう哮こうに耳を殴りつけられたときだった。

　いままさに、門ハイロウのひとつから巨大ななにかが出てこようとしている。

「ど、どうして、暗黒皇竜ダークドラゴンが、地球アースに……」

　史生の隣で、天雨が乾ききった声をもらした。

　門ハイロウから突き出ている歪いびつな怪物の首は、門ハイロウの大きさと比較して……、三〇メートル以上はあるだろうか。全長だと、どれだけの大きさになるのだろう。それを想像しただけで、身の内が大きく震えた。

　目で見て[image: ]竜だ[image: ]と確認できても、気持ちが視覚情報に追いつかない。

　その出現はあまりにも突然で、その超躯からだはあまりにも巨大で、その怪貌すがたはあまりにも禍まが々まがしかったから。

　混乱する思考。

　逃避する精神。

　麻ま痺ひする肉体。

　正常な心のかたちがいまにも砕け散ってしまいそうな感覚に、史し生おはただただ震えた。

「仲間の霊力エネルギーを嗅ぎつけたの？　ど、どど、どうして？　なんで？　か、母様の霊体を魔法陣の外に出しちゃったから？」

　両手を口もとに当てたプリムローズが、いまにも後ろへ倒れてしまいそうなほど反り返り、上空の門ハイロウへ顔をむけている。

「次元を隔てていても、仲間の霊力エネルギーを探り出すことができるなんて……」

　険しい顔で空を見あげている天あ雨めの後ろで、百南もなみが口を半開きにしている。

「暗黒皇竜ダークドラゴンは、いつもつがいで行動するって、プリムちゃんが言ってたけど……」

「だったら、あれは雄なのか？　それとも雌？」

　羽う留るが、現状ではさほど重要とは思えない疑問を口にした。

「あ、暗黒皇竜ダークドラゴンの性別は、はは、判断しづらいから、どっちかなんてわかんないわ。で、でも、ひとつだけ言えることは、あ、ああ、あいつは、でっかい方よ」

　プリムローズの声は、急速に降り積もっていく恐怖をそのままからだの外へ押し出しているかのように震えている。

『でっかい方』だなんて、聞かなきゃよかった。史生は、奥歯を噛かみしめた。

　小さな方の暗黒皇竜ダークドラゴンが相手であっても、

『二匹いた竜を分断して、そのあと小さい方を罠わなに誘い込んで、七日もかけてじっくり弱らせてからトドメを刺しただけでしょ。それでも、かなり手こずったじゃない。最初から正面きって戦ってたら、まず勝てなかったでしょうね』

　天雨にそう言わせるほど手強いのに……。

　突然、プリムローズがふらふらとその場に座り込んでしまった。

「ダ、ダークネス・エンブレイス側の門ハイロウを守護する、兵士たちは、あ、暗黒皇竜ダークドラゴンの襲撃を防ぎきるほどの力は、ないわ。ま、まさか、門ハイロウのあっちとこっちで、竜の─声─を、やりとりできるなんて……」

　史生は、この場にいる女の子たち全員へ、ざっと顔をむけた。

【万有引斥力コネクシヨン】稲いな森もり百南もなみ。

【白璧微瑕ロシアンルーレツト】紫し雲うん寺じ羽う留る。

【琴線愛撫アジヤストメント】まろん。

【飛天空拳ロケツトパンチ】Miss.クロエ。

【天象儀オーメン】プリムローズ・ベイカー。

　そして、ふたつ名は不明だが、心から信頼できる幼おさな馴な染じみ、鳳ほう来らい天あ雨め。

　史し生おは、情け容赦なく精神力を削りとっていく大瀑ばく布ふのごとき恐怖から目をそらし、懸命に両足を踏ん張った。膝ひざは、いまなお震えている。

　腹を決めろ！　胸の内で、自らを怒鳴りつけた。

　座り込んでしまったプリムローズにチラッと視線を落としたあと、天雨へ顔をむける。

　この場で、暗黒皇竜ダークドラゴンに詳しいのは、ふたりだけだ。

「あの竜を追い払うためには、どうすればいい？」

　天雨が、[image: ]冗談でしょ？[image: ]とでも言いたげに目を見開いた。

　口を開いたのは、天雨でもプリムローズでもなく、まろんだった。

「すでに学園の特殊チームが動いているはずです。わたしたちは、避難を最優先に考えるべきです」

「どこに避難すんのさ！」

　プリムローズが、声を裏返して叫んだ。

　天雨が、苦いものを舌の上で転がしているかのような表情で、言葉をつけ加えた。

「暗黒皇竜ダークドラゴンは、この島の人間を食料としか見ないわよ」

「食料、って……」

　百南が、怯おびえた顔で身をすくめた。

　そんな幼馴染みに硬い目をむけながら、天雨がしゃべり続ける。

「暗黒皇竜ダークドラゴンの嗅きゆう覚かくを前にしたら、どこに隠れても必ず見つけ出されるわ。地下に逃げても無駄よ。飛んで逃げようなんて、間違っても考えないことね。ヤツは、飛行機なんかよりずっと速く飛ぶから」

「アナタ方ハ、たった五人であの竜を倒したと仰おつしやっていまシタ。ということハ、方法さえ間違わなけレバ、ここで打ち破ることも可能なはずデス」

　クロエの言葉に、プリムローズが胸の前でブンブンと両手を振った。

「あのときは！　結界張って、準備にいっぱい時間かけて！　作戦もしっかり練って！　慎重すぎるほど慎重にやったの！　しかも、ちっちゃい方の暗黒皇竜ダークドラゴンを狙ねらって、それでも、やっとのことで仕留めたのよ！　死にそうな目にも遭ったのよ！　仲間もひとり、心を潰つぶされちゃったんだからっ！」

「それでもっ！　やれることをやるしかないだろ！」

　史し生おは、思わず声を大きくした。

　プリムローズが、ビクッと身をすくめる。

　女の子たちが、忙せわしなく視線を交わし合う。

　史生は、再び頭上に視線をむけた。

　暗黒皇竜ダークドラゴンの首は、もうほとんど外に出ている状態だ。前足の鋭いかぎ爪づめが、門ハイロウの縁にかかっている。その全ぜん貌ぼうが現れるのも時間の問題だろう。

「あの竜を倒したあと、青せい蘭らん島でいちばんおいしいケーキをおごってやろう。だから、わたしたちがなにをすればいいのか、教えてくれないか？」

　羽う留るが、プリムローズの肩にそっと手をのせた。

　ダークネス・エンブレイスの女王並みの力を得たにもかかわらず、精神力はまだ一二歳相当の女の子が、うっすらと涙が溜たまった瞳ひとみをあげた。

　そんな少女に、天あ雨めも声をかける。

「プリム。わたしたちはアイツの弱点を知ってる。わたしたちなら、もう一度やれるわ」

「弱点なんて、そう簡単に狙わせてくれるはずないじゃない。それにさ、暗黒皇竜ダークドラゴンを地上につかまえておく魔法陣は？　火炎放射を防ぐ防具は？　フォーメーションの訓練は？　ほら、なんの準備もしてないわ。これじゃ、勝てるわけない」

　プリムローズのつるんとした頬ほおに、涙が流れ落ちた。彼女の薄っぺらな肩は、暗黒皇竜ダークドラゴンを目にした直後からずっと震えている。

　天雨が、瞳に力を込め、『バスター・フォー』の最年少者に顔を近づけた。

「女王の魔力は、全兵士に少しずつだけど、わけ与えることができたはずよ」

「全兵士って……」

「ここは青蘭島よ」

「学園のプログレスたちから、力を借りるって、こと？」

「その力が、たとえ微々たるモノであったとしても……」

　天雨が、史生へ目をむけてきた。

　百南もなみも、羽留も、クロエも、まろんも、史生に視線を注いでいる。

　史生は、プリムローズの手をとり、座り込んでいた彼女が立ちあがるのを助けた。

「泣くのはあとだ。いまやるべきことは、ひとつだけ、だろ？」

　プリムローズが、手の甲でごしごしと目もとをこすったあと、唇を引きしめてアゴをあげた。




「できるだけ視界を遮るものがない場所へ」

　というプリムローズの要望をうけ、史生たちは埋め立て地に隣接している浜辺を目指して走った。

　走りながら、プリムローズが史し生おの手をグッと握りしめてくる。

　直後、史生はからだの中から濁流のように力が引き出されていく感覚に、一瞬、めまいを覚えた。が、それだけだ。走る足が鈍ることはなかった。

　史生の様子を窺うかがっていたプリムローズが、ホッとした表情を浮かべたあと、その目に真剣な光を宿した。

　いきなり、

　──我は、ダークネス・エンブレイスの女王がひとり、プリムローズ・ベイカーなり！

　頭の中に─声─が響いた。

　プリムローズが、「いけるわ」とつぶやいたあと、ニッと笑みを浮かべる。

　史生も、すぐさま笑い返した。αドライバーとして役に立つことができたという喜びの火が、胸の中に小さく灯ともる。ふと気づくと、からだの震えは消えていた。

　そばを走る天あ雨めが、右頬ほおに笑みを浮かべて右手の親指をグッと立てた。

　羽う留るが額に手を当て、

「すごい。頭の中に声が聴こえたぞ」

　驚き、しかし微笑ほほえみを浮かべてプリムローズを見ている。

　百南もなみ、クロエ、まろんにも─声─が聴こえたようだ。みんな、目でうなずいている。

「でも、女王？」

　羽留の問いに、プリムローズが唇の端をつりあげた。

「ハッタリよ。ダークネス・エンブレイスの女王から呼びかけられたら、みんな、とりあえず耳を傾けるでしょ？」

　言うなり、再び真剣な表情となる。

　──上空を見よ。悪あしき凶竜が、いままさに人間を喰くらい尽くすため青せい蘭らん島へ降り立とうとしている。ヤツが門ハイロウから完全に出てしまう前に、翼のつけ根を狙ねらえ！　飛べる者は、遠距離攻撃型のプログレスを抱いてゆけ！　時間がない。ヤツを無傷で門ハイロウから出すな！　まずは飛行能力を奪うのだ！

　─声─が、さらなる響きをもって、青蘭島の全域へ飛ぶ。

　──我が、皆に力を与えよう！

「うわっ!?」

　羽留が、走りながらぴょんと跳ねた。スカートがふわりとひろがり、白いふともものつけ根がちらりと見える。着地後、走るスピードがわずかに速くなる。

「ダイレクト・リンクと同じ感覚が………いきなりだと、びっくりするな。ハハ、エクシードがどんどん湧わき出してくるようだ」

　急に目の前が開け、潮の香りが強くなった。

　舗装されていない駐車場の先には、ずっと先まで続く白い砂浜があった。プリムローズの望み通り、視界を遮るものはなにもない。右手は、海岸線に沿った道路。左手は、地平線までずっと見渡せる。

　史し生おたちは駐車場で足をとめ、あらためて空へ目をむけた。

「昇雷アローっ！」

　いきなり、天あ雨めが全身から放電をはじめたかと思いきや、両手を高々とあげた。

　幼おさな馴な染じみの両腕から、巨大な雷竜が飛び立ち、螺ら旋せんを描きながら空へ駆け昇っていく。

　二〇メートル以上はあろうかという大きな雷竜だったが、暗黒皇竜ダークドラゴンに近づけば近づくほど、その小ささが際立った。

　天雨が放った雷竜が、門ハイロウからわずかに覗のぞいていた暗黒皇竜ダークドラゴンの翼、その根もとに食らいつき、弾はじけ飛とぶ。

「〈光こう鎧がい〉っ！」

　続けて羽う留るが光の羽衣をまとい、数秒をおかずして、

「〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉っ！」

　巨大な光球を頭上に放った。が、もちろん戻ってくる。

「わたしもいくぞ！」

　戦女神バルキリーのような光り輝く鎧よろいを身にまとった羽留が、右手を空へ突き出した。

「〈超弩級弾〉っっ！」

　今度の巨大光球は、放った本人に戻ってくることなく、まっすぐに暗黒皇竜ダークドラゴンへ飛んでいく。当たったのは、長い首の中程だろうか。距離があるため、よくわからない。

　ひと呼吸も待つことなく、羽留が〈豪雨光弾〉を放った。

　そして、事態は大きく動きはじめた。

　天雨と羽留の攻撃に触発されたのだろうか、プリムローズの呼びかけから一分も経たたないうちに、空へ無数のプログレスたちが飛び立っていく姿が見えた。

　飛行のエクシードをもった生徒たちが、おそらくは遠距離攻撃型の友人なのだろう、もうひとりの子を抱いて空を往いく。

「あ、あの人……」

　百南もなみが指差す方向を見て、史生は胸が熱くなるのを覚えた。

　遠くの空を飛んでいる女の子の姿が、微かすかだがハッキリと見てとれた。

　先日、特訓のためスカイダイビングに挑戦した。あのとき、パラシュートが開かず、あわや地上に激突……、という瞬間に助けてくれた子だ。名前は、日向ひなた美み海うみだったと記憶している。

　彼女といっしょにいたダークネス・エンブレイスの住人、ハルピュイアたちもいた。大きな鳥の足で、生徒をつかんで飛んでいる。

　青せい蘭らん島の各地から飛び立った数え切れないほどの生徒たちが、暗黒皇竜ダークドラゴンへむかっていく。

　──近づきすぎるな。凶竜の吐く火炎は、一五〇メートル先まで届く。射程がそれよりも短い者は牽けん制せいに徹しろ。

　史し生おは、手をつないだプリムローズの─声─を聴きながら、自分自身も全プログレスたちとつながっていることを実感できた。まさに、青せい蘭らん島全域がバトルフィールドになったかのような感覚だ。が、ただひとつだけ違うのは、プログレスたちがうけた痛みを肩代わりしてあげられない、ということである。

　これは、ルールに守られたバトルではない。

　史生は、ひとつ間違えば死者が出るかもしれない戦いに寒気を覚えつつ、気力を振り絞って戦いを目に焼きつけた。

「モナっ。アイツが街中に降りたら、しゃれにならないくらいの被害が出るわ。それを防ぐためにも、門ハイロウの外に出る前から意識をこっちに引っ張り続けて。この海岸に降りるようにしむけるの」

「う、うん！　わかった。〈万有引力〉っ！」

　そぐそばから、天あ雨めと百南もなみの声が聞こえた。

「あんた、まだいける？」

「当然だっ！　〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉っ！」

「飛んでる仲間を打ち落とさないよう、気をつけてね！　飛神雷槍サンダースピアっ！」

〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉と雷が、空を刺し貫くようにして暗黒皇竜ダークドラゴンへ飛んでいく。

「プリム、中距離と近接戦闘型のプログレスをこの海岸に呼び集めて。みんなレベル５クラスでお願い！　他ほかのプログレスには、島民たちの避難誘導をさせて！」

　天雨の指示をうけ、プリムローズが即座に─声─を飛ばす。

　──レベル５以上の中距離、および近接戦闘型のプログレスは、島の南東部沿岸にむかえ。凶竜をその付近に落とす。覚悟のある者だけが集え。他の者は、島民の避難誘導を行え。南東部沿岸からできるだけ離れるのだ。

　プリムローズの─声─をうけ、クロエが史生の隣でぶつぶつ言いはじめた。

「カノンアームの飛距離ハ、五〇メートル弱。残念デス。竜が墜おちてくるまでエクシードを温存してオキ、そのときがきたら全力デ……」

　まろんが、史生の後ろに回り込み、うなじに息を吹きかけるようにしてささやいた。

「わたしは、補助型のプログレスですが、ここにいさせてもらいますね。みなさんと運命をともにします」

　史生は、小さくうなずいただけで、返事はしなかった。声を出す力さえ、プリムローズとのリンクにつかいたかった。

　史生は、意識を集中させた。

　プログレスたちの怯えが、吹雪のような勢いと冷たさで、史生の心に襲いかかってくる。

　生身のまま空を飛び、あまりにも巨大な暗黒皇竜ダークドラゴンに自ら近づいていくのだから、平常心を保てというのは無理な話だろう。ブルーミングバトルとは、状況がまるで違うのだ。未知なる危険を前にする恐ろしさは、すべての人間が生まれたときからもっている。

　しかし、それでも。

　いくわよっ！　うちらがやらなきゃ、だれがやんのよっ！　〈イレイザー〉！　ハアァッ！　〈遠斬スライス〉っ！　殴だ羅ら羅ら羅ら羅ら羅らぁ──っ！　うぇ～ん、怖いよぉ〈虐殺惨波デイメンシヨン〉～！

　プログレスたちは、巨竜にむかっていく。

　史し生おは、すべての女の子たちに心で呼びかけた。

　──オレのパワー、全部もってけ！

　直後、暗黒皇竜ダークドラゴンが口から直線的な炎を吐き出した。首を振り回し、火炎を空一面に振りまくが、距離をとっていたプログレスたちをひとりも落とすことができない。

　──いまだ！　凶竜は一度炎を吐いたら、次のガスを溜ためるまで三〇秒ほど時間がかかる。牙きばの届かない射程まで入り、一〇秒間いっせい攻撃！　その後、速やかに離脱！　決して逸はやるな。英雄気どりは無用だ。距離を見誤るな。

　プリムローズの指示で、上空のプログレスたちが恐れることなく動いた。

　それに合わせ、史生の中から力がどんどん抜きとられていく。

　女の子たちの勇気が、希望が、可能性が、史生とつながっていく。

　史生は、心を開放した。

　──もっていけるだけ、いくらでももってけ！




　暗黒皇竜ダークドラゴンが、とうとう門ハイロウから這はい出でてきた。

　前足で激しく宙を掻かき、後ろ足で門ハイロウの縁を荒々しく蹴けりつけ、長い尾をずるずると引き出しながら、巨大な翼をひろげ、羽ばたいた。が、散々プログレスたちの攻撃をうけていたため、空へ舞いあがることができないまま、海岸にむかって滑空してきた。

　そして、波打ち際へ頭から突っ込んだ。尾が、道路の一部を打ちつけ、巨大な地割れをつくる。史生たちから、およそ二〇〇メートルほど離れた場所だ。

　でかい。

　暗黒皇竜ダークドラゴンが墜落した際の振動を全身で感じながら、史生はノドの奥で唸うなった。

「な、なんて大きさだ……」

　羽う留るが、史生と同じ思いを声にした。

　他ほかの女の子たちが、天あ雨めとプリムローズに目をむけている。次はなにをすればいいの？　という前むきな問いが彼女たちの表情から読みとれた。

「くるわよ。構えて！」

　天雨が、両の拳こぶしから放電しながらファイティング・ポーズをとった。

　間を置くことなく、暗黒皇竜ダークドラゴンの巨大なからだからこぼれ落ち、砂浜へわらわらと散らばっていく小さな黒い影は……、いや、史し生おたちのほうへ近づいてきたそれは、とても[image: ]小さい[image: ]と呼べる生物ではなかった。こちらに近づいてくるほどに、その大きさと異様さが際立ってくる。

「うわっ!?　な、なな、なんだあれはっ!?」

　羽う留るが、狼狽うろたえながらも右手を突き出し、こちらに迫りくる大型犬ほどもあろうかという怪む虫したちにむかって叫んだ。

「〈豪雨光弾〉っ！」

　横殴りの豪雨ともいえる無数の光弾が、ダンゴムシにカマキリの上半身をくっつけたと言えばいいのだろうか、奇妙なシルエットをもつ大型虫を瞬く間に蹴け散ちらしてしまう。

　だが、光弾がとまるとすぐ、新たな虫がわしゃわしゃと這い寄よってきた。

「甲蟲ビンセルよ！」

　天あ雨めが、雷竜を放ちながら叫んだ。

「びんせる？」

　甲蟲ビンセルを〈万有斥力〉で突き飛ばしながら、百南もなみが眉まゆ根ねを寄せる。

　すぐさま、プリムローズが説明をつけ足す。

「暗黒皇竜ダークドラゴンの鱗うろこの下に寄生してる、肉食蟲ちゆうよ。こいつら、弱いくせに数が多いから、イヤになるわ！」

　見ると、甲蟲ビンセルは史生たちにむかってくるばかりでなく、海沿いの道を左右にひろがりはじめた。このままだと、島中に散ってしまう。そうなったら……。

　数多くの叫び声が聞こえた。

　上空から、プログレスたちが次々と降りてきた。道の先からも、たくさんの女の子たちが駆けてくる姿が見えた。

　プリムローズの─声─にこたえ、集まってくれたのだ。

　プログレスたちが、甲蟲ビンセルを押し戻していく。

「みんな、ここが勝負所よ！」

　天雨の声に合わせ、プリムローズが全プログレスたちへ─声─を飛ばす。

　──遠距離型のプログレスは、砂浜の両端にわかれたあと、十分に離れた場所から凶竜を攻撃して注意を引きつけよ。残りは、蟲むしが島内へ散らばるのを食いとめるのだ。

「わたしたちは……」

　プリムローズが、顔をあげた。

　それをうけ、天雨がうなずく。

「暗黒皇竜ダークドラゴンにトドメを刺しましょう」

「いこう！」

　戦女神バルキリーのような鎧よろいをきらめかせ、羽う留るが飛びかかってきた甲蟲ビンセルを殴り飛ばす。

「が、がんばる！」

　百南もなみが、怪む虫しを次々とはね飛ばしていく。

「いザ、竜退治ヘ」

　クロエが、甲蟲ビンセルを回し蹴げりで弾はじき飛ばす。

「わ、わたしも、最後までおつき合いします」

　身を縮めたまろんが、史し生おの背にぴったりとくっついてくる。

　そんな彼女のやわらかさを感じながら、史生はプリムローズとつないだ手にそっと力を込めた。


　　　　　　　★　★　★



　稲いな森もり百南は、天あ雨めや羽留に助けてもらいながらも甲蟲ビンセルを退け、暗黒皇竜ダークドラゴンがいる浜辺に降りた。

〈豪雨光弾〉を連打する羽留のそばにいれば、それほど甲蟲ビンセルを恐れる必要はなかった。

　周りでは、近接戦闘型の子たちが次々と甲蟲ビンセルを倒していく。レベル５以上のプログレスばかりだから、手際も洗練されている。

　プリムローズの指示通りに、海岸の両端にわかれた遠距離型のプログレスたちが、動けないでいる暗黒皇竜ダークドラゴンへ一斉射撃をはじめた。

　暗黒皇竜ダークドラゴンは、門ハイロウから出る際にチクチクと攻撃されて飛ひ翔しよう力を奪われ、さらには地上に落ちた際に右の翼と前足の骨を折ったらしく、いまは自重を支えることもできず、波打ち際に巨体を横たえたまま、ただただ見当違いな方向へ火炎を吐いたり、空や海や大地を震わせるに十分すぎるほどの咆ほう哮こうをあげているだけだ。

　翼と足、痛いだろうな。ふと、そんな同情が心をよぎった。

　そのときだった。

「モナっ!?」

　天雨の声が聞こえたのと百南が肩に衝撃を感じたのは、ほぼ同時だった。

　砂に足をとられ、左ひだり肘ひじから地面に倒れ込む。

　鋭いかぎ爪つめで心臓を鷲わしづかみにされたかのような戦せん慄りつに、一瞬、我を失った。

　慌てて顔をあげたときにはもう、腕や足に甲蟲ビンセルが群がり、一匹が目の前で鋭い前足を振りあげていた。

「ぃやっ!?」

　とっさに、両手で顔を覆った。全身が硬直する。動けない。恐怖が、爆発寸前までふくれあがった。

　キィ──ン、と硬いモノ同士をぶつけ合ったような音が聞こえた。

「……？」

　百南もなみは、そろそろと腕をおろした。

　甲蟲ビンセルたちが、百南の腕や足に鎌かまのような前足を振り下ろしたり、鋏はさみのような口で直接噛かみついたりしている。なんだか、イライラしているようだ。

　痛くない。というか、くすぐったい。

　まじまじと見ると、自分の腕がメタリックな銀色に変色していた。てのひらも、つるつるとしたメタリック。頬ほおを触ると、カツッ、と硬質な音がした。

　甲蟲ビンセルたちの力では、百南のからだを傷つけることができないようだ。強い力でぐいぐい押され、ちょっと息苦しいけど……、ボロボロだった制服も、さらに引き裂かれて。もう目も当てられない。

　ぎゅっと拳こぶしを握りしめ、

「えいっ！」

　ポカッ、と甲蟲ビンセルの頭を叩たたいてみた。

　ポキッと首が折れ、ぺたんと倒れて動かなくなってしまう。

「あ、ぅ、ご、ごめ……」

　自分を食べようとしていた蟲むしだが、目の当たりにするリアルな命の終わりは、当たり前だが胸が痛くなる。

「モナっ、大丈夫!?」

「百南っ、無事か!?」

「イナモリさんっ!?」

　天あ雨め、羽う留る、クロエの三人が、百南に群がっていた甲蟲ビンセルを瞬く間に打ち払ってくれた。

「う、うん。なんともない、というか、このエクシードって……」

　百南は、軽く腕をひろげた。

　途端、からだ中を覆っていたメタリックな光沢が消えてしまう。

「【毒獅子マンテイコア】サラ・クロフトのものと酷似していたようデスが」

　クロエの言葉に、百南はうなずいた。

「うん。あたしもそう思ってた」

　着ていたブレザーを素早く脱いだ羽留が、それを百南の肩にかけてくれた。

「百南、いろいろ見えてるぞ」

「きゃ、ぁ、ありがとう」

「プログレスは女性ばかりだが、ふふ、史し生おの視線は、やっぱり気になるから、な！」

　羽留が、勢いよく飛びかかってきた甲蟲ビンセルに光弾を放ち、あっさりと撃ち落とす。

「ぁぅ、そ、そうだね」

　大きめのブレザーに大急ぎで袖そでを通しながら、百南は頬が熱くなるのを感じた。余った袖を折り曲げながら、そばにいる天雨にチラッと目をむける。彼女の服もボロボロになっているが、まあいろいろとギリギリセーフだ。それでも、ついさっきまで自分も似たような格好だったことを考えると、顔中が熱くなってくる。

　甲蟲ビンセルとの戦いは、間を置くことなく再開した。そんな中で、連続して〈豪雨光弾〉を放ちながら羽う留るが身を寄せてきた。

「もしかして、百南もなみの潜在力が開花したんじゃないか？　ほら、エヴァノラが言ってたじゃないか。能力をピコピコするとか、レンタカーするとか」

「[image: ]コピー[image: ]もしくは[image: ]レンタル[image: ]デス」

　クロエが、冷静に甲蟲ビンセルを蹴けり払いながら、すかさず訂正した。

「そ、そうだったな。能力のコピーとか、レンタルって言ってた、なっ！」

　頬を紅あかくした羽留が、飛びかかってきた数匹の甲蟲ビンセルを連打で返り討ちにした。

　確かに、エヴァノラは言っていた。

『モナミ、あなたの潜在力は、たぶん他者の[image: ]能力コピー[image: ]か、あるいは[image: ]能力レンタル[image: ]よ』と。

【万有引斥力コネクシヨン】の能力をもったプログレスだからこそ、周囲にいるプログレスたちの能力さえも引き寄せることができたのだろうか。だが、サラはいま病院にいるはずだ。ということは、一度でも間近で見た能力は真ま似ねできるということか。これはつまり、コピー？

　ふと思い出した。無我夢中だったから気づかなかったけど……、つい先ほど、門ハイロウから出てこようとしていた暗黒皇竜ダークドラゴンの意識を〈万有引力〉で引っ張り続けた。暗黒皇竜ダークドラゴンのからだそのものを引っ張れば、体重の軽いモナミのほうが宙に浮いてしまったはずだ。

　まだまだ自らの能力をつかいきれていない？

　百南は、さらに思考を巡らせた。天あ雨めとのバトルでは、体力数値が残りわずかになったとき、〈万有〉という特殊技を発動させることができた。そして先ほど、甲蟲ビンセルに群がられたときも。

　体力数値や生命が危険になれば、発動するの？

　自分の能力は、いったい……。よくわからない。それでも、いま、このとき、ひとつだけ確かに感じていることがあった。

　百南は、後ろを振り返った。プリムローズと手をつないだ史し生おの姿が、目に飛び込んでくる。

　そこでいきなり、天雨がからだを寄せてきた。

「モナたちは、ここまででいいわ。ビンセルもずいぶん減ったし、あとはわたしがやるから、応援よろしく」

「アメちゃん？」

「暗黒皇竜ダークドラゴンは、アゴの下が弱点なの。そこに直接わたしのエクシードを撃ち込めば、気絶させることができるわ」

「そんな、危ないこと……」

「一回成功してるから、心配しないで」

「二回めも成功するとは限らないよ。ここはあたしに任せて！」

「モナ？」

　天あ雨めが、心配そうな、不思議そうな、そんな表情で百南もなみを見つめている。

　エヴァノラは、こうも言っていた。

『モナミ、あなたの潜在力って、たとえばカードゲームで、相手の手札を確かめたあと、山札から好きなカードを選んでつかえるようなものなのよ』

　百南は、この局面でどんな能力をつかえばいいのか、確かにわかった。

「みんな、シオくんのところへ戻ろっ！」

　百南は、甲蟲ビンセルと戦いながら進んできた道を駆け出した。

「ちょ、ちょっと、モナっ!?」

　天雨が、慌てた様子でついてくる。

　すぐに追いついてきた羽う留るとクロエに強くうなずきつつ、とにかく走った。






七章　エクシード＝ポテンシャル＝オリジン






「プリムちゃん、あたしの話をみんなに伝えて！」

　浜辺から駆け戻ってきた百南が、道路の端に待機していた小こ鳥とり居い史し生おたちにむかって大声を出した。

「どうしたの？　暗黒皇竜ダークドラゴンの回復力をナめちゃダメよ。アイツ、肉が裂けて骨が折れても、すぐにくっつくんだからさ。そうなったら……」

「プリムちゃん、あたしを信じて！」

「わぅ、ぁ、ああ、っ、え？　あんたを、信じるの？　アメ、いいの？」

　百南の勢いに気け圧おされたプリムローズが、天雨に助けを求めるような視線をむけた。

　天雨は大きくうなずくだけで、なにも言わない。

　羽留とクロエが、百南の後ろで静かに状況を見守っている。史生の後ろにいるまろんも、口を挟もうとしない。

　グォオオオッ！

　暗黒皇竜ダークドラゴンが、両の前足で立ちあがった。それどころか、両翼まで大きくひろげている。

「そんな、あれだけ攻撃をうけているのに……」

　羽留が、かすれた声をもらした。

「暗黒皇竜ダークドラゴンの鱗うろこは、レベル５クラスのエクシードじゃ突き破れないわ。せいぜい、表面を焦がす程度よ。防御力の低い眼球や翼をもっと集中的に狙ねらわせないと……プリム、すぐみんなに指示を……」

「プリムちゃん、みんなの攻撃をあたしに集めて！」

　天あ雨めの言葉を遮り、百南もなみが叫んだ。

「急いで！　飛び立たれたら、もう間に合わなくなるわ！」

「あんた、なにを……」

「いいから、この光を狙うよう、みんなに呼びかけて！　早く！」

　走り出した百南が、史し生おたちから一〇メートルほど距離をとり、ガードレールの脇わきに立った。頭上に両手をあげ、巨大な光球をつくり出す。

　羽う留るの〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉とはまた少し違った、乳白色の光球だ。大きさも、数倍はあるだろうか。強く輝く光球は、遠く離れていても目に留まるだろう。

「もうっ、どうなっても知らないわよっ！」

　──凶竜を狙っている遠距離型の全プログレスに告ぐ。攻撃目標を変更せよ！　道路脇に立つプログレスがつくり出している光球を全力で撃て。急げ！　凶竜を空へあげてはならない！

　ひと呼吸ほどの静寂。

　波と海風の音が、これほどまでに世界を満たしていたことに、史生は初めて気づいた。

　そんな中、暗黒皇竜ダークドラゴンが翼を大きく上下に動かした。海辺の白砂が大きく巻きあがる。

　それを見たプログレスたちが、百南がつくり出した光球にむかって、様々なかたちのエクシード弾を放ちはじめた。が、狙ねらいを定めるのが不得手な子が何人もいるのだろう、

「うわっ!?」

　史生たちの近くに何発か被弾したため、慌てて百南から距離をとった。

　これでは、光球を頭上に掲げた百南は……、と史生は寒気を覚えた。

「どうなってる？」

　羽留が、ぽかんとした顔を百南にむけた。

「また【毒獅子マンテイコア】の……」

　クロエのつぶやきを耳にしながら、史生は目を見開いた。

　百南のからだが、鈍い銀色に染まっている。数発の能力弾が当たってもそのすべてをはね返していた。その姿は、クロエが言うように【毒獅子マンテイコア】のふたつ名をもつ『バスター・フォー』のリーダーを連想させた。

「サラ・クロフトのエクシードまで、つかえるってことか？」

　史生は、幼おさな馴な染じみが掲げもつ巨大な光球に目を奪われてしまった。

　白から赤へ、そしてさらに濃い血色へと変色してゆく巨大光球を支えもった百南のからだは、まるで硝子がらす細工のような色のない透明感を放っていた。

「百南もなみは、いろんなエクシードをピコピコできるのか？　状況に応じて？」

「どうやら、そのようですね。ちなみに[image: ]ピコピコ[image: ]ではなく[image: ]コピー[image: ]です」

「あるいは、レンタル、だったな？」

「[image: ]レンタル[image: ]ではなく……はい、仰おつしやる通りです」

　羽う留るとクロエが、互いに頬ほおを紅あかくして顔を見合わせている。

「モナ、すごい……」

　天あ雨めがつぶやき、

「ふ～ん、戦やりづらそうな能力ね」

　額にたっぷりと汗を浮かべたプリムローズが、力のない笑みを浮かべた。

　そのとき、暗黒皇竜ダークドラゴンが前足をあげ、大きく羽ばたいた。巨体が、ふわりと宙に浮く。

「飛ばれたら、終わりだ！」

　全身から放電をはじめた天雨が、暗黒皇竜ダークドラゴンへ雷竜を放とうと腰を落として身構えた。

「アメちゃん、こっちに撃って！」

　百南の叫びで、天雨が反射的にからだのむきを変え、

「モナっ、任せたからね！　雷裂殲滅撃マキシマムデイザスターっ！」

　人を楽々と丸飲みにできそうなほど巨大な雷竜が、百南がつくり出した光球に吸い込まれていく。

「わたしもっ、〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉っ！」

　羽留も、すかさず巨大なエクシード弾を赤黒く染まったさらに大きな光球へ撃ち込んだ。

　数回、力強く羽ばたいた暗黒皇竜ダークドラゴンが、悠然と空へ舞いあがる。

「モナっ！」「百南っ！」

　天雨と羽留の声が重なった。

「イナモリさんっ！」「モナミっ！」

　クロエとまろんが叫ぶ。

　百南が頭上につくり出していた光球は、その姿を変えていた。いま、一本の槍やりとなり、幼おさな馴な染じみのしなやかな手に収まっている。

　倒せる！　確信にも似た期待を胸に、史し生おは拳こぶしを握りしめた。そのときだった。




「ケフッ、は、早く、撃って……わ、わたし、も、ぅ……」




　途切れ途切れの声が、耳の中に潜り込んできた。

　ぁ……、と息をもらしたときにはもう、プリムローズが顔から砂地にくずおれていた。慌ててその華きや奢しやなからだを支えようとするものの間に合わず、史生も勢い余って地面に膝ひざをつく。

「プ、プリムちゃん!?」

　リンクが途切れたことに気づいたのだろう、百南もなみが暗黒皇竜ダークドラゴンから視線をそらし、史し生おたちへ顔をむけた。

「モナ、集中を解かないでっ！」

「百南、撃てっ！」

「あ、ぅ、やぁっ！」

　天あ雨めと羽う留るの叫びにこたえ、百南が様々なエクシードを凝縮した長い槍やりを振りかぶり、慌てて投げた。が、それよりも先に、暗黒皇竜ダークドラゴンは巨大な翼で大量の空気を打ちつけ、砂さ塵じんを巻きあげてふわりと巨体を浮かびあがらせていた。

　太い光線となった槍は、暗黒皇竜ダークドラゴンの後ろ足をわずかに削ることしかできなかった。

　ガアアアアアッ！

　人間たちの絶望を嘲あざ笑わらうかのように、巨竜が勢いよく空へ駆けのぼっていく。




「しっかりしてくれ！　なあ、頼むから！　キミがいないと、プログレスたちとリンクできない！」

　どんなに呼びかけても、肩をゆすっても、プリムローズはうつ伏せになったままなんの反応も返してくれなかった。彼女の手を握るものの、ダイレクト・リンクもしてくれない。

　プリムローズが、ダークネス・エンブレイスの女王級の力を得てから、まだ三〇分ほどしか経たっていない。経験値が低すぎたのか。それとも……。動けなくなった理由はわからない。理由がわかったところで、もうどうしようもないけれど……。彼女が回復するまで、暗黒皇竜ダークドラゴンが大人しくしていてくれるとはとても思えないから。

　うっすらと目を開けてはいるものの、なにも見えてはいない様子のプリムローズからからだを離し、史生は空を見あげた。

　三つの門ハイロウの周りをぐるりと回ってきた暗黒皇竜ダークドラゴンが、ゴァアアアッ！　と地上の生物すべてを威嚇するように猛たけり叫んだ。

　女の子たちが、泣きそうな顔で身をすくめる。

　せっかくとまっていた震えが、あっさりと目を覚ます。

　混乱する思考。

　逃避する精神。

　麻ま痺ひする肉体。

　まただ。また、心が萎い縮しゆくしている。黒翼をひろげた巨大な絶望が、青せい蘭らん島の上空を高速で飛行しているのだ。ひとりのαドライバーでしかない自分になにができるというのか。

　仲間の霊力エネルギーを嗅かぎつけて地球アースにやってきたというのなら、求めているそれはプリムローズの中にある。史し生おたちのすぐそばに。

　夢や希望や未来が崩れ去る瞬間というものは、こうもあっさりとやってくるものなのだろうか。

「なんだよ、これ……」

　だれに言うともなく、吐き出した。声にできなかった言葉尻じりには、今後の一生をかけても言い尽くせないほどの文句と愚痴が省略されている。

　もっと、いろんなことしたかったな。史生は、そろりと右手をあげた。この手でつかむことができる未も来のは、もう……。

　ぐっ。

　その手を横からつかんできたのは……………、百南もなみだった。

　すぐそばに、大きな瞳ひとみをしっかりと開いた幼おさな馴な染じみが立っていた。

　希望。ふと、その言葉が脳裏を横切った。

「シオくん、もうひと踏ん張りだよ」

「シオ。青せい蘭らんの生徒になったんなら、最後まであきらめちゃダメよ」

　ぐぐっ。

　少々強く、左手を握ってきたのは天あ雨めだった。

　もうひとりの幼馴染みの瞳に[image: ]背筋を伸ばせ！[image: ]と激励されたような気がした。

「わたしも、天雨と同意見だな」

　羽う留るが、史生の右肩に手をのせた。

「ワタシも、青蘭の生徒デス」

　左肩にやさしく手を添えてきたのは、クロエだった。

「みなさんの勇気、限界までふくらませますから、うふふ、覚悟はいいですか？」

　後ろから、まろんの声も聞こえてくる。

「勇気は、もうもらったよ。これ以上ないくらいにね」

　史生は、空をゆく絶望をにらみつけた。

　ガアアアッ！

　青蘭島上空を旋回していた暗黒皇竜ダークドラゴンが、史生たちにむかって降下をはじめた。

　──みんな、できるだけ海岸から離れて！　急いで！

　薫るような百南の─声─に、脳が心地よくゆさぶられた。

　海岸や海沿いの道路に散らばっていたプログレスたちが、戦場から離れていく。

　百南はプリムローズの能力までつかうことができるのか……、という感動が史生の中で瞬間的に爆発した。が、すぐに感情の波が静まり、冷静になれた。間違いなく、まろんのお陰だ。

　天雨の手が、史生の左手をさらに強く握りしめる。

　羽う留るの手が、史し生おの右肩に指先を食い込ませてきた。

　クロエの手が、史生の左肩をきつくつかんできた。

　まろんの熱が、背からやんわりと染み込んできた。

　プリムローズのときとは違う、金剛のような芯しんを百南もなみの能力に感じた。きっとできる。そう信じ、信じた気持ちを添えて口を開いた。

「クロエ、〈ビッグバリア〉！」

「〈ビッグバリア〉っ！」

　左腕を頭上にあげたクロエが、珍しく大きな声で叫んだ。

　大きくひろげた翼で落下速度を急激に削りつつ、暗黒皇竜ダークドラゴンが上空から火炎を吐き出したのはそのときだった。

　瞬まばたきの差で、〈ビッグバリア〉の展開が早かった。まるで小型ドームのようなバリアが、史生たちを炎の勢いと熱から守ってくれた。直径三〇メートルほどの円から外の地面は、みるみるうちに赤黒く変色し、灼しやく熱ねつの流砂となって死の小川をいくつもつくり出した。

「これハ……〈ビッグバリア〉の出力ガ、数倍に跳ねあがっていマス」

　クロエのつぶやきに背を押してもらいながら、史生は次々と指示を出した。

「羽留、いつもの！」

「よしっ！　〈光こう鎧がい〉！」

　羽留が光の羽衣をまとう気配を感じながら、史生は左手をわずかに引いた。

「天あ雨め、一発でかいのを……」

「〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉！」

　天雨が返事をする前に、羽留が光の鎧よろいを身につける。

　小さな光ではあっても、獣の本能で警戒したのだろうか、暗黒皇竜ダークドラゴンが巨体を翻して再び空へ舞いあがった。よくもまあ、あれだけ大きなからだで……、と感心してしまうほどのスピードだ。そして、その際に巨大な翼がつくり出した強風が、砂すな嵐あらしを生み、駐車場の隅にとまっていた数台の乗用車をすべて吹き飛ばしてしまった。

　それほどまでの暴風が暴れに暴れ、大小様々なモノがぐちゃぐちゃにされながら巻きあげられたにもかかわらず、クロエの〈ビッグバリア〉はびくともしなかった。

　暗黒皇竜ダークドラゴンは、先ほどと同じように上空を旋回しはじめた。街中に降りるか、もう一度史生たちに襲いかかろうか、迷っているのだろうか？　しかし、こちらにはプリムローズがいる。彼女の中にある竜の霊力エネルギーを欲しているのなら、執しつ拗ように襲ってくるはずだ。

　クロエの〈ビッグバリア〉でもちこたえながら、チクチクと反撃を繰り返せば……、もしかしたら……、とそんなことを考えていた史生の耳に届いたのは。

「クロちゃん、バリアを消して」

　百南の声だった。

「は？」

　どういう意味？　と目でたずねた史し生おにむかって、百南もなみが返事の代わりに空いた右手を伸ばした。それをつかんだのは、天あ雨めだった。

　史生、百南、天雨の三人で輪をつくる、というかたちになる。

「シオも、モナのエクシード、感じてるでしょ？」

　天雨が、緊迫した状況下にあってなお、なんだか晴れやかな笑みを浮かべた。

「確かに、なにか違うけど……」

「モナの潜在力って、ただのモノマネなんかじゃないわよ。いうなれば、最適化力ね。そのときどきに応じて、エクシードの種類をつかいわけ、その強弱さえ調整できるのよ。だから、きっと……」

「いこうか！」

　史生は、天雨に最後まで言わせなかった。

　ここには、大切なふたりの幼おさな馴な染じみがいる。信じるに足る仲間たちもいる。

　キシャアアアッ！

　暗黒皇竜ダークドラゴンが、再度の降下をはじめた。今度も火炎攻撃か、それとも牙きばか、あるいは爪つめか。その巨体で押おし潰つぶす、という方法も考えられるけど……。攻撃を予測するだけ無駄だ。

　もう、信じたのだから。

　相手がなにをしてくるか、ではなく、こちらがなにをすべきか。

「クロエ……」

「ハイ。〈ビッグバリア〉を解除しマス」

　史生の言葉を先どりし、クロエがあっさりとバリアを消した。

「さあ、いこう」

　かたちある絶望が牙を剥むき、かぎ爪を開き、史生たちを目がけて一直線に落ちてくる。

　羽う留るが、右手を高々とあげた。

「いくぞっ！　〈超ちよう弩ど級きゆう弾〉！　わっ!?」

　史生は、思わず息を呑のんだ。羽留がつくり出した光弾の直径が、五メートル以上もあったからだ。いつもの五倍以上はある超巨大光弾に、放とうとした本人も呆あつ気けにとられた顔をしている。それがなんだかおかしかった。

「ハハ、すごいなこれ！」

　羽留に続き、

「天帝雷撃矛ジヤツジメントっ！」

　天雨が、間近で見ると思わず足がすくみそうになるほど巨大な雷竜を、その左腕から生み出した。それでも、大きさは暗黒皇竜ダークドラゴンの三分の一にも満たないだろう。

「天帝雷撃矛ジヤツジメントっ！」

　驚いたことに、百南もなみも叫んだ。

　プリムローズの能力に加え、天あ雨めの技まで……。

「やああぁっ！」

　百南が叫ぶ。

「りゃあぁっ！」

　天雨も叫んだ。

　ふたりの幼おさな馴な染じみたちが生み出した雷竜が、瞬く間に絡み合い、融合し、巨大化し、双頭となって空へ駆け昇る。

「ハァッ！」

　羽う留るも、巨大な〈超弩級弾〉を放つ。

　双頭の雷竜と光弾が、まるで戯れるように螺ら旋せんを描きながら溶け合い、一本の長大な柱と化した。あるいは、天と地を結ぶひと筋の光線か。

　迫りくる暗黒皇竜ダークドラゴンはそのとき、さらなる劫ごう火かで大地を焼き尽くそうと、その口から灼しやく熱ねつのよだれを垂らしつつ、黒翼をひろげて急制動をかけていた。

　そこを、光線が射抜いた。

　首のつけ根を撃ち抜かれた巨竜は、ビクビクッと巨体を震わせながら空中でバランスを崩し、重力から遠慮なく鷲わしづかみにされ、史し生おたちにむかって落ちてきた。













「クロエ、〈ビッグバリア〉！」

「〈ビッグバリア〉！」

　史し生おとクロエの息が、ピッタリと重なった。

　轟ごう音おんを立てて落下してきた暗黒皇竜ダークドラゴンの頭部が〈ビッグバリア〉に激しくぶつかってきたものの、史生たちにはなんの衝撃も伝わってはこなかった。ただ、地響きを足の裏に感じただけだ。

　巨竜の巨大な頭部が、〈ビッグバリア〉の上をずるずるとすべり、自らが焼いた地面に落ちた。動く気配はない。

「クロエ、ありがとう」

「ハイ。〈ビッグバリア〉解除しマス」

〈ビッグバリア〉が消えた途端、遮断されていた音が戻ってきた。

　潮風。そして大きな─歓声─。

　史生は、百南もなみと手をつないでいることで、それを感じとることができた。海岸の周囲から─大歓声─が聴こえてくる。目の前に暗黒皇竜ダークドラゴンの巨体が横たわっているため、プログレスたちの姿は見えない。だが、彼女たちは遠くへ逃げることなく、史生たちの戦いを見守っていてくれたのだ。

「こんなに喜んでもらえるなんて……」

　百南が、目だけで微笑ほほえんだ。

「やったな！」

　羽う留るが、史生の腕に抱きついてきた。肘ひじに、やわらかいものが当たっているため、心臓が小さく跳ねた。

「やりまシタね」

　クロエが、唇の両端をこれまでにないほどの角度でつりあげた。

「うふふ。きょうから、シオのチームは全プログレスからマークされることになりますね」

　まろんが、史生の背にやわらかいなにかを押しつけてきた。心臓が、少しだけ大きく跳ねる。

「ちょっとあんたたち、シオに馴なれ馴れしくしないでよ」

　天あ雨めが、羽留とまろんへ交互に鋭い目をむけた。そのとき、

「ん、ぅ、うう、頭、痛い……ん？」

　倒れていたプリムローズが、顔をしかめて上体を起こし、周囲を見回した。

「わ、わたし、ダウンしてたの？　バトルで？　あ～、違うか、えっと、暗黒皇竜ダークドラゴンと戦ってて……そのあと、気が遠くなって、って、え？　ええっ!?　暗黒皇竜ダークドラゴンはどこ!?」

　ちょいちょい、と天雨がすぐそばにある巨大な頭部を指差した。

「なんでこんなところに岩が……って、これ、ちょっと臭におうわね。……え？　こ、これって、えええ─────っ!?」

　暗黒皇竜ダークドラゴンの巨大で生臭いからだにようやく気づいたプリムローズが、盛大に驚きの悲鳴をあげた。




「まだ、意識がありますね」

　大きな胸に手を当てたまろんが、なんらかの痛みを堪こらえるような表情で声をもらした。

「え!?　だったら、回復する前にトドメを……」

　天あ雨めが、暗黒皇竜ダークドラゴンに右手をむける。が、

「待って！」

　百南もなみが、その手首を押しさげた。

「モナ？」

　天雨の[image: ]どうして？[image: ]という視線での問いかけにはこたえず、百南は史し生おから手を放し、暗黒皇竜ダークドラゴンの鼻先へむかって歩き出した。

　史生は、迷うことなく百南の背を追った。百南がやることなら、すべてを肯定したい。そんな想おもいが、いま、自分の足を動かしている。

　羽う留る、クロエ、まろんの三人もついてくる。

「ちょ、ちょっとあんたたち、なにやってんのさ。急いで首を獲とらないと、また元気になるわよ」

　プリムローズが、慌てた様子で声をかけてくる。

「モナ、そいつの正面に立ったら危険よ」

　天雨も、声に緊張感を滲にじませている。

「ちょっとだけ、あたしに時間をちょうだい」

「モナ、いったいなにを……」

「さっさと息の根とめなきゃ……」

　天雨とプリムローズが、そろって顔を強こわ張ばらせた。

「あの竜と話したいの」

「「はぁ!?」」

　天雨とプリムローズの驚きが重なった。ふたりとも、暗黒皇竜ダークドラゴンの恐ろしさを嫌というほど体験しているのだから、百南の行動が理解できないのだろう。

　正直なところ、史生も驚いた。百南がやることなら、すべてをうけ入れたいと思っていたのだが、まさか巨竜との会話を試みるつもりだったとは……、予想外だ。

　羽留とまろんが、顔を見合わせている。

「極めて危険デス」

　ひとり冷静なクロエが、至極もっともなことを口にする。

「オレも危ないと思うな。どうして……」

「とっても悲しそうなの」

　史し生おの言葉を遮るように、百南もなみが言葉そのままに悲しそうな目をむけてきた。幼おさな馴な染じみの大きな瞳ひとみは、いつの間にか潤んでいる。

　まろんが、肩をすくめた。

「モナミはどうやら、まろんのエクシードまでつかえるようですね」

　そうつぶやくなり、この場にいる全員へ目をむけながら言葉を続けた。

「まろんも、モナミと同じ意見です。あの竜は、心に深い悲しみを秘めています。敵対心や怒りといった感情は、微々たるものです」

「シオくん、あたしを信じて」

　百南が、史生の手をそっと握ってきた。

「あ～、もうっ、せっかくトドメを刺せるチャンスなのにっ！」

　プリムローズが、乱暴に百南の手を払いのけたあと、史生の手首を鷲わしづかみにした。

　──全プログレスに告ぐ。凶竜はまだ息がある。決して近づくな。離れた場所で待機せよ。これより、我らが接触を試みる。指示あるまで、決して攻撃してはならぬ。

　─声─に、周囲のプログレスたちがざわつきはじめた。空から竜に近づこうとしていた飛行タイプの子たちが、慌てた様子で逃げていく。竜の巨体があるため、海岸の様子はよく見えなかったが、女の子たちが声をかけ合い、急いで離れていく─気配─を感じることができた。

「これでいいわ。ほら、コイツを這はいつくばらせたのはあんたらなんだからさ、話し合うなりトドメを刺すなり、好きにすればいいわ」

　史生の手首を放したプリムローズが、百南をにらみつつ、「ほら、さっさと話しなさいよ」と暗黒皇竜ダークドラゴンを指差した。

　百南が、巨竜の顎あぎとへさらに近づいた。

　史生は、すぐさま幼馴染みと肩をならべた。

「シ、シオくん、危ないよ？」

「危ないと思ってるなら、どうして竜と話そうなんて考えたんだよ？」

「エクシードを上手につかったら、効果が倍増するって、気づいたの」

「効果が、倍増？」

「うん。いまのあたしなら、それができると思う。ううん、できるからこそ、やらなきゃいけないの」

「そうか……だったら、オレ、そばにいるから」

「ありがとう」

　百南もなみが、薄桃色のツインテールを海風になびかせながら、やわらかく微笑ほほえんだ。

　ふと、すぐ後ろにいくつもの気配を感じた。

　肩越しに振り返ると、天あ雨めの顔があった。羽う留るも、クロエも、まろんもいた。いちばん後ろには、少々ふて腐れたような顔のプリムローズもいる。

　史し生おは前にむき直り、気を引きしめた。

　暗黒皇竜ダークドラゴンの大きすぎる鼻面の前に立ち、その頭部を見あげた。口の端から覗のぞいている黄ばんだ牙きばだけで、人の背丈の三倍以上はあるだろうか。まさに小さな山と評しても差し支えないだろう。

　腐臭と獣臭さに息を詰まらせながらも、史生は竜の大きさに圧倒されまいと背筋を伸ばした。それでも、ちょっと気を抜けば足がすくんでしまいそうになる。

　百南が、恐れることなく暗黒皇竜ダークドラゴンに近づき、まるで玄武岩のような暗灰色の下アゴに手を当てた。

　史生も、そんな幼おさな馴な染じみの手を上から包み込むようにして、竜に触れた。

　──返せ。

　いきなり─声─が聴こえてきた。

　仄ほの暗ぐらい洞どう窟くつの奥から響いてくるような、深く、重々しい─声─だ。

「うわ、竜がしゃべった」













　羽う留るが、小さな驚きの声をあげた。他ほかの女の子たちも、同様に驚きの表情を浮かべている。─声─は、みんなに聞こえているようだ。

　史し生おは、気持ちを呑のまれまいと下っ腹に力を入れた。が、逆に百南もなみの表情からは緊張感が消え、そのからだからも力みがなくなっていくのがわかった。

「返してほしいの？」

　──返せ。

「大切なモノ？」

　──いっしょに。

「大切な存在を返してほしいのね」

　どうやら、会話が成立しているようだ。

　この能力は、いったいだれのものなのだろうか。

「これ、まろんちゃんのエクシードだよ」

　史生の疑問を敏感に感じとったのだろう。百南が、目だけで微笑ほほえんだ。

「え？」

　後ろで、まろんが微かすかな息をもらした。彼女の吐息には、[image: ]わたし、そのような能力はもっていませんけど？[image: ]という言葉が含まれていることは、ここにいる全員が感じとったはずだ。

　百南が、言葉を続けた。

「まろんちゃんのエクシードって、相手の感情を読みとることができるでしょ？　そのとき、青せい蘭らん島の力場を上手につかえば、相手の─声─も聴くことができるんだよ」

「わたしの、エクシードに、そのようなつかい方があったなんて……わたしは、もっと、成長できるのですね」

　まろんの声は、微かに震えていた。

「なるほどな。青蘭島は、四つの世界から様々な言語をつかうプログレスたちが集まっているのに、その力場によって意思疎通が簡単にできるから、ちょっとしたコツをつかめば動物とも話せるというわけか。それは、楽しそうだ。わたしは、ネコと話してみたいな」

　羽留の声は、明るく跳ねている。

　史生は、心の中で拳こぶしを握りしめた。言葉を交わすことができれば、事態をよりよい方向へむけることができるはずだ。………でも、百南が望む方向は？　百南は、暗黒皇竜ダークドラゴンをどう扱うつもりなのか。

　百南が、竜の下アゴに触れたまま、肩越しに振り返った。

「プリムちゃん、竜の霊力エネルギーを返してあげて」

「いきなりなに言ってんのよっ!?　あんた正気!?　せっかく奪った霊力エネルギーを返すはずないでしょ！」

「大切な存在を失う悲しみ、プリムちゃんならわかるでしょ？」

「あ、ぅ、そ、それは……まあ、わかんなくは、ないけど……」

　うなだれたプリムローズの肩を、天あ雨めがポンと叩たたいた。

「プリム、このまま竜の霊力エネルギーを自分のものにして、王室へのり込むの？　どろどろの権力闘争に明け暮れてみたい？」

「そんなの、イヤに決まってるでしょ！」

　まろんが言葉を添える。

「大きすぎる力は、災いを招きますよ？」

　沈黙は、一分も続かなかった。

「………ったく、とことん苦労したのにさ」

　プリムローズが、これでもかと顔をしかめた。が、すぐに笑みを浮かべる。

「母様の魂をとり戻したから、ま、いっか」

　直後、彼女のからだから光の粒子が大量に吹き出し、ひろがり、うねり、集まり、光の竜となって空を飛んだ。

　──グオオオッ。

　光の竜が、吼ほえた。

　クゥオオッ。

　倒れていた暗黒皇竜ダークドラゴンの大きすぎる牙きばと牙の間から、岩の裂け目を疾はしり抜ける強風のようなうめきが吹き出てきた。

　史し生おには、悲しげなうめきに聞こえた。だが同時に、泣きたくなるほどの歓喜も感じとることができた。

　──ようやく。

　竜の─声─が、史生の中に容赦なく流れ込んでくる。感情の波動が強すぎて、めまいがしそうだ。

　突如、百南もなみの手を中心に淡く輝く波紋がひろがった。

　波紋が、暗黒皇竜ダークドラゴンの表皮を撫なでるようにして全身へひろがっていく。いくつも。いくつも。やさしくひろがっていく。

　竜の巨きよ躯くが、微かすかに蠢うごめきはじめた。

「あ、あんた、もも、もしかして治癒ヒーリングもできんの!?　な、なにいきなり回復させちゃってんのさ!?　ちょ、まだわたしたちがいるでしょ!?」

　プリムローズが、転がるようにして逃げ出した。羽う留るたちも、慌てて暗黒皇竜ダークドラゴンから距離をとっている。

　生きた心地がしないとは、まさにいまのような状況を言うのだろう。

　それでも史生は、百南の手を放さなかった。幼おさな馴な染じみを置いて、この場を離れるわけにはいかない。

「百南もなみ、いいのか？」

「うん。これでいいの」

「この竜が、いきなりガブッて……」

「しないよ。あのね、相手の心を知って、こっちの気持ちをきちんと伝えることができれば、種の違いをのり越えるって、それほど難しいことじゃないと思うの」

「百南は、いろんな能力をつかえるようになったけど、オレは、正直、まだ怖いな」

「この竜こも、怖がってるよ？　仲間を奪われて、自分も殺されそうになってるんだから、怖くないはずないでしょ？」

「こいつ、怖がってんの？」

「怖いから、暴れたり、火を吐いたりするの。安全に自分の世界へ帰れるから、怖がらないでって教えてあげれば、もう暴れないよ」

「……そうかもね」

「相手を知ることも、自分の気持ちを伝えることも、すごく難しいけど……やれることはやらなきゃ」

　不意に、史し生おの隣にだれかが立った。

　天あ雨めだった。もうひとりの幼おさな馴な染じみが、微笑ほほえみを投げてくる。

「わたしもつき合うわ」

　そんな天雨に肩をぶつけるようにして、

「わたしもな！」

　羽う留るが、史生の腕にからだを押しつけてきた。そうしながら、サッと腕を伸ばして竜の皮膚にてのひらを押し当てる。

「記念タッチだ！」

　クロエとまろんも、史生たちのそばに戻ってきた。

「ちょっとあんたたち、危ないわよ！」

　少し離れた場所で、プリムローズが両手を振りあげて叫んでいる。

　だが、女の子たちがだれひとり史生のそばから離れないとわかるや否や、

「もうっ！　あんたたちみんなバカじゃないの!?　暗黒皇竜ダークドラゴンにペロッと食べられちゃうわよ！　そうなっても、助けてあげないからね！」

　文句を言いながらも、そろそろと近づいてきた。プリムローズも、本当はわかっているのだろう。暗黒皇竜ダークドラゴンには、もう暴れる意志がないということが。ただ、頭ではわかっていても、染みついた警戒心や恐怖心はなかなか拭ぬぐい去れるものではない。それでも、巨竜との距離を詰めた。その意味は、推して知るべしだ。

　そして数分後。

　暗黒皇竜ダークドラゴンが再び後ろ足で立ちあがり、目がくらみそうになるほど大きな翼をひろげて羽ばたいた。暴風の前触れがわずかに砂を巻きあげたのとほぼ同時に、クロエが〈ビッグバリア〉をひろげてこの場の全員を守ってくれた。

　バリアの外で瞬く間に吹き荒れはじめた砂すな嵐あらしによって、視界のほとんどが奪われた。いろんなものが暴風によって巻きあげられ、空へ昇っていく。巨大な影とともに。

　砂すな埃ぼこりがある程度おさまり、〈ビッグバリア〉が消えたあとも、史し生おは目に入ったわずかな砂を涙で落としながら空を見あげていた。

　大空を往いくのは、光り輝く竜の霊と、傷を癒いやし、仲間、あるいは愛する相手との再会に吼ほえる暗黒皇竜ダークドラゴンだった。

　砂のせいで、涙があふれた。砂がほとんど流れ落ちたあとも、どういうわけかとまらなかった。

「またね～！」

　百南もなみもまた、涙をぽろぽろ流しながら両手を振って巨竜を見送っている。

「またね、ってあんた気は確かなの!?　もう二度と暗黒皇竜ダークドラゴンと会うなんてごめんよ！」

　プリムローズが、金切り声をあげている。巨竜に対する警戒心は、今後も彼女の中から消えることはないだろう。だが同じように、意思のやりとりができたという貴重な経験も残るはずだ。

　史生たちが見あげた空は、見渡す限りの青だった。そんな中、竜の霊が先に黒の門ハイロウへ飛び込んだ。暗黒皇竜ダークドラゴンも、出てきたときの不器用さが信じられないほどスムーズに門ハイロウへ突入し、そのままぐりぐりと巨体を押し込み、速やかに消えてしまう。

「あ～、もう、砂だらけだ」

　史生は顔についた砂を払うふりをしつつ、涙を拭ぬぐった。

「ぐすっ、よかったぁ」

　百南は、泣いていることを隠そうともせず、指先を目もとに当てて鼻をすすっている。そんな仕草は、いかにもこの幼おさな馴な染じみらしい、共感に満ちたものだった。

　その一方で、

「竜に触ったぞ！」

　羽う留るが、満面の笑顔で右手を握りしめた。が、すぐに、

「……なんだか、ヌルヌルしてたな」

　唇の右端を曲げ、その手をそろそろと天あ雨めに近づけた。

「ちょっと、海で洗ってきなさいよ！」

　天雨が、羽留からサッと跳び離れたあと、史生の後ろに回り込む。羽留のヌルヌル攻撃を防ぐ盾にするつもりだ。

「お、おい……」

　肩越しに天あ雨めへ目をやった史し生おに、

「うふふ、感動的でしたね。わたしも泣けてきました」

　まろんがからだを寄せてきた。彼女には、泣いたことがバレていたようだ。

「ハイ。感動的な体験でシタ」

　史生の代わりにこたえたのは、クロエだった。彼女はいまだ、上空に浮かぶ三つの門ハイロウを見あげたまま長いまつげを震わせている。

　史生は、まろんへ「な、泣いてないよ」と誤魔化すような笑みをむけつつ、「とにかく、やったね」と正面の羽う留る、それから後ろの天雨、そして右隣に立つクロエにもそれぞれ笑みを投げた。女の子たち全員が、微笑ほほえみでこたえてくれる。

　暗黒皇竜ダークドラゴンと対たい峙じしていたときの緊迫感が薄れ、うねり続けていた気持ちの波が収まってきた頃ころ、史生はようやくその声に気づくことができた。

　史生たちがいる駐車場にむかって、多くのプログレスたちが集まってくる。地を走って。空を飛んで。大きな歓声をあげながら。

　暗黒皇竜ダークドラゴンの火炎で溶かされて流動化した地面も、黒翼でつくられた強風や砂によって随分と固まっている。いまでは、わずかに湯気があがっている程度だ。そんな激変した駐車場の周りに集まってきたプログレスたちが、史生たちにむかって歓声を浴びせてきた。

　歓声が歓声を呼び起こし、歓声が歓声に上塗りされ、歓声が歓声をゆさぶった。

　そんな中、百南もなみが満面に笑みを浮かべて、史生の左手を握りしめてきた。そして、

　──みんなの勝利です！

　すべてのプログレスに─声─を送った。

　史生は半ば反射で、右手を高々と頭上へ突きあげた。

　途端、青せい蘭らん島を包み込むほどの歓声が爆発した。

　それこそ、肌と心が震えるほどに。





エピローグ





　　　　　　　◇　◇　◇



　暗黒皇竜ダークドラゴンがダークネス・エンブレイスへ帰ってから、数日後。

　青せい蘭らん学園生徒会に所属する生徒たちの働きにより、特別学区であるブルーエデンの教務部に学園の調メ査スが入った。

　結果、学区の首脳部にはそれ相応の処分が下されたが、生徒たちにとっては遠い世界の出来事であり、本分に直接的な影響が生じなかったため、さして大きな騒ぎになることもなく収束した。

　そして、『バスター・フォー』のメンバーたちに下された処分は……。


　　　　　　　◇　◇　◇



　三ヶ月後。

　照りつける太陽の下、ブルーエデンのスペシャルクラスとネクストクラスの定期交流戦が行われようとしていた。

　会場となった青蘭ドームに詰めかけた観客たちが、バトル開始をいまや遅しと待っている。熱気は、すでに限界までふくれあがっていた。

『みな様、お待たせしましたぁっ！　これよりブルーエデン主催によるスペシャルクラスとネクストクラスの定期交流戦を行いまぁす！　実況を担当させていただきますのは、わたくし、放送部部長、テラ・ルビリ・アウロラ出身のアセロラでぇす！』


　　　　　　　◇　◇　◇



　鳳ほう来らい天あ雨めは、チームの仲間たちとそれぞれ視線を交わし合った。

　会場の騒々しさが、東側入場ゲートの裏まで流れ込んでくる。

　からだの奥が、ほんのわずかに熱を帯びた。気持ちが急せいているのがわかる。早くバトルがしたい。能力を全力で解放したい。思う存分、楽しみたい。

　そんな思いが伝わったのだろう、そばにいたプリムローズが、にやりと悪戯いたずらっ子のような笑みを浮かべた。

「アメ、体調よさそうね」

「最高よ」

「ふふん、わたしも最高よ」

　そんな会話の途中、サラが口を挟んできた。

「バトルに最高のコンディションで臨むのは、当然ですわ。ふたりとも、気を抜かないでください」

「サラは、力みすぎよ」

　プリムローズが、左の眉をあげてサラを見あげた。

「わたくしは、いつもこのスタイルです。力んでなどいませんわ。決して」

「でも、顔が強こわ張ばってるよ。目も怖いくらいにつりあがってるしさ。もっと笑ったら？」

「このサラ・クロフトが、緊張していると言いたいのですか？」

「無理もないよね。相手チーム、手強いから」

「わたくしは、緊張などしていません」

「ほら、エムだって、いつもよりたくさん笑ってるよ」

　プリムローズが、直立したまま動かないエムゾゼを指差した。

　彼女はいま、近くにいる男性係員の魂を奪いかねないほどの美しくも危険な微笑を浮かべている。背景に咲き誇る花々をちりばめたら、とても似合うだろう。

「エム、なんと言えばいいのか、少々、華やかすぎませんか？」

　そんなサラの言葉に、

「わたしの表情でチーム全体の雰囲気が和むのでしたら、この面めん貌ぼうのままバトルをしても構わないと考えています」

「いままで以上に笑いながらバトるの？　ん～、まぁ、エムの美び貌ぼうなら、アリかもね」

「あくまでも選択肢のひとつです。耳障りな笑い声さえ出さなければ、満面の笑みでバトルを行っても様になると確信しています。もちろん、観客の好みを把握するため、それなりの市場調査が必要となりますが」

「さすがはエム！　もう、立派なエンターテイナーね！　よっ、プログレスの鑑かがみ！」

「ブルーミングバトルに興行という一面があることは、わたくしも否定はしませんわ。しかしながら、真のプログレスは観客に媚こびることなく、決して己の信念を枉まげず、全身全霊を懸けて敵を倒すことだけに専念すべきだと思います」

「サラってば、固すぎぃ～。せっかく、チーム名も新しくしたのにさ。新しいサラが見たいなぁ～。ニュー・サラ、カモ～ン」

「お黙りなさい！」

　天あ雨めは、仲間たちのやりとりを眺めながら、ノドの奥で笑った。

　プリムローズとサラの仲が、前以上に接近したことを心から嬉うれしく思う。

　三ヶ月ほど前、プリムローズは竜の霊力エネルギーを独占し、サラを病院送りにした。エムゾゼは一時的な機能停止だった。

　そして、プリムローズはその日のうちに竜の霊力エネルギーを放棄した。

　数日後に意識をとり戻して病院を飛び出したサラは、自らの完全回復を待つことなくプリムローズに一騎打ちバトルを挑んだ。

　竜の霊力エネルギーを失ったとはいえ、母であるアプディカの魂を得たプリムローズは、以前よりも強力なエクシードをもつに至っていた。それこそ、サラよりもずっと。

　しかし、決して負けを認めず、敗北よりも死を選ぼうとするサラに根負けして……。

　結局、大喧嘩バトルは痛みわけで幕を閉じた。

　そんな流れを経て、現在に至っている。

　プログレスは、ある意味単純だ。

　本気でエクシードをぶつけ合えば、相手のことがだいたいわかるのだから。

　プログレスは、単純で純粋だ。

　そういった面では、プリムローズもサラも典型的なプログレスだった。

『さあ、まずはスペシャルクラスのチームから！』

　通路の壁にアナウンスが反響した。

　天あ雨めは、プリムローズのまだまだ薄い肩に手をのせた。

「出番よ！」

　サラと言い合いを続けていたプリムローズが、ニッとふてぶてしい笑みを浮かべた。

「暴れるわよ！」

「もちろんですわ」

　丁寧に巻かれた金髪を翻し、サラが入場ゲート前に立つ。

　エムゾゼが美しい笑みを崩すことなく、流れるような動きでその隣につく。

　天雨の眼前で、ゲートが大きく左右に開かれた。

　肌がビリビリと震えてくるほどの大歓声が、容赦なく押し寄せてくる。

『テンペスト・フォーの入場です！』


　　　　　　　★　★　★



『テンペスト・フォーの入場です！』

　スペシャルクラス・チームの入場がはじまった。大歓声を浴びながら、いままさに天雨とそのチームメイトたちが、バトルフィールドにむかっているはずだ。

　稲いな森もり百南もなみは、うねり続けている歓声を耳にフーッと息を吐いた。

　自分たちネクストクラスの代表チームはいま、西側のゲート裏に待機している。

　入場は、もうすぐ。

「百南、いよいよだな」

　羽う留るに、ポンと背を叩たたかれた。

「あ、う、うん。いよいよ、だね」

「練習通りにいこう。天雨は、わたしが意地で押さえるから」

「わたしは、プリムローズね。同じダークネス・エンブレイス出身の後輩に、経験値の違いを見せつけてあげるわ」

　横から、エヴァノラが会話に入ってきた。

　二〇日ほど前、仕事のスケジュールを詰めに詰めて予定よりもずっと早く青せい蘭らん島へ戻ってきた彼女は、スペシャルクラスとネクストクラスの対抗戦があると聞くや否や、飛び入り参加を希望してきた。チームメイトをひとり補充しなければならなかったため、百南もなみたちにとってはありがたい話だった。

「ワタシは、エムゾゼの防御壁を崩すことだけに専念しマス。同じディフェンス特化タイプとシテ、【最強の盾】がどちらなノカ、きょうこそハッキリさせたいと思っていマス」

　クロエが、控えめな口調で言う。

　エヴァノラが、ゲートからいちばん離れた場所に控えていた史し生おに、ササッと素早く近寄った。

「観客は数えきれないほどいるけど、きょうはシオのためだけに歌うから、ちゃんと聴いててね？」

「あ、ああ……」

　エヴァノラから腕にしがみつかれ、史生が微苦笑を浮かべている。

「こらエヴァノラ！　こんなところで史生にベタベタするな！　バトルがはじまるぞ！」

　羽う留るが、すぐさま史生とエヴァノラを引きはがそうと、間に割って入る。

　クロエも、

「コトリーさんの集中を乱さないでくだサイ」

　エヴァノラの長い銀髪をつかみ、くいくいと引っ張っている。

「ちょと！　クロエ、痛いでしょ！　髪が抜けちゃうわ！」

「痛いなら、さっさと史生から離れろ！」

「可及的速やかニ、コトリーさんから適当な距離をとってくだサイ」

　百南は、チームメイトたちのやりとりを眺めながら、頬ほおをゆるめた。

　バトル前の緊張感など、かけらもない。

　史生と視線を合わせ、互いにクスッと笑みをもらす。

『さあ、お次は！　ネクストクラスのチームです！』

　アナウンスとともに、ゲートが開かれた。

　そのむこうから、まばゆい光とともに大歓声が流れ込んでくる。それを背にして立っていたのは、まろんだ。

「みなさん、ご健闘を祈っています」

　通路脇わきに移動したまろんが、胸の高さに右手をあげた。

　羽留が、エヴァノラが、クロエが、まろんと手を打ち合わせて会場へ歩み出ていく。

　百南も、まろんの右手にタッチして、微笑ほほえみと勇気をもらったあと、しっかりと足を踏み出した。すぐ後ろでは、史生も手を合わせている。

『ビギニング・フォーの入場です！』

　新たなチーム名がアナウンスされた。

　百南は、高ぶる気持ちを抑えながら、バトルフィールドへ視線をむけた。

　天あ雨めがいる。

　瞳ひとみを輝かせ、百南もなみがくるのを待っている。

「アメちゃん、いくよ！」


　　　　　　　★　★　★



　小こ鳥とり居い史し生おは、バトルフィールドを挟んで、天雨たち『テンペスト・フォー』と視線をぶつけ合った。

　チーム名は違えど、彼女たちは元『バスター・フォー』のメンバーたちだ。

　ブルーエデンが秘密裏に行った特別カリキュラムによって、想像を絶するほどの強力なエクシードを身につけた、危険極まりない四人のプログレスたち。

　学園の生徒なら、いまやだれもが知っている情報だ。

　史生たち『ビギニング・フォー』は、公開処刑に臨んでいるのか？

　いや、違う。

　最強への挑戦。会場のだれしもが、そのことをわかっている。

　最強の打破。会場のだれしもが、その瞬間を見たがっているはずだ。

　暗黒皇竜ダークドラゴンをダークネス・エンブレイスへ帰したあの日から、史生たちの挑戦ははじまった。きょうまで、脇わき目めもふらず、自らを高めるためだけに突っ走ってきた。

　仲間たちとともに。

　体力の続く限り、バトルの訓練をした。思いつく限り、戦術を練り込んだ。意見を交わし合い、ときにはケンカし、それでも互いを信頼し、手をとり合い、助け合い、前へ前へと走り続けた。

　最強を押おし退のけ、自分たちが先へゆく。

　それを目標にして。

　史生は、チームメイトたちと肩をならべたまま、心に引っかかっている不必要な感情をひとつひとつチェックした。

　緊張。不安。焦燥。恐怖。後悔。

　いまだ、完全にとり除くことはできていない。が、薄め、小さく噛かみ砕き、そんな感情とうまくつき合っていく術すべを身につけた。扱い方を間違えさえしなければ、緊張や不安も役に立つということに気づくことができた。

　適度な緊張感があるからこそ、集中できる。

　ある程度の不安があるからこそ、用心できる。

　史生は、チームメイトの女の子たちとそれぞれ視線を交わした。

　百南が、羽う留るが、クロエが、エヴァノラが、微笑ほほえみを浮かべてくれた。みんな、緊張や不安を身の内に溶かし込んでいる。

　チームを包み込む空気が、研とぎ澄まされていく。

『それではぁ！　選手の紹介です！』

　アナウンスに、史し生おは身を引きしめた。

　もうすぐ、バトルがはじまる。

『まずは、[image: ]テンペスト・フォー[image: ]から、【毒獅子マンテイコア】サラ・クロフト選手！』

　金の巻き毛を輝かせながら優雅に一礼をしたサラが、背筋を伸ばしてバトルフィールドに足を踏み入れる。

『【移動堡トーチカ】エムゾゼ選手！』

　赤茶けたミディアムヘアをゆらしながら、人形じみた美しさをもつエムゾゼがサラの隣に立つ。

『【女王候補プリンセスエイジ】プリムローズ・ベイカー選手！』

　小柄なプリムローズが、両手を振りながら跳ねるように足を踏み出した。新たなふたつ名で呼ばれるようになった彼女はいま、極めて重要なプログレスのひとりとして、他学区からも注目を浴びている。

『最後のひとりは！　【雷帝サンダー】ホウライ・アメ選手！』

　天あ雨めが、ドームの上空にむかって巨大な雷竜を打ちあげ、会場をどよめかせた。そのあと、悠々とフィールド内へ入る。

「もう、アメちゃんったら……」

　百南もなみが、笑いたいのを我慢しているような顔で、ぽそっとつぶやいた。

「天雨のヤツ、なかなかのパフーマンスじゃないか。わたしも、挨拶代りに〈超ちよう弩ど級きゆう霰さん弾だん〉をぶっ放してみようかな？」

「パフーマンスではナク、パフォーマンスです。それカラ、新技の披露ハ、バトル中に行ったほうがいいでショウ」

「い、言われなくても、わかってる！」

「そうデスか？」

　羽う留るとクロエが言葉を交わす横で、エヴァノラが白銀のロングヘアを両手で後ろに掻かきあげた。

「歌うわよぉ～！」

『[image: ]テンペスト・フォー[image: ]がαドライバーを必要としないチームであることは、みなさんもご存じでしょう。というわけで、次は[image: ]ビギニング・フォー[image: ]の選手を紹介します！』

　史生は、女の子たちにむかって右手を突き出した。

　百南が、羽留が、クロエが、エヴァノラが、次々と右手を重ねてくる。

『まずひとりめは、きゃ～ん、麗しき【至大感染パンデミツク】エヴァノラ・ワイズ選手！　キャー、パチパチパチィ、みなさ～ん、盛大な拍手を！』

　のっけから偏かたよりまくったアナウンスに、史生は思わず笑みをこぼした。

　エヴァノラが、ウインクを飛ばしたあと銀髪を大きくひろげながらバトルフィールドへ駆け込んでいく。

　百南もなみ、羽う留る、クロエの手は、まだ史し生おから離れない。

『【飛天空拳ロケツトパンチ】Miss.クロエ選手！』

「でハ」

　小さくうなずいて、クロエが気負いなどかけらも見せず、フィールド上へ歩を進める。

『【戦女神バルキリー】シウンジ・ウル選手！』

「パフー……パフォーマンスは、しないぞ？」

　ニッと笑った羽留が、百南の手の甲をポンと叩たたいたあと、エヴァノラとクロエの背にむかって走り出す。

　彼女のふたつ名は、【白璧微瑕ロシアンルーレツト】から改められた。もう、超ちよう弩ど級きゆう弾が戻ってくるような撃ち方をしないからだ。

　羽留は、どんな力でもつかい方次第であることを証明してみせた。

『最後のプログレスは！　【全能起源オリジン】イナモリ・モナミ選手！』

「いってきます」

　百南が、史生の手をきゅっと握ったあと、その大きな瞳ひとみに確かな光を宿した。

　薄桃色のツインテールを翻し、フィールドへ駆けていく。

　暗黒皇竜ダークドラゴンが青せい蘭らん島に出現したあの日、学園内でもっとも重要視されるようになったプログレスは、百南だった。

　数多ある能力を適時使用でき、しかもその真髄までつかいこなすことができるという稀き少しような〈特殊技〉に、青蘭学園は大いに注目した。そのため、新たにつけられたふたつ名も、それに添うものだった。

『そして！　彼女たち[image: ]ビギニング・フォー[image: ]のαドライバーを務めるのは、ご存じこの人！　【竜騎士オーシヤン】コトリイ・シオ選手！』

　史生は、軽く片手をあげて声援にこたえたあと、αサークルに入った。

　大海オーシヤンのごときエネルギーで竜を御したαドライバー。という意味で、史生も新しいふたつ名で呼ばれるようになった。

　暗黒皇竜ダークドラゴンの事件から、いろんなことが変化した。

　周りの反応。

　自分たちの意識。

『さあ、それではさっそくぅ！　スタンバイっ！』

　会場の巨大掲示板に表示された［10］という数字が、［９］［８］と減っていく。

　スタンバイ時間は一〇秒だが、現れたαスクリーンに目を落とすことなく、史生はバトルフィールドにむかって拳こぶしを突き出した。

［７］

　四人の女の子たちが、背でそれを察知したかのように振りむいてくれる。

［６］

　史し生おは、ピッと親指を立てた。

［５］

　花咲いた四つの笑顔が、再び正面へむき直る。

　史生は、拳を胸に押しつけた。

［４］

　変化し続ける環境の中で、いろんなことに気づかされた。特に、人は環境と習慣によって導かれていく、ということに気づくことができたのは大きな成果だった。

［３］

　人は成か長わっていける。

　必ず。

［２］

　人間の可能性には、限りがないのだから。

［１］

『ファイトっ！』





あとがき







『蒼き箱庭のプログレス３』をお届けします。

　異能をもつ女の子だけ（男の子も、一応、ちょこっと）の学園バトルもの、というカードゲームの設定ありきでスタートした企画ですので、あれこれと考えさせられました。

　頭を抱えたのは、ストーリーづくりのスタートからです。

　設定の取り扱い方は？


①設定から逸脱せずにまとめる。

②いくつかの設定を拡大解釈しつつも、世界観を崩すことなく書きあげる。

③「私の辞書に設定という文字はない！」と高笑いしながら突っ走る。



　書き手としては③に引き寄せられます。設定を気にせず自由に書いていいよ、と言われればやっぱりありがたいです。アナザーストーリーにする、という方法もありますから。

　しかし、「カードゲームの世界観を小説にする」というお仕事を頂いたのですから、当然のことながら①が望ましい……、はずなのですが、これがまた難しい。

　カードゲームの流れやルールを文章化するためには？

　女の子たちが戦っている間、男である主人公はなにをしていればいいの？

　ストーリーの縛りは、もちろんあったほうがいいでしょう。書き手が、なんの縛りも気にすることなく思いつくままにシーンを積み重ねていけば、ご都合主義のオンパレードになってしまいますから。

　縛り。

　小憎らしいヤツです。

　しかしながら、設定という「縛り」があったからこそ楽しめたことも事実です。あの手この手で抜け道を考え、ときには多少のルール違反をしつつ、ドキドキワクワクしながら設定とキャラとストーリーを組み合わせていくことができました。

　でもこの巻では、「多少のルール違反」というレベルでは収まらないほどのことをやっちゃいましたけど……（プロットにＯＫを頂いたとき、正直びっくりしました）。

　カードゲームファンの皆様、ごめんなさい。




　お陰様で、カードゲームの売り上げは好調だと聞いています。ボクの友人もデッキを購入し、対戦相手を募集していました。

　飲み会の席でカードゲームの話題になったときなど、その友人はボクよりもずっと詳しいくらいで逆にいろんなことを教えてもらいました。感謝です。いつか、なんらかのかたちでお返しをしなければと心に誓いつつ、あろうことか飲み代まで払ってもらって……。太っ腹な友人に感謝感謝の連続です。

　しかしながら、カードゲームにおけるボク個人の腕前は、担当様と対戦して惨敗。勝たせてくれようと担当様が下手なフリをしてくださったにもかかわらず負けてしまうほどのレベルですので、知人の相手はとても務つとまりません。おしゃべり相手で精いっぱいです。いつの日か、べつのかたちで感謝の意を表したいと思います。

　また、ボクが講師をさせてもらっている専門学校の生徒さんからも、「カードにサインしてください！」と笑顔で頼まれました。カードに描かれていたのは、２巻の表紙となった羽う留るのイラストです。

「で、ボクの本には？」という言葉を大人な微笑ほほえみの裏に隠しつつ、サインをさせてもらいました。野の島じまの笑顔にはご用心です。




　アンジュ・ヴィエルジュの世界では、様々なイラストレーターの方々が活躍なさっています。小さなカードの中に個々の作家性をぎゅぎゅっと詰め込み、女の子と世界観を表現なさっているその腕前には、カードを一枚一枚めくるたびに感動させられます。

　魔術によって治められた黒の世界《ダークネス・エンブレイス》。

　女神たちの愛に包まれた赤の世界《テラ・ルビリ・アウロラ》。

　科学の力で最適化された白の世界《システム＝ホワイト＝エグマ》。

　ボクたちの故郷である青の世界《地球》。

　すべてのカードには、描かき手の技術と想おもいと耳では決して聞きとることのできない言葉が込められています。

　そんなカードたちが、少しでも多くの人々に愛されることを願ってやみません。




　小説とは異なる分野と関かかわり、多くのことを学ぶことができました。

　電子の中で繰りひろげられているゲームとはまた少し違ったカードゲームには、質感と実感という肌感覚での楽しさがありました。

　この分野にほんの少しでも関わりをもてたことに感謝です。




　最後になりましたが、謝辞を。

　設定の抜け道ばかりを探そうとするボクに正しい道順を示し、迷わせることなくしっかりと道案内をしてくださった担当の中なか道みち様と洲す川かわ様。そして、編集部の皆様。

　１～３巻すべてで、ハイ・クオリティーなイラストを描いてくださった水みず沢さわ深み森もり様。

　世界観をしっかりと固めてくださった駒こま尾お様。

　そして、３巻に興味を示してくださった読者の皆々様。

　ありがとうございました！









　著者

　野島けんじ（のじま・けんじ）

　　仕事のために買ったノートＰＣがうまく作動しません。

　　仕事のために買った眼鏡の度数がちゃんと合いません。

　　仕事のために買うと、ん～、という状態が続く日々です。

　　よし、これからは「仕事を楽しむために」でいこう！




　イラスト

　水沢深森（みずさわ・みもり）

　　アイドルと可愛いもの、

　　金髪ツンデレをこよなく愛す、兵庫出身の

　　イラストレーターです。
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